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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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「うん……？」

　昼休み。桜さくらヶが丘おか高こう校こう。三年Ｃ組の教室。

　僕ぼくは自分の机つくえで目を覚ました。体たい育いくが休きゆう講こうになって、教室で自習をしていたはずなのに、いつの間にか思いっきり惰だ眠みんをむさぼってしまったようだ。

「あ、起きたよ！」「渡わたして来なよっ！」「ひゅーひゅー！」

　教室の隅すみの方が騒さわがしかった。

　クラスの女の子たちが口々に応おう援えんの言葉を言いながら、サクヤの背せ中なかを押おしている。

「で、でも……」

　クラスメイトたちに囲まれた対天使兵器ルシフエリオンは、不安そうに眉まゆを顰しかめていた。胸には可愛かわいらしいリボンがついた包みを抱かかえている。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　私は自じ慢まんじゃないけれど、料理が苦手で……」

「味はバッチリですっ。保ほ証しようしますっ。クラス委い員いん長ちようの名にかけてっ！」

　クラス委い員いん長ちよの栗くり木き坂ざか有ゆ香かが薄うすっぺらな胸を張った。大きな眼鏡めがねのレンズがキュピンと光っている。

　凶きよう悪あくな天使と対たい峙じしても顔色一つ変えないサクヤが、こちらを窺うかがいながら包みを胸に抱えてオロオロしていた。逃にげ場ばを捜さがすみたいに、視し線せんを彷徨さまよわせてる。

　サクヤの肩かたを雪ゆき村むら珊さん瑚ごが叩たたいた。

「マズイなんて言いやがったら、密ひそかっちをみんなでシメてあげるからさ。行って来なよ」

　シメるというのは比ひ喩ゆでなく、マジで物理的攻撃が実じつ行こうされるだろう。珊瑚はツッコミ系けいの女の子で、武ぶ闘とう派はだ。クラスメイトの猿さ渡わたりが、彼女の逆げき鱗りんに触ふれてハリセンで乱らん打だされるのは日常の光景だったりする。

　あ、ちなみに、クラスの女の子たちの輪の中に、幼おさななじみの萌ほう月づき来らい夏かの姿すがたはなかった。アイツは風邪かぜをひいて、今日は学校を休んだんだ。

　胸の包みと、僕とを交こう互ごに見ていたサクヤは、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「……行ってくるっ」

「有あり栖す川がわさん、がんばれー！」という女子の応援と、事態を察さつ知ちしたクラスの野郎どもが放つ「密くん、くたばれー！」という罵ば声せいが飛び交う中、対天使兵器ルシフエリオンはしずしずと僕の方へと歩んでくる。

　緊きん張ちようした面おも持もちのサクヤは、僕の前に立った。頰ほおは、ちょっぴり朱しゆに染そまっている。

　キッと僕を睨にらみ付けて、

「私とおまえは、恋こいをしようとしている。だから、恋人の前まえ段だん階かいという状態だと言っても過か言ごんではない。そうでしょう？」

「……そうかもしれないね」

　幾いく度ども咳せき払ばらいをした後で、サクヤは続けた。

「さ、さっきの女子の授業は《ちょーりじっちゅー》だった」

　テンパってるせいかセリフがカミカミだ。《調ちよう理り実じつ習しゆう》と言いたいのはわかったけど。

「調理実習で作ったものは、恋人に渡すのが礼れい儀ぎだそうだ。だから──んっ！」

　可愛らしい包みを無む造ぞう作さに僕に突つき出だしてくる。

「……私は料理は苦手だ。この間は、ひどいお弁べん当とうを作ってしまったし……。だから、二度とおまえに食しよく品ひんは作るまいと思っていた。でも、みんなが手て伝つだってくれたから……」

　仕方なく、僕は包みを受け取った。リボンを解ほどいてみると、ふわり甘あまい匂においが広がる。ちょっぴりイビツだったけれど、美味おいしそうなハート形のクッキーが入っていた。

「……た、食べてっ！」

　あまり食べたい気分じゃなかったんだけど……サクヤの眼まな差ざしが真しん剣けんだったから、僕はクッキーを口に放り込んだ。サクサクとしていて、ほんのり甘くって。手伝ってくれたというクラスの女の子の腕うで前まえが良かったのか、クッキーは予想以上に美味しかった。

　生なま唾つばを飲んだサクヤは、おそるおそるといった調子で尋たずねてくる。

「………………………………………………………………………………………ど、どう？」

「……うまいよ」

「ほ、本当っ!?　本当に本当っ!?」

　サクヤの顔が花が咲さいたみたいに明るくなった。いつもながらの無む表ひよう情じようにも見えたけれど……嬉うれしそうに微笑ほほえんでるのが僕にはわかる。出で逢あった頃ころには見られなかった、喜びの表情だ。ひょっとしたら、サクヤの表情を読みとる特とく殊しゆスキルを、身につけちゃったのかもしれない。

　僕に見られているのに気付いたサクヤは、顔をさらに染めた。耳の先まで赤く染めて、そっぽを向く。

「美味しいのは当然だっ。おまえと相そう思し相そう愛あいになるために、頑がん張ばって作ったんだから。褒ほめられても嬉うれしくないっ」

　照てれ隠かくしをしているサクヤのようすは、なんだか可愛かわいくって。

「やったね！」「サクヤさんは、やればできる娘こだと信じてたよー！」「小こ麦むぎ粉こと間ま違ちがえて洗せん剤ざい入れようとしてたのはビックリしたけど」なぁんて騒さわいでる女の子たちは楽しげで。

「我われ々われにクッキーはないのか！」「ひもじいよぅ！」「ギブミークッキー！」「オラにクッキーをわけてくれ！」と喚わめいているクラスの野郎どもは愉ゆ快かいで。

「珊瑚ォ！　俺にィィ！　クッキーをォォォ！　寄よ越こせェェェェ[image: ][image: ]！」「誰だれがサワっちなんかにやるかっ！　てゆーか、気持ち悪い声出すなぁっ！」なんて、猿渡と珊瑚の掛かけ合あいにみんなが笑っていて。

　そんな教室の日常は、とても幸せなもののはずだった。

　けれども、同時に──ひどく遠い手て触ざわりを覚える。

　全すべてがブラウン管かんの向こう側で行われているような気分。《離り人じん症しよう》にでもなってしまったかのように、具体的な存そん在ざい感かんが消えている。知ち覚かくしているセカイが僕と繫つながっているような気がしなかった。

　サクヤはクラスメイトにとけ込み始めていて、

　順調に街まちを守ることができていて、

　全てはうまくいっているはずなのに……

　ここにいる僕は、僕ではない。

　ここは僕がいるべき場所ではない。

　なにもかもが、マガイモノでニセモノだ。

　そんな風ふうに、感じる。




　この感かん覚かくはなにも、特別なことじゃない。

《世界滅亡カーテンコール》が始まった瞬しゆん間かんから、ずっと同じように感じ続けている。




　僕は、オメガ。

　生きているだけで、この幸せな《光こう景けい》を壊こわす存そん在ざい。




　幸せだけど、幸せなんかじゃない。

　大切だけど、大切なんかじゃない。




　生きていたくないのに、死ねない。

　死にたいから、生きていたい。




　殺すために、恋をする。

　死ぬために、愛し合う。




　矛む盾じゆんした存在。

　揺ゆらぎ続けるココロ。




　それが、《僕》なんだ。




　揺らぎ続ける僕の迷まよいを断たち切ってくれるのは、

　この世界にただ一人だけ。




　だから、僕は、全てを偽いつわって。

《今日》という日を、生きている。

　卒業までの日々を、刻きざんでいる。
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　《日常》の裏側[image: ]僕の居場所















　気がつけば──目の前に闇やみが広がっていた。

　瞼まぶたを開いているのか閉とじているのか、その差もわからないほどの純じゆん粋すいな暗くら闇やみ。ただただ濃のう密みつな漆しつ黒こくが僕を包つつんでいる。音は……聞こえない。特に匂においもしなかった。五感をほとんど遮しや断だんされたような状態だ。

　……ここはどこだ？　僕はなにをしてる？

　意い識しきがクリアになっていくに連つれ、当然の問いが脳のう裏りに浮うかぶ。

　僕は硬かたいコンクリートの床ゆかに転がされていた。冷つめたい感かん触しよくを身体からだに感じる。

　今、何時だろう？

　腕うで時ど計けいを見ようとしたら、時計がなかった。腰こしに隠かくしていた拳けん銃じゆうもなくなっている。

　動こうとして身体をよじったら──じゃらり。

　重おもたい金きん属ぞく音おんが聞こえた。手を伸のばして触さわってみると、冷たい鉄の感触。どうやら右の足首に鎖くさりが巻まき付けられているようだ。

「ふむ……」

　少し考えて、指先を嚙かみ千ち切ぎった。鋭するどい痛みと共に血が流れ──ほどなく傷きずが癒いえ始める。《最後の人類オメガ》なんてものに選えらばれてしまったせいで、僕は世界中の人が死に絶たえるまで死ぬことができない。傷がついてもすぐに癒えてしまうんだ。

　傷口が癒えるとき、癒いやしの力を持つ光の粒が噴き出す。一ひと粒つぶの持つ光こう量りようはホタルの放つ明めい滅めつ程度だけど……足あし下もとを少し照らすだけなら十分な光こう源げんとなる。

　傷ついた指先を右足に近づける。足首には鋼こう鉄てつの板いたのようなものが巻まかれ、太いボルトで留とめられていた。鈍にび色いろに光る太い鎖がコンクリートの床に打ち付けられている。解かい放ほうすることを考えていないかのような拘こう束そくの仕し方かただった。

　指先を周囲に向けてみたけれど、他ほかには潔いさぎよいぐらいになにもない。深い闇が遠くまで続いている。

　ほどなく傷口が癒え、辺あたりは再ふたたび漆黒に包まれる。

「なんだか物ぶつ騒そうな感じだね」

　ここがどこだかわからない。こんなところに放り込まれた理由もわからない。誰が、こんなことをしたのかも──

　わかるのは、僕は捕とらえられてしまったらしいということだけだ。

　悲しいことに、僕には敵てきが多い。中学生の頃ころはおかしな方向にグレていたせいで、横よこ浜はまには僕を恨うらんでいるヤツがたくさんいる。そいつらの仕し業わざだろうか……

　コンクリートの上に寝ね転ころがり、目を閉じた。不ふ鮮せん明めいな記き憶おくの糸をたぐっていく。

　どうやって捕らえられた？　最後の記憶は、なんだ……？




　　　■五月一二日（火）　午後二時一〇分■




　縁えん遠どう丹に闇やみ──にゃみちゃんは、整せい理り整せい頓とんのできない女の子だ。

　彼女のナワバリである情じよう報ほう処しよ理り室しつはパソコンが無む造ぞう作さに積つみ上げられていて、産さん業ぎよう廃はい棄き物ぶつの処理場を彷ほう彿ふつとさせるありさま。にゃみちゃんのカバンや机つくえの中もしっちゃかめっちゃかだ。

　そして。

　にゃみちゃんの自宅マンションにあるコンピュータルームも、同じような惨さん状じようだった。コンピュータが壁かべを築きずくように積み上げられ、コードが蛇へびの大たい群ぐんみたいにのたくっている。薄うす暗ぐらい室内に輝かがやくのは、モニターの放はなつ光だけ。なにかの動物の巣すみたいだ。

　その《巣》の主は、部屋の中央に設しつらえられた椅い子すに座すわってキーボードを叩たたいていた。

「《アダム》という存そん在ざいについてはめぼしい情報は見つかりませんね」

　にゃみちゃんは、背後からモニターを覗のぞき込んでいる僕を振ふり返った。ショートカットの髪かみが柔やわらかく揺ゆれる。彼女は僕の後こう輩はいで、《転校生トランスフアー》の数少ない生き残りでもある。高たか天まが原はらＡはじめっていう迷めい惑わくなセンパイがつけた二つ名は《世界樹アンダーワールド》。

　彼女は、いわゆる《ハッカー》というヤツだったりする。ただ知ち識しき欲よくを満たすためだけに、至いたる所のコンピュータに侵しん入にゆうしまくっているんだ。

　で、今日は《アダム》について調しらべてもらっていた。

　アダムと名乗った謎なぞの少年は、なぜか僕に敵てき対たいするような態度を取っていた。

《サクヤ……と名乗っていましたか。あなたの大事な手て駒ごまを排はい除じよさせてもらいますよ》

　なぁんてことを言ってやがったんだ。彼がどのような存在なのかはわからないけれど、用心するに越こしたことはない。

「情報はゼロってこと？」

「うーん、ゼロと申しますか……」

　にゃみちゃんはモニターを睨にらみつつ、何なに気げなく足を組くみ替かえた。思わずドキッとしてしまう僕。今日は情報処理室ではなく、自じ宅たくで調査報告をしたいと言い出したから、一いつ緒しよににゃみちゃんのマンションまで来たんだけど……帰るなり彼女はチャイナドレスみたいな服に着き替がえたんだよね。脇わき腹ばらの辺あたりまでスリットが入ってるミニスカートから伸のびた足あしが眩まぶしくて、目のやり場に困こまっちゃうな。

　猫のように光こう彩さいが縦たてにすぼまっている瞳ひとみで、にゃみちゃんはモニターを見つめ、真ま面じ目めな口く調ちようで続けた。

「こんなご時じ世せいですから、宗教に関係する情報はたくさん見つかりました。旧きゆう約やく聖せい書しよに出てくる《アダム》についての記き述じゆつです」

「それは……多いだろうね」

《天使》という存在は、キリスト教的色合いが強い。「《世界滅亡カーテンコール》はキリスト教国家の陰いん謀ぼうだ！」なんて、他の宗教を信しん奉ぽうする国が非ひ難なんして戦争になりかけたこともあった（結局、戦争なんかやってる場合じゃないから、開かい戦せんには至いたらなかったけど）。世界を救う手だてが聖書の中にあるのではないかと、政せい府ふ主しゆ導どうで研けん究きゆうをしている国もあるらしい。民みん間かんレベルでも多くの人が調しらべている。

「しかしながら、ひぃセンパイが仰おつしやっていたような《ＡＲＩＣＥに敵対するアダムという人物》についての情報はありませんでした」

　にゃみちゃんは、ゆっくりと片かた足あしを持ち上げ椅子の上に片かた膝ひざを立てた。

　う。

　そんな風なポーズを取ってしまうと、すごく短いスカートがまくれ上がっちゃうワケで。えーっと、にゃみちゃん？　布ぬの地じ面めん積せきが非ひ常じように少ない、いわゆる《ろーれぐ》に分ぶん類るいされる下着が見えちゃってるんだけど……

　目の毒どくだから注意しようかなと思った直後、後ろに立っている僕をにゃみちゃんはチラッと見やった。慌あわてて目をそらす僕をよそに、シリアスな口調で続ける。

「ＡＲＩＣＥの情報を集めている仲間にも調査を依い頼らい致いたしましたが、わからないそうです。少なくともＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンではないみたいですね。テロリストの中には《アダム》というファーストネームを持つ人間が幾いく人にんかいるようですが……」

　モニターに英文に似にた文字列が並ならんだ。どうやらなにかのリストのようだ。

「中高生ほどの年ねん齢れいには合がつ致ちしません。調べた限り日本に入国した形けい跡せきもないですね」

「……あのさ、これって何語なのかな？　英語っぽいんだけど、ヘンな文字が混まざってるみたいだね」

「あ、すみません。これはハッカーやクラッカーが使う暗あん号ごうみたいなもので書かれてるんです。素人しろうとさんが検けん索さくしてもヒットしないようにって考えられたものみたいですね。私は使いませんが、古くからハッキングなんかをしている人はよく使用するようです」

「へえ……面白いね」

　後ろからモニターを覗のぞき込んだとき、ふいににゃみちゃんは「なんだか暑あついですね……」と呟つぶやいた。チャイナ服の肩かた口ぐちのボタンを二つほど外し、胸むな元もとを摘つまんでぱたぱたと動かす。にゃみちゃんの肩かた越ごしに身体を乗り出していたせいで、ちょうど服の中が見えてしまって可愛らしい二つの膨ふくらみが……と、そこで僕はそっと彼女の服を押さえた。

「にゃみちゃん。見えちゃうよ」

　片かた猫ねこ目めで僕を上うわ目め遣づかいに見つめたにゃみちゃんは、甘あまえたような声で囁ささやく。

「ごめんなさい。ひぃセンパイ。ちょっと、暑くて」

　恥はずかしそうに頰ほおを染そめていたけれど、ボタンをなかなか留とめようとはしなかった。

　椅子から立ち上がったにゃみちゃんは、深々と頭を下げる。

「以上で報告は終わりです。わざわざ私の部屋までご足そく労ろう願ねがったのに、あまり成せい果かがなくて申し訳ないです。今日は情報処理室のパソコンは調子が悪くて……」

「いや、こっちこそ、ごめんね。情報がほとんどないのに調べさせちゃって」

「なにかわかり次し第だいお教えしますね。それから、これ……来週、数学で抜ぬき打ちテストがあるようです。一いち応おう、プリントアウトしておきました」

　にゃみちゃんは大きな茶ちや封ぶう筒とうを渡わたしてくれた。いつもテストの問題をにゃみちゃんに手に入れてもらっているんだ。卒業の日を無ぶ事じに迎むかえることが僕の至し上じよう命めい題だい。間違っても留りゆう年ねんなんてするわけにはいかないから。

「ありがとう。いつも助かるよ。……じゃ、今日も血を吸すうかい？」

　にゃみちゃんには《ハッカー》以外にもう一つの顔がある。

　それは《吸きゆう血けつ鬼き》だ。

《嗜し血けつ症しよう》という病気に罹かかっているために、血が飲みたくて仕方がないらしい。だから、力を貸かしてくれたご褒ほう美びとして、彼女に血を与あたえてるんだ。幸い、僕は不ふ死じ身みだから血けつ液えきは無む尽じん蔵ぞうにある。

　じ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っと僕を試ためすような感じで見つめていたにゃみちゃんは、小さく首を横に振った。

「今日はおなかがいっぱいですので、遠えん慮りよしておきます。ひさしぶりに普ふ通つうの食事をしたんです。……相あい変かわらず味はよくわかりませんでしたけどっ」

　にゃみちゃんは可愛らしく舌を出した。釣つられて、僕も微笑ほほえむ。

「ん。わかった。それじゃ帰ることにするよ。あんまりお邪じや魔ましちゃ悪いからさ」

「はい。気を付けてお帰りくださいませ」

「気を付けようと気を付けまいと、僕は無ぶ事じだけどね」

　挨あい拶さつ代がわりに軽かる口くちを叩きつつ、部屋を出ようとドアノブに手を掛かけたところで、

「……って、ひぃセンパイ？　本気で帰るおつもりですか？」

　先ほどのにこやかな感じとは打ってかわった、怒おこったような声で呼び止められた。

　ぷくーっと頰を膨ふくらませたにゃみちゃんが僕に詰つめ寄ってくる。今にも嚙かみ付かんばかりのイキオイで睨にらみ付けてきた、というか──かぷっっっ！

　二の腕に思いっきり嚙み付かれた。

「痛っ!?　なにするんだよ、にゃみちゃん！」

「それは私のセリフです、ひぃセンパイっ！　なんで、なんにもしないんですかっ！」

　あぐあぐと幾いく度ども僕の腕を甘あま嚙がみしながら、にゃみちゃんは悔くやしそうに言い募つのる。

「ひぃセンパイは一人暮ぐらしの女の子の部屋にいるんですよ？　その女の子が、こ、こんな格かつ好こうしてるんですよ？　なんとも思わないんですかっ!?」

「すごく可愛いと思うよ」

「可愛い、だけですか？　もう少し別の感情が芽め生ばえてくれることを望んでいたんですっ。色っぽいねとか、せくしぃだねとかっ」

　にゃみちゃんは身に纏まとったチャイナドレスを見下ろした。可愛らしい後こう輩はいは胸はあまり大きくないけれど、脚あしがとても綺き麗れいだから……確たしかにかなり色っぽいけれど。

　ボワッと音が出そうなほどに顔を真まっ赤かに染めつつ、にゃみちゃんは続けた。

「しかもっ、しかもしかもっっ……すっごく恥はずかしい想おもいをしてまで、ゆ、ゆーわくしましたのに……スルーして帰っちゃうなんて、そんなのひどすぎますっ！　センパイはワルワルですっ！　極ごく悪あく非ひ道どうですっ！　私はそんなに魅み力りよくがないですかっ!?」

「いや、ドキっとしたけど。そもそも僕なんか誘ゆう惑わくする意味がわかんないっていうか……？　なんで、そんなこと……？」

「はぁ……わかりませんか……。ひぃセンパイの鈍どん感かんぶりは異い常じようです……。その鈍感ぶりは北きた半はん球きゆうに響ひびき渡わたりますよ……」

　残念そうに肩を落としたにゃみちゃんは、僕の腕を引っ張ってコンピュータルームを出た。

　にゃみちゃんの自宅は３ＬＤＫのマンション。一〇階のワンフロア全すべてがにゃみちゃんの部屋だ。高校生の一人暮らしには過ぎた住居だけど、彼女のお父さんはコンピュータ関かん連れん企き業ぎようの社長さんらしいからね。大して痛くない出しゆつ費ぴなのだろう。彼女の両親は《嗜血症》なんて病気に罹ってしまった娘むすめを疎うとましく思っているそうで、にゃみちゃんに言わせればココの家や賃ちんは《手て切ぎれ金きん》の一部らしい。

　って、それはさておき。

　にゃみちゃんに引っ張られ、キングサイズのベッドが置かれた寝しん室しつへと連行された。コンピュータルーム以外の部屋はルームキーパーさんが掃そう除じをしているらしく、整せい理り整せい頓とんされていた。ドラえもんのぬいぐるみなどが──にゃみちゃんはドラえもんの大ファンらしい──ベッドに綺き麗れいに並んでいる。

　そのぬいぐるみを乱らん暴ぼうに押しのけて、にゃみちゃんは僕をベッドに座すわらせた。

　潤うるんだ瞳ひとみで僕を睨み付ける。

「血を吸わせてください。ものすごく渇かわいているんです。もう我が慢まんできません」

「今日はおなかがいっぱいじゃなかったの？」

「あんなのはウソに決まってるじゃないですか。ひぃセンパイの血を吸ってしまったら……その……私はガマンができなくなってしまいますから。いわば《作戦》の一いつ環かんです」

「作戦……？」

「いいんです。もう台だい無なしになってしまいました。んもうっ、ドキドキしてもらえると思ってチャイナドレスをゲットしましたのに……それもこれもひぃセンパイがイケナイんですよっ？」

「なんで怒られてるのかわからないよ」

　ベッドに横たわった僕に、にゃみちゃんは馬乗りになった。手て慣なれた手つきで、僕の制服をはだけさせる。

　ベッドサイドの引き出しから大きなカッターナイフを取り出し──チキチキチキっ。

　刃はを出して、僕の胸を滑すべらせた。鋭するどい痛みと共に血が噴ふき出す。

　ミルクを飲む猫みたいに音を立てて、にゃみちゃんは血液を飲んだ。舌したが胸を這はうたび、熱っぽい吐と息いきを感じるたびに、背せ筋すじにゾクゾクするような快かい感かんが走る。

　いつもは大きな椅子に座すわって血を吸われるんだけど……今日はベッドの上だから、なんだか余よ計けいにヘンな気分だね。

「はぁ……すごく……美味おいしいです……」

　癒いえるたびに、新たな傷きずを付けてにゃみちゃんは血を舐なめ続ける。

「……いいの？　このままじゃベッドが汚よごれちゃうよ」

「構かまいません。掃そう除じをするのは私ではありませんから。それに……どうせもっとシーツは乱みだれてしまうと思います」

　首くび筋すじに唇くちびるを寄よせてきたにゃみちゃんは、「わかりますよね？」とでも言いたげに、熱っぽい瞳で僕を見つめてくる。

　あー、うん。さすがに僕でも、彼女がなにを言いたいのか理り解かいできた。

「どうしたの？　今日はいつになくダイタンだね？」

「……ひぃセンパイ。お言葉ですが、今日は初めから全力でダイタンでしたよ？」

「《吸きゆう血けつ少しよう女じよにゃみちゃん☆フルスロットル！》って感じ？」

「アニメの第二セカンドシーズンみたいな言い方はやめてください」

　呆あきれたようにため息を吐ついたにゃみちゃんは、僕の首筋に刃を滑らせた。勢いよく噴き出した血液をコクコクと喉のどを鳴らして飲み干す。

「今日、私がダイタンだった理由はですね……」

　お酒でも吞のんでいるみたいに瞳を潤ませた状態で、にゃみちゃんは呟つぶやいた。

「……ひぃセンパイに頼たのまれてはいませんが、神かみ代しろ市しの被ひ害がい状じよう況きようをときどき調べています。あの女が来て以来、街の破は壊かいされていくスピードは格段に落ちているみたいですね」

「あの女……って、サクヤのこと？」

「はい。有あり栖す川がわ…センパイのおかげで、街は守られているようです。とても順じゆん調ちように……。ひぃセンパイはず[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っと街を守るための《力》を欲ほっしてらっしゃいましたから、きっと有栖川センパイの活かつ躍やくは嬉うれしいでしょうね」

「それは、その通りかもね。でも、そのこととにゃみちゃんが、ダイタンになることとどんな関係があるのかな？」

　問いには答えずに、にゃみちゃんは僕の顔の横に手をついた。覆おおい被かぶさるように、僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「ねえ、ひぃセンパイ？　センパイはこう仰おつしやいましたよね？　有栖川センパイも私と同じ。ただ利り用ようしているだけだって……」

「……そうだよ」

　サクヤは、単なる《手て駒ごま》。街を守るための《力》でしかない。

　そして、《街》は僕にとって《指し標ひよう》に過ぎない。セカイが円えん滑かつに推すい移いしていることを示しめすための目め安やすだ。

　僕の目的は、卒業の日を迎むかえること。

　愛する人と再ふたたび巡めぐり逢あうこと。

　それだけが、僕の《目的》。

　そのためには、どんなものでも利用すると決きめている。サクヤも、高天原センパイも、クラスメイトも──そして、にゃみちゃんもね。

　切せつなげな瞳で僕を見つめて、にゃみちゃんは言い募つのる。

「その言葉を信じてもいいんでしょうか？　有栖川センパイと仲良くなりつつあるのではないですか……？《恋》という見み返かえりを与あたえつつあるのではありませんか……？」

　似たようなことを、最近問とわれた。

《アダム》と名乗った少年に、こんな風に言われたんだ。

《あなたは、《幸せ》なのではありませんか？》って。

　アダムに対して思ったのと同じ言葉を、にゃみちゃんにも返した。

「僕は揺ゆらいだりしないさ。サクヤのことは利用しているだけだ」

　黙だまったままにゃみちゃんは、しばらく僕を見つめていたけれど、

「私は、ひぃセンパイのドレイです。ワルワルなひぃセンパイに血という弱みを握にぎられて、言いなりにされているのです」

「だから、にゃみちゃん。その言い方は人聞きが、」

　僕の言葉を封ふうじるように、にゃみちゃんはキスをしてきた。

　ついばむような、臆おく病びような口くち付づけを。

「構かまいません。それでも、私は幸せです。利用されるだけで幸せなんです。いろんなところがぶっ壊こわれている私を……ひぃセンパイは必ひつ要ようとしてくれるのですから。でも……」

「でも？」

「私だって女の子なのです。有栖川センパイとあまりに仲良くされてしまうと……私も利用されるだけじゃガマンできなくなってしまいます。私から求もとめるだけじゃなくて、ひぃセンパイにも──」

　それきり言葉を濁にごしたにゃみちゃんは、切なげに微笑ほほえんで肩かた口ぐちのボタンを外した。

「──それが、ダイタンになってみた理由です」

　鮮あざやかなドレスが彼女の華きや奢しやな肩を滑る。衣きぬ擦ずれの音が、耳じ朶だをくすぐった。

　にゃみちゃんの言葉に、なぜだか少しだけ胸が軋きしんで──口を開こうとした。

　しかし、唇くちびるは、にゃみちゃんの柔やわらかな唇によって塞ふさがれてしまう。微かすかに血の味がする深いキスに、僕の思考はとぎれた。

　僕は、彼女になんて言おうとしたのかな。




「意味不明、だね」だろうか。




　それとも──




「ごめんね」だろうか。




　　　■五月一二日（火）　午後五時二二分■




　にゃみちゃんのマンションを出たのは、午後四時を回っていたと思う。

『もう四時か……そろそろ日が暮くれちゃうから帰るよ』

『だったら、いっそのこと泊とまっていってください♡』

　なぁんてやり取りがあったのを覚えてる。

　それから、どうしたんだっけ？

　完全な暗くら闇やみの中で、僕は記き憶おくの糸いとをたぐり続けていた。

　マンションは神代駅の近くに建たっている。にゃみちゃんと別れ、駅前通りへと向かう路ろ地じを歩いていたら、突とつ然ぜん、後ろから声を掛けられたような気がして──

「記憶が途と切ぎれたんだよな……」

　クスリを嗅かがされた感じも、殴なぐられた感覚もない。どうやって気き絶ぜつさせられたのかはわからないけれど、気がついたらこの真っ暗闇に放ほうり込こまれていたんだ。

　そのとき──闇を揺らすような涼すずやかな声が響ひびき渡わたった。

「完全な暗闇。無む音おん。そんな感覚が遮しや断だんされた状態で放置されると、一時間もしないうちに人間は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいるそうですが……あなたは、平へい然ぜんとしていますね」

　声に聞き覚えがあった。横たわっていた僕は、身体を起こす。

「……また、きみかよ。どうせストーカーされるなら、可愛かわいい女の子の方がまだマシなんだけどね」

　暗闇に沈しずんでいた世界が白く輝かがやいた。あまりの目ま映ばゆさに目を細める。

　水すい銀ぎん灯とうの眩まぶしい光の下に少年が立っていた。

　銀ぎん髪ぱつにルビーのような赤い瞳。美少女にも見える整ととのった顔立ち。華きや奢しやな身体を法ほう衣いに似にた服で包んでいる。

　アダム──それが少年の名だ。

　明めい順じゆん応のうが終しゆう了りようし、監かん禁きん場ば所しよが地ち下か駐ちゆう車しや場じようであることがわかった。コンクリートの地じ面めんに白はく線せんが描かれている。しかし、今は使われていないのか、車は置おかれていない。

　アダムは薄うすい唇くちびるに冷れい笑しようをたたえて、僕を見下ろす。

「怖こわくはなかったのですか？　不ふ死じ身みになった者にとって、最も恐おそろしいのは幽ゆう閉へいされたまま放置されることです。忘れ去られたまま永えい劫ごうの時を過ごさねばならないのですから」

「真しんの意味で不死身なら、あるいは怖がったかもしれないね。だが、僕は完かん全ぜんな不死身ではない」

「ふふ……そうですね。全ぜん人じん類るいが滅ほろびれば、あなたにも死ぬ権けん利りが生まれる。餓が死しすることも可能ですね」

　見下ろされたくなかったから立ち上がった。足首に付けられた鎖くさりが重たい音を奏かなでる。

「そんな笑えないブラックジョークを言うために、わざわざ僕を監禁したのか？　あまりいい趣味とは言えないと思うよ。ユーモアのセンスは皆かい無むだね」

　ピクッと眉まゆを震ふるわせて、アダムは僕を睨にらみ付つけてくる。

「……そういう物もの言いいは嫌きらいなんです。やめてください。鎖に繫つながれたまま強がっても、遠とお吠ぼえにしか聞こえませんよ」

「だったら怒おこらなくてもいいだろ？　それよりも、どうしてこんな変へん態たい行こう為いに及およんだのか、そろそろ理由を教えてもらえないかな？」

　アダムは僕に近ちか寄よってくる。

「理由は伝えたはずです。ボクは、あなたの敵てきになる、と」

「思わせぶりなこと言ってたけど……ようやく実じつ力りよく行こう使しする気になったってことか」

「ええ。オメガであるあなたには、静しずかに人類最さい期ごの瞬しゆん間かんを迎むかえて頂いただきたいのに、あなたは《運命》に抗あらがい続けているようですから……。そろそろ身みの程ほどを知るべきですよ」

　酷こく薄はくな笑えみを浮うかべたアダムは、よく響く声で宣せん言げんをした。

「ゲームをしましょう」

　少年は僕の目の前で、手を翳かざした。

　どこからともなく風が吹ふき、アダムの銀髪を揺ゆらす。空間が歪ゆがみ、彼の手のひらの前で渦うず巻まくのを感じた。

　撫なでるように、上から下に手のひらを動かす。

　すると──その動きに合わせて、空間に裂さけ目めが生まれた。

　世界がこの世のものでないものにすり替かわってしまったかのような《違い和わ感かん》が全身を包む。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注そそぎ込こまれたかのような圧あつ倒とう的てきな悪お寒かんに身体が震ふるえる。みぞおちを殴なぐられたかのように、強い吐はき気けを感じた。

　空間の裂け目の向こう側に、なにかが蠢うごめく気け配はいがあった。白しろ大だい理り石せきでできたような天使がこちらを見つめて、吼ほえた。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ──……

　演えん奏そうを終えた指し揮き者しやのようにアダムが手を閉とじると、空間の裂け目も搔かき消きえる。天使の咆ほう哮こうも途と絶だえ、再び静せい寂じやくが訪おとずれた。

「ようやく、いい顔になってくれましたね。ボクは、あなたのそういう顔が見たかったのです。冷静な仮か面めんが剝はがれるところをね……」

　額ひたいに滲にじんでいた脂あぶら汗あせを手のひらで拭ぬぐう。

　落ち着け。落ち着け。落ち着け。

　恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいれば、相手の思うつぼだ。冷静になれ。冷れい徹てつさを取り戻せ。

　必死に自分に言い聞かせて、僕は作り笑いを浮かべた。

「面白い手て品じなだね。今のは、どういうトリックなんだ？」

「見ての通りですよ。ボクは、天使を意いのままに操あやつることができます」

「聞いて欲ほしそうだから、尋たずねてあげるよ。……きみは、いったい何なに者ものだ？」

　少年はすぐには答えなかった。

　紅こう玉ぎよくみたいな瞳で、僕をいたぶるように見つめる。内心の動どう揺ようを見み抜ぬかれているようで、ひどく不ふ快かいな視し線せんだ。

「いいでしょう。教えて差し上げます」

　人差し指で唇くちびるをなぞって、アダムは答える。

「ボクはアダム……最初の人類。そして同どう時じに《神の計画アポカリプス》を守しゆ護ごするものでもあります」

「きみは、天使なのか？」

「ええ、そうです」

　天使には、いくつかのルールがある。その中の一つにこんなものがあるんだ。

《天使は上位になるほど、人間に近づいていく》

　普ふ段だんよく見かける天使は大理石でできたようなバケモノだけれど、時とき折おり、人間によく似にた顔の天使が現れる。大たい抵てい、そいつらは凶きよう悪あくな力を持っていた。

　アダムという少年は、ほぼ人間と変わらない容よう姿しをしている。

　それは、つまり──

「どうしました？　饒じよう舌ぜつだけが取とり柄えのあなたが、絶ぜつ句くするなんて」

　包ほう帯たいに覆おおわれたアダムの指先が、僕の頰を撫なでた。指先の感かん触しよくは柔やわらかく、人間のそれのようだ。少なくとも大理石のような感じではない。

「人は見かけによらないなと思ってね……。驚おどろいたよ」

「今感じた恐きよう怖ふを忘れないでください。これからはくだらぬ軽かる口くちなど叩たたかないことです」

「……善ぜん処しよするよ」

　そう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。怖こわがってなんていないさ──なんて言ったら、きっとウソになる。

　奇き妙みような力を持っていることはわかっていたけれど、まさか天使とは……考え得うる中なかで最さい低てい最さい悪あくのオチだね。やっぱり彼にはユーモアのセンスがないみたいだ。

　満まん足ぞくげに頷うなずいて、アダムは口を開いた。

「では、ゲームのルールを伝えます。一度しか言いませんから、よく聞いてくださいね」

「…………」

「今日の午後一〇時から、夜明けまで。ボクはこの街の全ぜん域いきに天使を出しゆつ現げんさせ続けます。あなたは、あのサクヤという対天使兵器ルシフエリオンと一いつ緒しよに街を守ってください。夜明けまで守りきれば、あなたの勝ちとします。簡かん単たんでしょう？」

「ゲームはゲームでも……バツゲームだね、それは。あまり楽しくなさそうだ。参加するメリットも感じないね」

「ゲームから降おりたければ……」

「降りたければ？」

　赤い瞳が、冷たい光を宿やどした。




「サクヤを殺しなさい。あなたの手で──」




　少年は酷こく薄はくな笑みを浮かべたまま続ける。

「あなたの手で対天使兵器ルシフエリオンを殺したら、その時じ点てんで天使を出現させるのをやめましょう。静かに滅ほろびの時を迎むかえると約束してくれるなら、これ以上あなたに関わるのもやめます」

「一方的なルールだね。ゲームバランスってヤツが最悪だ。典てん型けい的てきなクソゲーだよ」

「お互たがい、楽しい夜を過ごしましょう」

　精一杯の軽口にも、アダムは反応しなかった。冷たい笑いを浮かべたまま、踵きびすを返す。

「最後にもう一つだけ、聞かせてくれないか？」

　アダムは歩みを止めた。その背中に問とう。

「きみはなぜ、こんなことをする？　目的はなんだ？」

　振ふり向かずに、少年は答えた。

「あなたの苦くるしむ顔が見たいんです」

　ゾッとするほど冷たい声が地下駐車場に響く。

「オメガ……いえ、椎し堂どう密ひそか。ボクは、あなたのことが嫌きらいなんですよ」

　そんな言葉を残して、アダムの姿は搔かき消えた。

　再び、地下駐車場には僕一人だけが残される。

「一〇時にゲームスタートって、足かせが付けられたままでどうしろって言うんだ……」

　そう独ひとり言ごちたとき、電でん灯とうが消えている状態では気づけなかった、それの存在に気がついた。床ゆかに這はいつくばり、懸けん命めいに手を伸ばして、それを手に取る。

「あのサド野や郎ろう……」

　地下駐車場の床に、錆さび付ついたノコギリが一本転がっていたんだ。所ところ々どころ、歯はが欠かけていて切れ味が悪そうだ。鎖くさりを切ろうとしたら、間ま違ちがいなくノコギリの方が折おれるだろう。

「本当に僕のことが嫌いなんだね……」

　錆び付いたノコギリを足首に当て、目を閉じた。

　悲鳴を上げなかったのが、僕なりのプライドだ。
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〝あの人〟の私し服ふく姿すがたを見ることができたのは、出で逢あった翌よく日じつのことだった。

「オメガ……じゃなかった、椎堂密くん。一日ぶりね」

　公園に呼び出されたんで行ってみると、サマーセーターにロングスカートという落ち着いた格かつ好こうで、僕を殺しに来た刺し客かくは微笑ほほえんでいたんだ。

　そう。彼女は刺客だ。

《死ねない死にたがり》になってしまった僕は、幼おさななじみを犯おかすことで──《大切な日常》を破は壊かいすることで、完かん膚ぷ無なきまでに壊れてしまおうと思った。

　だけど、できなくて。

　苦くるしくて、苦しくて、苦しくて。

　誰だれか、僕を殺してよ──！

　壊れた僕のココロが悲鳴を上げた時、彼女は僕の前に現れたんだ。

　夏の日差しが眩まぶしい公園。本来なら学校に行っているはずの時間だから、人ひと影かげはまばらだった。

　木こ陰かげにあるベンチに座すわった〝あの人〟は、僕にも座れと促うながすように少しだけ横にずれる。

　だが、僕は立ったままで、

「あなたと馴なれ合あうつもりはない。さっさと殺してくれればそれでいいんだ」

「あら、私と密くんは、これから相そう思し相そう愛あいにならなきゃいけないのよ？　馴れ合わなきゃダメでしょう？」

「それは、そうだけど……」

「もうっ、ツベコベ言わないで座りなさいっ」

　腕うでを引っ張られ、ムリヤリにベンチに座らされる。ムッとして彼女を睨にらむと、〝あの人〟は優やさしげな視線を返してきた。

「というわけで、これからきみを殺してあげるために、恋れん愛あいをするわけだけど、」

「だったら、早く好きになってよ」

「……あのね、密くん。そう簡かん単たんに恋愛なんてできるわけないでしょう？」

「あなたはオメガを殺すために、ＡＲＩＣＥ…とかっていう組そ織しきから来たんでしょう？　そういう手て管くだは研究しているんじゃないの？」

　組んだ足の上に頰ほお杖づえをついて、僕は鼻からため息を吐はき出した。早くもイライラしていたんだ。ゆったりとした口く調ちようにも。馴れ馴れしい態度にも。

「残念ながら、オメガの殺し方を知っているのは私だけよ。組織立って研究していないわ。……というか、研究をしたところで《相思相愛》になる方法なんて見つからないでしょう？　密くんには心当たりがあるの？」

「さあ……見当もつかないね。とりあえず、僕と、寝ねてみる？」

　まだるっこしいことを言っていたから、イヤミを返した。

　……ったく、さっさと殺してもらえると思ったのに。いちいち恋愛から始めるつもりだったのか……。期き待たいしてソンしたよ。

　今さら、こんな壊こわれ果はてた僕に恋愛なんてできるはずがないじゃないか。

「……って、痛いたたたたたたたっ!?」

〝あの人〟が僕のこめかみに拳こぶしをつけて、ぐりぐりしていた。

「なにすんだよっ！」

　腕うでを振ふり払はらうと、〝あの人〟はまるで子どもを諭さとすように人差し指を立てて、

「密くん。子どものくせにナマイキ言わないのっ！」

「……悪いけど、僕は子どもじゃないよ。いろいろ知っているし、いろいろと経けい験けんしてる。たぶん、あなたよりもね」

　僕はベンチから立ち上がった。木こ漏もれ日びの中を歩き出す。

「どこへ行くの？」

　振り返らずに答えた。

「帰るんだよ」

「帰るって、どこへ？」

「……横浜。あそこにいるのが、僕にお似に合あいだからね」

「それは、帰るとは言わないわ。《逃にげる》って言うのよ。怖こわいから逃げるんでしょう？」

「《逃げる》……だって？」

　振り返り、〝あの人〟を睨にらみ付つけた。

「僕は、逃げたりしない。怖くなんかない。あなたなんかに付き合いきれないだけだ」

「いいえ、あなたは逃げているわ」

　僕の視線を真まっ直すぐに受け止めたまま、〝あの人〟は立ち上がった。煌きらめく夏の日ひ差ざしの下で、僕たちは向かい合う。

「現実から、逃げてる。《日常》から、必ひつ死しで逃げ続けてるじゃない」

「…………」

「オメガになってしまって辛つらいんでしょう。だから、ココロを閉とざして必死に目を背そむけ続けているのよね？　壊れていってしまうのが怖いから、こんなセカイになんて興きよう味みがないって思い込もうとしているのよね？」

「……あなたなんかに、なにがわかる」

「ええ、わからないわ。オメガになった人間の気持ちなんて……世界中の人間を死に追いやる気持ちなんて……この世の最さい期ごを見み届とどける運うん命めいを託たくされた気持ちなんて……わかるはずがない」

〝あの人〟は小さく頷いた。

　初夏の風が吹き抜ける中、ゆっくり僕にと近づいてきて、

「だから、きみの気持ちを私に教えて？」

　そっと抱だきしめてきたんだ。

「目を背けないで、私を、見て」

〝あの人〟は木漏れ日みたいに温あたたかくて、すごくいい匂においがした。とても心地ここちが良くて、〝あの人〟のセリフは優やさしく響いて──

「や……やめてくれよっ！」

　僕は〝あの人〟を突き飛ばした。

「馴れ馴れしくするな！　僕は、あんたみたいな人が大嫌いなんだよ！　そういうおためごかしなセリフにはヘドが出るんだ！」

「密くん……」

　振り返らずに、僕は逃げ出した。

　そのまま〝あの人〟と一緒にいたら、ココロがどうにかなってしまいそうだった。壊れているなりに、均きん衡こうを保たもっていたココロが、破は綻たんしてしまいそうな気がした。

　だから、僕は、逃げ出したんだ──

















scene2

　ならば、僕は、悪魔になろう















　あらゆるゲームに共通する《必ひつ勝しよう法ほう》ってヤツが存そん在ざいする。

　それは、ゲームに参加しないことだ。

　同じ土ど俵ひように立たなければ、負けることはない。そのうえで別の勝しよう利り条じよう件けんを提てい示じして、強ごう引いんに《勝ち》を認みとめさせてしまえばいいんだ。

　ジャンケンで勝負してきた相手には、「ジャンケン──だって？　《ン》がついたから、きみの負けだね。シリトリでは」なぁんて言ってやれ。将しよう棋ぎでの勝負を望のぞむプロ棋士には、将棋盤ばんの上で腕うで相撲ずもうでもしよう。ボクサー相手に殴なぐり合うなんてバカだ。リングの外そとから銃じゆうを乱らん射しやして蜂はちの巣すにしてしまえ。

　同じルールで戦うな。有ゆう利りな条件に引きずり込むんだ。

　くだらないトートロジーだけど──勝たなければいけないゲームなら、負けるわけにはいかない。詭き弁べんだと言われようが、卑ひ怯きようだと罵ののしられようが構うものか。ひたすら貪どん欲よくに《勝ち》をもぎ取るべきだ。




　しかし。

　やむを得えず、相手の望むゲームに参加せざるを得なくなった場合は、仕方がない。正せい攻こう法ほうを採とることとなる。

　ゲームに勝利するための正攻法、それは次の四つ。




　ゲームのルールを熟じゆく知ちすること。

　彼ひ我がの戦力を完全に把は握あくすること。

　事前に可か能のうな準じゆん備びを全すべて行うこと。




　そして──戦う《覚かく悟ご》を、すること。




　　　■五月一二日（火）　午後八時九分■




　あれは、中学生の頃ころ。

《世界滅亡カーテンコール》が発はつ生せいし、人が死ぬたびに、街まちが破は壊かいされるたびに──僕のせいだという気持ちにさせられて。

　僕が死なない限かぎり、みんなを救すくうことができないとわかって。

　僕のココロは壊こわれてしまった。

《死ねない死にたがり》とでも言うべき状じよう態たいになってしまったんだ。

　まるで誰だれかの許ゆるしを乞こうみたいに、幾いく度ども幾度も幾度も自殺を試ためした。ありとあらゆる自殺を体験したと言っても過か言ごんじゃないんじゃないかな。

　当然、死ぬことはできなかったんだけど、その経けい験けんは僕のココロにさらなる深ふかい傷きずと──同時にちょっとした知識とを与あたえてくれていた。

　どんな風に身体からだを突つき刺させば、気絶せずに苦くるしみが持じ続ぞくするか、とか。

　どの種類の毒どく物ぶつが手に入りやすいか、とか。

　そんな人として、知っているべきじゃない知識がほとんどだけどね。

　午後八時。僕の家。僕の部屋。

　自分の机つくえで、クロルプロマジンをカッターナイフで刻きざんでいた。これは《死ねない死にたがり》の頃に手に入れた、メジャートランキライザー。強力な睡すい眠みん薬やくだね。重じゆう度どの不ふ眠みん症しよう患かん者じやにすらなかなか処しよ方ほうされることのない、シロモノ。睡眠薬を過か剰じよう摂せつ取しゆすれば眠ねむるように死ねるんじゃないかと思ってさ。

　当時、中学生なりにいろいろと調べたから、どの程てい度どの量を投とう与よすればいいのか、おおよそ覚えているんだ。

　適てき量りようを粉ふん末まつ状じようにして、グラスに入れた。果か汁じゆう一〇〇％のオレンジジュースを上から注そそいで溶とかし込む。このジュースを選えらんだのは、味が濃こい方がクスリに気付かれにくいから。

「さて、と……」

　急いで準備を終えた僕は、窓を開けた。向かいの窓に声を掛かける。

「おーい、来らい夏かー？」

「ほいほーい、ちょっと待ってー」

　のんびりとした声がして、ほどなくカーテンが開いた。幼おさななじみの萌ほう月づき来夏が顔を出す。今日は風邪かぜをひいて学校を休んでいたから、ずっと寝ていたのだろうか。パジャマの上にカーディガンを羽は織おった来夏の髪かみにはぴょこんと寝ね癖ぐせがついていた。

「体調はどう？　もう治った？」

「うん。熱があったけど、下がったよ。明日は学校に行けると思う。あ、ひょっとして心配してくれたの？」

「……まあね、昔むかしは身体も弱かったし。ところで、話があるんだけどいいかな？」

「ん？　なになに？　なんでも聞くよ？」

　キョトンとしながら来夏は小こ首くびを傾かしげる。って、窓まど越ごしに話しても意味ないんだよね。言いづらそうなフリをしつつ、僕は微笑ほほえんで見せた。

「風邪ひいてるとこ悪いけど……できたら、僕の部屋で話さないか？　大事な話なんだ」

　くわわわっっっ！

　ただでさえ大きな瞳ひとみを、来夏は限げん界かいまで見開いた。

「ちょ、ちょっと待っててっ！　着き替がえるからっ！」

「いや、そのままでいいって」

「そういうわけにはいかないよぉっ！　急ぐから、一分だけ待って！」

　勢いよくカーテンを引いて、来夏は部屋の中にとって返した。「うきゃあー！」と嬉うれしそうな叫さけび声をあげつつ、ドタバタと着替える様子がシルエット越しに見える。つーか、なにを喜んでるんだろうね？　喜ばしい要よう素そは皆かい無むだと思うんだけど。

「お、お待たせっ！」

　きっかり一分後、着替えを終えたらしい来夏がカーテンを開く。普ふ段だんは白いシャツにミニスカートなんてシンプルな格かつ好こうが多いのに、なぜか今は妙みように気き合あいの入った可愛かわいらしい服ふく装そうをしていた。寝癖のついてしまった髪を、懸けん命めいに撫なでつけてる。

「わざわざ着替える必要なかったのに……」

「えへへ……ひーちゃんの《大事な話》をパジャマで聞くわけにはいかないじゃん？　ほら、ひょっとして、一いつ生しようの記念になるかもしれないし？」

　なにを勘かん違ちがいしてるんだ？　別にそんな大だいそれた話をするつもりはないんだけどね。

　まあ、いいか……。時間が惜おしかったので、幼なじみに向けて手を伸のばした。その手を摑つかんで、来夏は屋根づたいに僕の部屋に入ってくる。

「お邪じや魔まします」

　普段ならノックもせずに乗り込んでくるくせに、なぜだか妙にかしこまったようすで、来夏はベッドにちょこんと腰こし掛かけた。緊きん張ちようしたように僕を上うわ目め遣づかいで見つめ、

「そ、それで、大事な話って……な、なに？　ひーちゃんが、改あらたまって話をするなんて、よっぽどのことだよね？」

「……まあね。でも、ちょっと話しづらいんだよな……」

　肩かたを竦すくめながら、何気ない風ふうを装よそおって来夏にジュースのグラスを渡わたした。

「き、緊張するのはわかるけど、そーゆーのはちゃんと言った方が、い、いいと思うっ」

　僕は自分のグラスを傾かたむけた。すると……つられたように、来夏もジュースに口を付けた。細い喉のどがコクンと二度ほど動く。

「それで、話っていうのはさ……」

「うん……」

「ほら、小さい頃に、きみの田舎いなかに行ったときに──」

　時計を見ながら、テキトーな話をしはじめた。話題は幼い頃の想おもい出で話ばなし。来夏との想い出は、いくらでもあるからね。

　時間にして二〇分ほどが経けい過かする。そろそろ効きいてくる頃かな。

　来夏は訝いぶかしげな顔をして、小首を傾かしげる。

「で……結局のとこ、大事な話ってなんだったの？」

「つまり、僕が言いたいのは……おやすみ、イイ夢ゆめをね」

　ほどなく来夏は「ふにゃ…」とヘンな声を出して、頭をふらつかせた。ベッドに倒たおれこんでしまう。

「風邪ひいてるときに、こんなもん飲ませて悪かったね」

　パパ──ッ！　家の前からクラクションが聞こえてくる。

「グッドタイミング」

　眠ねむってしまった来夏をお姫ひめ様さまだっこして、玄げん関かんへと連れて行った。そこには妹の微かすかも「くぅ…すぅ…？　う～ん、むにゃむにゃ？　微、もう食べられないよぅ…？　でも、お兄ちゃんは、べ・つ・ば・ら？」と他人に聞かれたらいろいろ誤ご解かいされそうな、剣けん吞のんな寝ね言ごとを呟つぶやきながら横たわっている。来夏と同じように妹にも一いつ服ぷく盛もったんだ。

「ぐっすり眠ってるみたいやな」

　レトロなスーツに片眼鏡モノクル。手にはステッキ。綺き麗れいに撫なでつけられた真まっ赤かな長い髪。中世の舞ぶ踏とう会かいにでもそのままデビューできそうな──日本の一いつ般ぱん的てきな家か屋おくである僕ンちにはとことん似に合あわない格好の人物が、切れ長の瞳を細めて笑っていた。

「やあ、さつきちゃん、久ひさしぶり。……横浜で目を覚ましちゃ怖こわがるだろ？　ちょっと多めに睡眠薬を飲ませたんだよ」

「怖がるて、ひどいなあ。私のホームグラウンドをバケモノ屋や敷しきみたいに言わんといてもらえる？」

《横浜の住人レベリオン》であるさつきちゃん──印いん南なみさつきは、怒おこったようすもなく笑っている。いわゆる、《男だん装そうの麗れい人じん》ってヤツだけど、そんな風に笑うと少しだけ女の子っぽい部分がかいま見えた。

　彼女の部下らしい、マッチョな男が二人、入ってくる。大して広くない玄関は、満まん員いん状じよう態たいになった。

「くれぐれも手て荒あらに扱あつかわないでください。そっちの年上の女の子は風邪気ぎ味みなんで、身体を冷ひやさないように」

　僕が声を掛けると、マッチョなお兄さんは恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた。壊こわれ物ものでも扱うような感じで、来夏と微を抱かかえて出て行く。

「明日の朝まで、横浜でかくまってやればええんやね？」

「よろしく頼たのむよ。わかってると思うけど……」

　ステッキについた髑どく髏ろを撫でながら、さつきちゃんは唇くちびるを曲まげるようにして笑った。

「もちろんやて。手ぇを出したりはせぇへんよ。傷きず一つ付けずに返すて。《黒》の連れん中ちゆうはともかく、《赤ウチ》の部下はしゃんとしてるからな。素人しろうとさんにはちょっかいは出さへん。私かて、《不ふ死じ身みの悪あく魔ま》は敵てきに回したないしな。せやけど……」

　さつきちゃんは、義ぎ手しゆになっている手を伸ばして僕の頰ほおを撫でた。手て袋ぶくろ越ごしに硬こう質しつな感かん触しよくを感じる。

「少し嫉しつ妬としてまうよ」

「嫉妬？　なぜ？」

　さつきちゃんは、モノクルの下の瞳を細めた。

「長い付き合いやけど、私はひぃやんにそない大事にされたことないで？」

「……大事にするというのとは、ちょっと違ちがうと思うけどね。僕は他人を大事に思ったことなんてほとんどない」

「ほいたら、あの娘こらは？」

「二人とも、こっぴどく傷つけちゃったことがあるからさ。借かりがあるんだ」

「私も、ひぃやんにこっぴどく傷つけられたで……？　ああん、私かて、女の子なんやから守られたいのにぃ……」

「きみは、守られて喜ぶタイプじゃないだろ。今日は忙いそがしいんだ。ジョークに付き合ってるヒマはないよ」

「ちぇー、なんやなんやー、つまらんなー。溢あふれ出でる女の魅み力りよくで籠ろう絡らくしたろ思ったのに」

「女の魅力を溢れ出したかったら、まずは男だん装そうをやめるべきだね」

「そらそうや」

　くだらない会話をしていると、マッチョな男が大きな木き箱ばこを抱かかえて入ってきた。玄関先に置くと、ズシ…という重い音が響ひびく。

「強力なんぎょーさん持って来い言ぅとったやろ。ご期き待たい通りめっちゃ持って来たったで」

　さつきちゃんはステッキの先で木箱を開いて、

「ミニミ、ウージー。ＡＫ４７カラシニコフにＭ１６、ＸＭ８。対戦車ライフルバレツトＭ８２。Ｍ７９グレネードランチャー。弾丸もソフトポイントから散さん弾だんまで、よりどり揃そろえたったよ」

　片眼鏡モノクルをつけた顔を引ひき締しめて、さつきちゃんは肩を竦めた。義手がきぃと音を立てる。

「大事な人間を避ひ難なんさせて……こんなもんまで手て配はいさせて、戦争でもするつもりなん？　もし必要なら兵へい隊たいも貸すで？」

「気持ちだけで十分。きみの部下を借かりても、無ぶ事じに返せる保ほ証しようができないからさ」

「…………。《不死身の悪魔》のことや。めったなことはないやろ。せやけど、なんかあったら横浜に逃にげて来ぃ。歓かん迎げいしたるから」

「うっかり横浜に行ったら、きみの手て駒ごまになって戦わされる羽は目めに陥おちいりそうだけどね」

「ははっ、バレたか。《凶きよう獣じゆう》と《凶獣遣つかい》コンビ復活のイイチャンスや思ったのに」

　さつきちゃんは笑ったけれど、瞳は真しん剣けんなままだった。

「ほな、行くわ。今回のことは貸かしにしとくからな」

「わかった。必ず借りは返すよ」

「──武ぶ運うんを祈るで」

　突き出されたさつきちゃんの拳こぶしに、拳を合わせる。

　玄関を出て行こうとする彼女の背中に、お礼れいを言った。

「ありがとう。恩おんに着るよ、さっちゃん」

　と、出て行ったはずのさつきちゃんが、扉とびらの向こうからひょこっと顔だけ出して、

「私をさっちゃんて呼びくさるな！　さっちゃんって呼んでいいんは、お兄にいやんだけやって何なん遍べんも言ぅてるやろ！　ボケ！　死ね！　目めぇ嚙かんで死ね！」

　怒ど鳴なり声を残し、さつきちゃんは去さっていった。

「さて、と──」

　一人になった僕は、さつきちゃんにもらった木箱を覗のぞき込んだ。アサルトライフルやサブマシンガンなどの銃じゆう器きが無む造ぞう作さに放り込まれていた。高たか天まが原はらセンパイに頼んで手に入れる武器よりも威い力りよくの強いものばかりだ。

「センパイに知られないようにしなきゃいけないな……」

　我が校の生徒会長は、僕が《横浜の住人レベリオン》と接せつ触しよくすることを嫌いやがるんだよね。センパイ曰いわく、「恋れん愛あいもせずに、殺ころし合いに興きようじてるヤツらなんてロクなもんじゃない」そうで。

　木箱からＭ１６を取り出し、構かまえてみる。

　トリガーに指をかけると、レーザーサイトから赤い光が放ほう射しやされた。赤い光点が生まれ、ライフルの動きに合わせて廊ろう下かの壁かべを這はう。

　ハッキリ言えば──こんなのは無む駄だなあがきだ。

　いくら強力なライフルといえども、天使には効こう力りよくがない。足止めができれば、御おんの字じと言ったところだ。

　もし本当にアダムが無む尽じん蔵ぞうに天使を呼び出せるならば、街は未み曾ぞ有うの危き険けんにさらされるだろう。だからこそ、来夏と微を避ひ難なんさせたんだ。

　しかし、降こう伏ふくするわけにはいかない。

　アダムが望んでいるのは──サクヤを手放すことだ。

「冗じよう談だんじゃねえよ」

　どんな脅おどしを掛かけられようと、この僕がサクヤを手放すわけないだろう？

「戦ってやるさ……」

　銃じゆう口こうを玄関先の姿見に向けた。赤いレーザーが反射して、鏡かがみに映うつる僕の額ひたいに光点がポイントされる。

　鏡の向こう側に立つ、僕の虚きよ像ぞうを睨にらみ付け、

「掛かってこいよ、《最初の人類》」

　ゆっくりと引き金を絞しぼった──




　　　■五月一二日（火）　午後八時四九分■




『自ジ衛エー隊タイの巡じゆん回かいを止める？　それは簡単なことだけれど……』

　にゃみちゃんのマンションのベランダ。駅前の風ふう景けいを眺ながめながら、受じゆ話わ器きの向こうから聞こえてくる優やさしげな声に耳を傾かたむけていた。

『密ひそかくん。お願いだから危き険けんなことはやめて欲ほしいの』

　一いちノの瀬せ絢あやさんはジエータイの一いつ等とう陸りく佐さであり、僕の協きよう力りよく者しやの一人。高い階かい級きゆうには似に合あわない、ほんわかした感じの優しいお姉さんだ。趣しゆ味みは《手作り菓が子しを食べさせること》だったりするしね。

『もしも、あなたになにかあったら、私はお父ちち上うえに顔かお向むけができないわ。ううぅ……心配でどうにかなっちゃいそう……』

　絢さんの声は、本当に心配そうだった。二八歳さいには見えない童どう顔がんの顔を歪ゆがませて、きっと泣なきそうな顔をしているに違いない。

　絢さんと話すときは、ついついイジメたくなってしまうんだけど、時間がなかったから強つよめの口く調ちようで命めいじた。

「絢さん。あなたは、僕の頼たのみならなんでも聞くと約束したはずです。僕に従したがってください。……あなたのせいで父さんは死んだ。そのことを忘れたわけではないでしょう？」

　受話器の向こうで息を吞のむ気配があった。

　構わずに、続ける。

「ジエータイの巡回の停てい止し、お願いします。ついでに警けい察さつにも働きかけて、神かみ代しろ市しでの警けい邏らを停止してください。あ、それと、神代市に繫つながる道路の封ふう鎖さもお願いします」

　ジエータイや警察がいても、天使相手にはほとんど効こう果かを持たない。

　通つう常じよう兵へい器きで天使を倒すことは、不ふ可か能のうではない。しかし、重じゆう火か器きをひたすら撃うち込こむ必ひつ要ようがある。天使が持つ驚きよう異い的てきな回かい復ふく力りよくを上回る攻こう撃げきを加くわえることで、ようやく殺ころすことができるんだ。

　住じゆう宅たく街がいでそんなことをするのは実じつ質しつ的に不可能だろう。周しゆう辺へんへ被ひ害がいが及およぶ可能性があるからね。

　それゆえ、住宅地では天使には抵てい抗こうせず、人々の救きゆう援えんに専せん念ねんする。天使に攻撃をするのは、駅えきや港みなと、空くう港こうなどの重じゆう要よう施し設せつの防ぼう衛えいにおいてのみ──それがジエータイの基き本ほん方ほう針しんだ。

　そして、その方針を決定したのは他ほかならぬ絢さんだったりする。彼女は《怪かい物ぶつ災さい害がい対たい策さく本ほん部ぶ・本部長》と《南みなみ関かん東とう地ち区く防ぼう衛えい担たん当とう》という役やく職しよくを兼けん務むしている。天使による被害を最小限に抑おさえるため、最もつとも効こう率りつの良い配はい兵へい計けい画かくをほとんど一人で立りつ案あんしている天才なんだ。

　それはさておき。

　もし本当にアダムが勝負ゲームを挑んで来たなら、今夜はサクヤと一いつ緒しよに街を駆け回ることになる。ジエータイや警察の巡回は邪じや魔まなだけだ。だから、排はい除じよすることにした。

「お願いしますよ、絢さん」

　ひどく悲しげな声で一ノ瀬一いつ佐さは返事をした。

『は、はい……』

「それから、もう一つ。あまり心配しないでください。あなたが、どうにかなっちゃっては困こまりますから」

『ふぇっ……そんな密くんっ！　それは無理よぉ！　おねえさん、心配で心配でっ……』

　長くなりそうだったから──Ｐｉ！

　電話を一方的に切ってしまった。

　切れた受話器に向かって、小さな声で謝あやまる。

「すみません、絢さん。父さんのことなんか、本当は気にしてないですよ」

　僕にはたくさんの《協力者》がいる。僕自身は非ひ力りきだから、他人の持つ《力》を利用するほかないんだ。そんな《協力者》に対して、できるだけビジネスライクな、ギブ＆テイクの関係を築きずこうと考えている。

　しかし、絢さんだけは、少し違った。

　ジエータイの関係者だった僕の父さんが絢さんを庇かばって死んだ──そのことで彼女は罪つみの意い識しきに苛さいなまれていた。だから、それを利用することにした。彼女の《罪ざい悪あく感かん》を絡からめ取ったんだ。

　我われながらサイテーだと思う。けれど、こんな自分をもう変えるつもりはない。

「天使を殺すためなら、悪あく魔まにだってなってやるさ」

　喉のど元もとに込み上げていた苦にがい感情を、吐と息いきと一緒に吹ふき消けして、ベランダの引き戸を開いた。にゃみちゃんのマンションのリビングへと戻る。

　そこには僕の二人の《協力者》が待って……

「きゃふうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……！」

　リビングのソファの後ろに隠かくれるようにして、にゃみちゃんは制服を着ているサクヤを睨にらみ付け、可愛かわいらしいうなり声を上げていた。って、なにをしているんだろうね、この猫ねこ娘むすめは。

　困ったようにサクヤは眉を顰ひそめる。

「さっきから、ずっとそんな調ちよう子しなの。私はなにか悪いことをしたのだろうか？」

　と、駆け寄ってきた私し服ふく姿すがたのにゃみちゃんは、僕の腕うでに抱だきついた。僕にだけ聞こえるような声で、囁ささやく。

「なんで有あり栖す川がわセンパイを連れてきたんですかっ？　私は……彼女が苦手です。有あり体ていに言えば大だい嫌きらいなのですっ」

「そんなに嫌うなんて……サクヤになんかされたのか？」

「それは、その……」唇くちびるを尖とがらせながら言いよどんでいたにゃみちゃんは、意を決したように耳みみ打うちしてきた。

「あのドロボーネコに、大事なものをとられちゃいそうなんですっ。私のナワバリですのにっ。匂においつけしましたのにっ」

「へえ、穏おだやかじゃないね。大事なものって……なんなの？」

　僕の問といに、にゃみちゃんは言葉を詰つまらせた。ちょっぴり頰を染めて、「うー」とうなっていたけれど、

「ナイショですっ。というか、気付いてくださいっ。ひぃセンパイのバカっ！　バカバカっ！　イジワルっ！」

「って、どうして僕がバカなんだよ？　痛いたっ、痛いって！」

　僕の腕を抱きしめたまま、にゃみちゃんは片かた手てでぽかぽかと胸むねを叩たたいてきた。

　ピクリと眉を動かしたサクヤは、やけに冷たい声で尋たずねる。

「ヒソカ。どうしてこんなところに呼よび出した？　彼女は誰だれ？」

「ああ、紹しよう介かいするよ。このコは後こう輩はいの縁えん遠どう丹に闇やみさん。街を守るのを手伝ってもらってるんだ。僕が不死身だってことを知ってる数少ない生徒の一人だよ」

　促うながすとにゃみちゃんは渋しぶ々しぶと言ったような感じで、サクヤに手を差し出した。握あく手しゆを求めたようだ。けれど、彼女の表情はちっともフレンドリーじゃなかった。サクヤを睨み付けている。

「……あなたが来るよりもず[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っと前から、ひぃセンパイのお手伝いをしてる、縁遠丹闇です。よろしくお願いします」

　睨み付けられたからだろうか。サクヤも目を細めて、にゃみちゃんを睨み返かえした。怒おこったようなようすで、握手に応じる。

「有栖川咲さく夜やです。よろしく」

「お目にかかれて光こう栄えいです。有栖川センパイのお噂うわさはかねがね伺うかがっております。天使を殺す力を持つ野や蛮ばんな方だそうですね。なんでも料理がものすごくヘタだとか。戦せん闘とう兵へい器きだから仕し方かたがないですけどね」

　にゃみちゃんの言葉に、サクヤの額ひたいにピクッと血けつ管かんが浮いた。だが、冷静な口調でサクヤは言葉を返す。

「あなたの噂はヒソカの口から聞いたことがない。名前を聞くのも初めてだ」

「むかっ…！」

　サクヤの何なに気げない言葉がにゃみちゃんの[image: ]かんに障さわったらしい。見開かれた猫目の光こう彩さいがキュッと縦たてにすぼまった。

　……おいおい。なんで一いつ触しよく即そく発はつみたいな空気を醸かもし出してるんだよ。

　睨み合う二人の間に割って入りつつ、

「あまり時間がないんだ。挨あい拶さつはそれぐらいにして、本ほん題だいに入りたいんだけどな」

　サクヤは僕にも冷たい視線を向けてくる。

「だから、本題ってなんなの？　どうして、私はここへ呼ばれた？」

「……今夜、天使が出る。しかも、大たい量りように」

　その言葉だけで対天使兵器ルシフエリオンの顔が、引ひき締しまった。サクヤに敵てき愾がい心しん剝むき出しにしていたにゃみちゃんも、怯おびえたように肩を震ふるわせる。

「それ、本当ですか？　ひぃセンパイ」

「どうして、そんなことがわかる？」

「いつもと違う《違い和わ感かん》を感じるんだよ。こういう時は、大たい抵てい、天使が大量に出現するんだ……経けい験けん則そく的てきにね」

　これはウソだ。今のところ天使が出現する時に感じる奇き妙みような予よ兆ちよう──《違和感》は感じていない。アダムのことを伏ふせておきたかったから、こんなウソをついたんだ。

　アダムのことを話せば、彼の目的を明あかさなくてはいけなくなる。サクヤが狙ねらいだと知れたら、面めん倒どうな気がしたんだ。彼女は真ま面じ目めだから、自分のせいで街が破は壊かいされたと思いこんでしまうかもしれないしね。ギリギリまで伏せておくのが得とく策さくだろう。

　サクヤは、なるほどと頷うなずいた。

「《ハートナンバー》の対天使兵器ルシフエリオンには、そんな特とく殊しゆな予兆を感じ取る者がいた。ヒソカも同じような能力を持っているのかもしれない」

「《ハート》って、レーダー役の人のことですよね。天使の居所を見つけるための」

　対天使兵器ルシフエリオンは能力によって《スペード》《ハート》《ダイヤ》《クラブ》の四種類に分ぶん類るいされるらしい。ＡＲＩＣＥのコードネームは《不ふ思し議ぎの国くにのアリス》から引いん用ようされることが多いそうだから、きっとその分類も《トランプ兵へい》をもじって付けられたものだろう。

　にゃみちゃんの言葉に、サクヤは少しだけ意い外がいそうに返事をする。

「そう。《ハートナンバー》の対天使兵器ルシフエリオンは《福ふく音いん》を感じ取る能力に優すぐれている。よく知ってるのね」

「調べましたから。《♠００００》の有栖川センパイ」

　試ためすようなにゃみちゃんの視線には気付かず、サクヤは僕に尋ねてくる。

「出現の規き模ぼや位い置ち、時じ刻こくを予よ測そくできる？　訓くん練れんされた《ハートナンバー》の対天使兵器ルシフエリオンならば、そこまで感じ取る者がいるんだけど」

「正確にはわからないよ。でも……」

　アダムの言葉を思い返す。彼はこう言っていた。

《今日の午後一〇時から、夜明けまで。この街の全ぜん域いきに天使を出現させ続けます》

　そのセリフが真実であるという根こん拠きよはないから、疑うたがう必要はあるけれど……

「神代市のいろんな場所から《違和感》を感じる。今夜は眠ねむることができそうにないね」

「では、天使が出現し次し第だい、駆かけつけて倒す。そういうこと？」

「……その通りだ」

　事前に採とりうる手段をいろいろと講こうじた。しかし、それらは全すべて、サクヤの戦せん闘とうをサポートするためのもの。残ざん念ねんながら、最さい終しゆう的てきにはサクヤに倒してもらうしかないんだ。天使に対して、僕はあまりにも無力だから。彼女に頼たよらざるを得えない。

　アダムの狙ねらいがサクヤだとわかっていても──

「今夜は私もサポートさせて頂いただきます」

　にゃみちゃんはソファにぴょんと座すわって、ガラスのテーブルに置かれていたノートパソコンを操そう作さした。リビングの大きなモニターに地ち図ずが浮かび上がる。カーナビの映えい像ぞうみたいに建物は３Ｄで表ひよう示じされており、ランドマークには名めい称しようが記き載さいされていた。

　中央より南よりにある《神代駅》。市し街がいのほぼ中心にある《にゃみンち》。

　街の北側を走っている《国こく道どう》。西側を流れる《早はや瀬せ川がわ》。南側に広がる《海うみ》。東側には峠とうげがあり、風かぜ原はら市しとの境きよう界かい線せんが走っている。

　やや東側に位置している《桜ヶ丘高校》。そこから少し南にいったところにある《ひぃセンパイのおうち♡》。ウチの隣りん家かには《エネミー・その１！》の表ひよう示じがあった。

　ランドマークの表ひよう記きが多少おかしいけれど、これは神代市の全ぜん域いきの地図。僕が必死に守っている街の全ぜん景けい。

　そして、アダムがゲームマスターとなって行われる戦いの舞ぶ台たいとなる。

「よろしく頼たのむね」

「うふふ……センパイが頼ってくださるのはうれしいです。頑がん張ばりますねっ」

　ソファの後ろからにゃみちゃんの柔やわらかい髪を撫なでると、可愛らしい後こう輩はいは気持ち良さそうに目を閉とじた。撫でていた僕の手を取って、スリスリと頰ほおずりをしてくる。

　そのとき──ぞくり、と。

　背せ筋すじに寒さむ気けが走った。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そでも注ちゆう入にゆうされたかのような、圧あつ倒とう的てきな悪お寒かん。続いて感じる吐はき気け。

　これは《違和感》。天使が出現する予兆だ。

「始まったみたいだね……」

　時計を見る。リビングに掛かっていたドラえもん型の時計は、午後一〇時ちょうどを指していた。アダムは時間には正確なヤツのようだ。

「……ヒソカ」

　サクヤも《違和感》を感じ取ったらしい。表情を引ひき締しめて、僕を見た。

　頷き合った僕たちは、リビングから駆かけ出す。

「お気を付けて！」

　にゃみちゃんの声を背中に受けつつ、部屋を飛び出した。エレベータは運良く一〇階にあったから、二人して飛び込む。

　と、イライラしたようすで《閉》ボタンを押したサクヤは僕の方を睨んできた。制服のスカートをたくし上げてホルスターから大たい剣けんの柄つかを抜き、刃やいばを出現させる。

　エレベータが動き出したのを見み計はからったように、狭せまいゴンドラの中で大剣をコンパクトに振ふるって──さくっ。

　脇わき腹ばらの辺あたりを刺さされた。

「痛!?　なにするんだよ！」

「ふん。気が抜けているようだったから、気合いを入れてやった。本当はもっと斬りたいところだけど、天使が出現しそうだ。これくらいで許ゆるしておいてやる」

「僕のどこが気が抜けてるっていうんだ？　むしろキャラ違いなぐらいに気合い十分だったと思うけどね」

　階数の表示板を睨んだままサクヤは再び刃を消した。ホルスターに剣をしまう。

　チャイムの音と共にエレベータが一階へと到とう着ちやくした。ゆっくりと開くドアの前で、サクヤは振ふり返る。いつもながらの無表情なんだけど、どことなくムッとしたように唇を尖らせている。

　サクヤは小さく咳せき払ばらいをしながら、吐はき捨すてるように言った。

「縁遠さんにくっつかれてヘラヘラしていたでしょう？　戦いの前に、ああいう顔をするのはやめて！　気が抜けている証拠だっ！」

「はぁ？　そんな顔してないって」

「してたっ！　してたったらしてたっ！　おまえは、街を守ることだけ考えていればいいんだっ！　ほら、おまえが先せん導どうをしなきゃいけないんだからっ！　遅おくれないで！」

　開かれたドアから、サクヤは放たれた矢のように駆け出した。マンションのエントランスを走り抜け、暗くら闇やみに沈しずむ街へと跳ちよう躍やくする。

　ガレージに停とめておいたバイクに飛びつき、エンジンを掛けた。暖だん気きもしないうちにアクセルを全開にする。

　夜の底を滑すべるように走っていく。ヘッドライトで闇を切きり裂さき、静せい寂じやくをエンジン音でかき乱して、《違和感》を感じる方向へハンドルを切る。




　神代市の命運を懸かけた長い長い夜が、始まった──




　　　■五月一二日（火）　午後一〇時四分■




「記き念ねんすべきファーストバウトの場所にしては、ちょっとみすぼらしいね」

　コンサートホールのように天てん井じようが高く、広い空間を持った古びた倉そう庫こ。積つまれたコンテナや資し材ざい、壁かべ際ぎわに整せい然ぜんと停められたフォークリフトが、舞ぶ台たいを眺ながめる観かん客きやくみたいに周しゆう囲いを取とり囲かこんでいる。

　そして。

　ステージに立つアイドル歌か手しゆよろしく、倉庫の中央に天使が出現していた。

　よく見かける白しろ大だい理り石せきでできたような硬こう質しつな肌はだを持つ、女性の像だ。しかし、溶とけたピザに突っ込んだかのように顔面は溶けており、右腕は昆こん虫ちゆうのそれのように毛け羽ば立だっている。

　天使とは名ばかりの虫むし埵ずが走るバケモノだ。

　大剣を携たずさえたサクヤは、鋭するどい瞳ひとみで天使を睨にらみ付ける。

「被ひ害がいが広がる前に、さっさと倒す。ヒソカ、援えん護ごして」

　出で逢あってすぐの頃ころは、サクヤは僕に手出しされることを嫌がっていた。けれど、最近は援護を頼んでくるようになった。どういう心しん境きようの変へん化かがあったのかわからないけれど。

「了解」

　バイクに積つんでおいたＭ１６を構える。

　援護と言っても、できることは少ない。天使を銃じゆう撃げきして、一いつ瞬しゆん足止めするぐらいのものだ。しかし、わずかな時間が稼かせげるだけでも、対天使兵器ルシフエリオンにとっては十分だった。

　僕がレーダー役となって天使を探さがし出し、銃撃して足止めをする。そして、サクヤがトドメを刺す──それが最近の僕たちのコンビネーションなんだ。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ──……

　悲しみに満みちた天使の慟どう哭こくが倉庫の窓まどを震わせる。

　それが合あい図ずであったかのように、僕は引き金を絞しぼった。

　乾かわいた銃じゆう声せいが連れん続ぞく的に響く。

　弾だん丸がんが天使の顔面に炸さく裂れつした──かに見えた。

　天使の目の前に《赤い幕まく》のようなものが広がり、弾丸が空中で受け止められたんだ。

　幕のように見えたもの、それは──

「……ワイヤーだ」

　昆虫のように毛羽立った腕から、無む数すうの錆さび付いたワイヤーが伸びていた。一本一本に意い志しがあるように、極ごく細ぼその赤い糸にも見える鋼こう線せんが波なみ打うつように動いている。

　天使に斬きりかかろうとしていたサクヤの腕に、ワイヤーが巻き付いた。大剣で瞬しゆん時じに切断し、バックステップで後ろに下がる。

　だが、一瞬巻き付かれただけで、サクヤの制服の袖そで口ぐちは切り裂さかれていた。うっすらと血が滲にじんでいる。

　少しでも反応が遅おくれていたら腕を切せつ断だんされていただろう。

「……コイツは厄やつ介かいかもね」

　ワイヤーの一本一本は弱い。サクヤの剣でなくとも、普ふ通つうのナイフで切断できそうだ。しかし、あまりにも量が多い。かいくぐって攻撃することもできなかった。銃弾すら届とどかないんだ。しかも、ワイヤーには全体的に鋭えい利りなエッジがつけられていて、少しでも触ふれれば巻き付かれ、切り裂かれてしまう。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ──……!!

　一ひと際きわ、大きな慟哭をあげて、天使が襲おそいかかってきた。

　赤あか錆さびにまみれた糸を触しよく手しゆのように飛ばす。

　コンテナに触れた瞬間、ワイヤーは獲え物ものを見つけた蛇へびのように巻き付いた。鋼鉄製のコンテナを、鋭するどい断面を残してたやすく薄うす切ぎりにしてしまう。

「────ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気き合あいと共に、サクヤが剣を翳かざして突っ込んだ。

　飛びかかるワイヤーを叩き落とし、天使に迫せまろうとする。

　目で追うのも困こん難なんなほどの速度で刃を振るい、細いワイヤーをはじき返した。

　だが、すぐに彼女の速度は鈍にぶっていく。

　ワイヤーを捌さばくだけで精せい一いつ杯ぱいとなり、

　そしてついに──サクヤの脚あしにワイヤーが一本巻き付いた。

「……くっ！」

　瞬時に巻き付いたワイヤーを切断し、とんぼを切って跳ちよう躍やく。サクヤは距きよ離りを取る。

「サクヤ！」

「平へい気き！　かすり傷きず！」

　僕の呼びかけにサクヤは気き丈じように答える。しかし、彼女の脚には裂れつ傷しようができていた。無理に突っ込んでいくのは危険だ。

　このままじゃ、埒らちがあかない……

　どうする……？　どうしたらいい……？

　大きく息を吸すって、吐はいて。時間にして、数秒ほど。

　一つのプランが、脳のう裏りに浮かんだ。

「……サクヤ、三〇秒だけそいつを引きつけてくれ」

　コンクリートの床ゆかを蹴けって駆かけ出す。

　資材の傍かたわらに置かれていた結けつ束そく用ようのロープを拾いつつ、壁かべ際ぎわに停とめられたフォークリフトに飛びついた。

　幸いなことにキーはささっていた。

　ハンドルをロープで固こ定てい。フットペダルに重りを乗せて、《ベタ踏ぶみ》状じよう態たいにする。

　そんな細さい工くを施ほどこし、続けざまに二台、フォークリフトを天使に向けて発はつ進しんさせた。

　三台目には僕自身が乗り込んで運転する。アクセルを思い切り踏み込み、天使に突とつ進しんする。

　天使の放つ無む数すうのワイヤーは、脅きよう威いだ。

　しかし、《無数》であっても《無む限げん》ではないだろう。

　あのワイヤーは、触れるものにはなんでも巻き付いて切断してしまうようだ。

　ならば、ワイヤーの処しよ理り能のう力りよくを超こえるだけの物ぶつ体たいをぶつけてやる。

　先せん頭とうのフォークリフトが天使に突進した。

　無数のワイヤーが黄色い車体に絡み付く。座席やフォーク部分が切断されても、なおフォークリフトは走り続けた。

　フォークリフトを走らせながら、天使に向けてライフルを撃うった。マガジンが空からになるまで弾たまをばらまく。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ──……!!

　空中で弾丸を受け止めるため、天使はワイヤーを束たばにして波なみ打うたせた。

　三台のフォークリフト、そして僕の身体に赤錆の浮いた無数のワイヤーが絡み付く。視し界かいが赤く染そまっていく。

　鋭い痛みが走り、皮ひ膚ふの下にワイヤーが侵しん入にゆうするのを感じた。

　その刹せつ那な──ザッ！

　サクヤが跳ちよう躍やくする。

　ピンと張られた赤いワイヤーの上を駆け抜け、天使に迫せまる！

　対天使兵器ルシフエリオンの接せつ近きんに気付いた天使は、サクヤにワイヤーを飛ばした。

　しかし、サクヤはその全すべてを大剣で弾はじき飛ばす。

　今度は、彼女の速度が殺されることはなかった。

　数本のワイヤーがサクヤの身体に巻き付く。

　しかし、そのまま対天使兵器ルシフエリオンは天使に飛びかかり──

「ハ────ッ！」

　鋭い気合いと共に、昆虫のような腕を斬きり落おとした。

　ワイヤーに掛かっていたテンションが失われる。

　返す刀で──一いつ閃せん！

　天使の身体を両りよう断だんした。断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる間もなく、煌きらめく結けつ晶しようを残して天使は消しよう滅めつした。

　僕の身体に巻き付いていたワイヤーも同じように消えてしまった。

　身体中に開いた傷きず口ぐちから癒いやしの力を持つ光の粒つぶが弾はじけるのを感じつつ、ボロボロになったフォークリフトの運転席から降りた。

「サクヤ、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか？」

　血ち糊のりを払はらうように剣を振るいながら、サクヤは、ふん、と鼻を鳴らす。

「言ったでしょう？　これぐらいかすり傷。怪我のうちには入らない。それよりも、ヒソカの方こそ……って、おまえは心配する必要なかったな」

「生きたまま輪わ切ぎりにされる気分を味わっちゃったけどね」

「いい気き味み」

　冷笑するような態度でサクヤはそっぽを向いたけれど……ついでみたいに付け足した。

「でも、さっきのヒソカは、ちょっと役に立った。それは褒ほめてあげる。その調子で頑がん張ばって。くれぐれも私の足を引ひっ張ぱらないようにっ」

「って、なんで上から目線なんだよ」

「当然でしょう？　恋愛についてはダメだけど……戦せん闘とうに関かんしては私の方がえらいんだから！」

　サクヤの言いぐさに思わず苦く笑しようしそうになった──そのとき。

　再び《違和感》を覚えた。目を閉じて、意識を集中させる。街まちの東側から気持ちの悪い波動のようなものが漂ただよってきている。かなり遠いみたいだ。

　この倉庫があるのは街の西の端はし。移い動どうするだけでも骨だね。

「サクヤ……次の天使が来る」

　僕の言葉に、サクヤは文もん句くも言わずにただ頷うなずいた。







　　　ＳｕｂｔｅｘｔⅡ──現在







　八階建だてのそのビルは半なかば朽くちかけ、外がい壁へきに貼はられた白いタイルはほとんど剝はげ落おちていた。鉄てつ骨こつが無む惨ざんに突き出ている。月明かりに照らされたシルエットは、さながら神しん話わの中の怪かい物ぶつのようだ。

　朽ち木に羽はねを休める鳥のように、屋おく上じようの縁ふちに少年は優ゆう雅がに脚を組んで座っていた。

　法ほう衣いをまとった少年──アダムは、瞳ひとみを開いた。

「初しよ戦せんは勝利したようですね。そうでなくては面白くありません」

　血のように赤い両目が月光に輝かがやく。自らが呼び出した天使の消しよう滅めつを感じたというのに、その唇に酷こく薄はくな笑えみが浮うかんでいた。

　深紅の瞳で、眼がん下かの街を眺ながめ渡わたす。

　神代市の風景が広がっている。あちこちに空あき地ちが広がり、瓦が礫れきが積まれていた。天使による破は壊かいが進んでいるのだ。街の機き能のうが失われるのも、時間の問題に思える。

　少年は薄うすい唇を人差し指でなぞった。

「ふふ……心配することはないですよ、オメガ。ボクは、この街を壊すつもりはありません。《神の計画アポカリプス》に従うならば──神代市の《回収》は、もう少し先ですからね」

　アダムの目的は、街の破壊にはない。

　彼の望みは、オメガを追いつめること。

　対天使兵器ルシフエリオンを戦わせ、戦わせ、戦わせ、

　追いつめて、追いつめて、追いつめて、

　そして──

　ビルの谷たに間まを、冷たい風が吹き抜けた。アダムの銀ぎん髪ぱつを風が揺らす。

「オメガ……。あなたは対天使兵器ルシフエリオンが死んだらどんな顔をするのですか──？」

　ふいに、少年の口から歌声がこぼれた。




　I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる




　清きよらかな歌声が、夜の街に静かに響ひびき渡る──

















scene3

　柔らかな刃。温かな鎖。


















　天使には数かず多おおくの種類がおり、主おもに強さによって何段階かに分類される。

　これは〝あの人〟の受け売りだけれど、ＡＲＩＣＥでは天使を《偽ぎディオニュシオス》なんかに記しるされている《天使の階級》の名めい称しようによって分類しているそうだ。

　例えば、一番下の階級はそのものズバリ《天使エンジエルス》──よく出てくる白しろい石せつ膏こう像ぞうみたいなバケモノは、この階級に属ぞくしている。チェスで言ったらポーンみたいなもので、機き械かい的てきに破は壊かいと回かい収しゆうを行うだけ。思し考こう能のう力りよくや明めい確かくな意い思しは持ってない。攻こう撃げき方ほう法ほうも錆さび付ついた武ぶ器きを振ふり回まわす程度の稚ち拙せつなものだ。それにしたって、十分な脅きよう威いには違ちがいないけれど。

《天使エンジエルス》から順じゆん番ばんに──

《大天使アークエンジエルス》

《権天使プリンシパリテイーズ》

《能天使パワーズ》

《力天使ヴアーチヤーズ》

《主天使ドミニオンズ》

《座天使スローンズ》

《智天使ケルビム》

《熾天使セラフイム》

　以上のような順じゆん序じよで階級が上がっていくそうだ。

　この呼こ称しようはＡＲＩＣＥ独どく自じのもので、米べい軍ぐんでは《レベル１～10》の一〇段階。ジエータイでは《甲こう種しゆ、乙おつ種しゆ、丙へい種しゆ》など三段階に分類されているという。

　呼び方はなんであれ、階級が高い方が天使は強くなる。

　上位の天使は意い志しを持つようになり、中には会かい話わが可能なものもいるそうだ。そして外がい見けんは、より人間に近づいていくらしい。

　また攻こう撃げき方ほう法ほうも多た彩さいとなり、さまざまな特とく殊しゆ能のう力りよくを有ゆうするようになる。

　例えば、二週間ほど前にサクヤを寝ね込こむ羽は目めに陥おちいらせたのは毒どく性せいを持つ強きよう酸さんを振りまく天使だったし、横浜を破壊したのは業ごう火かを生み出すバケモノだった。

　そういった上じよう位いの天使は、滅めつ多たに出現することがない。

　でも、今夜はアダムが特とく別べつサービスをしてくれたみたいだね。

　見たこともない天使が次々と出現していた。

　熱ねつ線せんを放はなつ天使。慟どう哭こくを衝しよう撃げき波はに変えて放つ怪かい物ぶつ。激はげしい流りゆう水すいでコンクリートを豆とう腐ふみたいに切り裂さくバケモノ……などなど。

　幸いなことにサクヤと力を合わせることで、全すべてを退しりぞけることができた。今のところ、街まちには被ひ害がいらしい被害が発はつ生せいせずに済すんでいたんだ。




　しかし、その代わりに。

　僕たちは大きな代だい償しようを支し払はらうことになった──




　　　■五月一三日（水）　午前〇時三二分■




　非ひ常じよう階かい段だんを駆かけ上がりながら、ケータイほどの大きさの無む線せん機きに向けて怒ど鳴なった。

「にゃみちゃん！　名前はわかんないけど、国こく道どう沿ぞいにあるビルだ！　一階は潰つぶれたコンビニと喫きつ茶さ店てんが入ってる！　たぶん、その屋上に天使が出る！　どうぞ！」

　ピガッ──微かすかなノイズと共に、にゃみちゃんが応おう答とうする。

『了りよう解かいしました。そのビルは《第二サクラビル》です。情報をインプットしておきます。お気をつけて！』

　にゃみちゃんの応答を最後まで聞かずに、スイッチを切った。ジーンズのポケットに無線機をねじ込み、階段を駆け上がることに専せん念ねんする。

「ハァ…！　ハァ…！」

　僕の前を走ってくサクヤは、肩で息をしていた。彼女は一時間以上前から戦せん闘とう服ふくを着けていたんだけど、蝶ちようのように広がる長いスカートがひどく重おもたげに見える。

　この対天使兵器ルシフエリオンの戦闘服は、いちいち着き替がえたものではない。彼女の首の後ろにはバーコードと一いつ緒しよに《鍵かぎ穴あな》がついていて、いつも首から下げている鍵を差し込んで回すと、戦闘服の形けい態たいへと《変身》できるんだ。ＡＲＩＣＥによって幾いく度ども手術を受けたって、サクヤは以前、《交こう換かん日記》に書いていた。その際、身体からだになんらかの改かい造ぞうを施ほどこされたのかもしれない。

　戦闘服を着ていると身しん体たい的てきな能力が格かく段だんに向こう上じようするんだけど……

「くっ……！」

　一いつ瞬しゆんだけ顔を歪ゆがめて、サクヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　長時間、この状じよう態たいでいるのは身体に負ふ担たんが掛かかるようだ。

　それに加えて、二時間以上続いている連れん戦せんで、彼女は傷きずついていた。

　致ち命めい的な傷はない。しかし、左ひだり足あし首くびをひねってしまっているようだし、右みぎ肩かたは打だ撲ぼくを負っているようだ。戦闘形態を取っているおかげで、早くも傷がふさがり始めていたけれど、細かい裂れつ傷しようが身体中にできている。

　決して弱よわ音ねは吐はかない。でも、階段を駆け上がっていく対天使兵器ルシフエリオンは、満まん身しん創そう痍いといってもおかしくない状態だった。

　このままじゃ、サクヤは……

「いたぞ！」

　非常階段から屋上へと飛び上がったサクヤは、叫さけんだ。

　動物園の檻おりみたいな頑がん丈じようそうなフェンスに囲まれた屋上。ぐるりには青いベンチがいくつも置かれている。

　そのベンチの一つに、少女が腰こし掛かけていた。

　見た目は一〇歳さいほどだろうか。足あし下もとにまで届とどきそうなほどに長い蒼あお色いろの髪かみ。碧あおい瞳ひとみ。細い腕うでに大事そうに抱かかえられた、つぎはぎだらけのブサイクなクマのぬいぐるみ。華きや奢しやな身体を手しゆ術じゆつ着ぎみたいな白い服に身を包んでいる。

　一見、普ふ通つうの人間に見える。しかも、かなりの美少女に。

　しかし、彼女の腕は白しろ大だい理り石せきで作られたような肌はだをしていた。そして、背中には蒼い翼つばさが生はえている。

　綺き麗れいな顔をした天使は、ぴょんとベンチから飛び降りた。

　サファイヤみたいな瞳で、天使は僕たちを見つめた。

「オメガ、キライ」

　妙みように甲かん高だかい子どもの声。たどたどしい口く調ちようだったけれど、天使は確たしかに喋しやべった。

　驚おどろきと恐きよう怖ふのために、サクヤは息を吞んだ。

　人じん語ごを操あやつるということは、間違いなく上位の天使ってことだ。

「ルシフェリオン、モット、キライ」

　天使は大きく唇を開いた。口の中には、サメのような鋭するどい牙きばが並ならんでいた。

「ダカラ──シンジャエ」

　つぎはぎだらけのクマのぬいぐるみ。そのおなかが大きく裂さけた。まるで臓ぞう物もつが飛び出すみたいに、ぬいぐるみの中から何かが飛び出してくる。

　横に跳ちよう躍やくしてサクヤは避よける。

　半はん瞬しゆん前まえまで彼女が立っていた場所を抉えぐったのは、フックだった。魚を引っかけるような鋭するどく重いかぎ爪づめに長い鎖くさりがついている。

　それ自体が意志を持ってるみたいに、かぎ爪はサクヤに向けて飛びかかった。

「────フッ！」

　大たい剣けんを振ふるい、フックを弾はじき飛ばす。夜の屋上に目ま映ばゆい火花が散ちった。

　その勢いを殺さぬまま、サクヤは天使に向けて突つっ込こんでいく。

　サクヤに当たらないように気をつけながら、ライフルの引き金を引いた。

　しかし、銃じゆう弾だんは当たらなかった。

　いつのまにか、屋上のフェンスにフックが引っかけられていた。

　フックの鎖が急きゆう速そくにクマの体内へ巻き込まれ──その勢いで天使が移い動どうしたんだ。

　空中で、天使は四本のフックを放った。

　鋭いかぎ爪がサクヤに殺さつ到とうする。

　真まっ直すぐ飛んできたはずのフックは、目前で方向を変えた。異ことなる方向からサクヤに襲おそいかかる。

　コンパクトに刃やいばを振るい、その全てを叩たたき落とそうとしたけれど──ザッ！

　かぎ爪の一本がサクヤの腕を掠かすめた。サクヤの肩口から血ち飛沫しぶきが飛ぶ。

　トドメを刺さそうとするように、四本のかぎ爪がサクヤを襲う。

「させるかよ！」

　天使に向けてフルオートで弾丸を放った。

　サクヤに向かっていたフックをフェンスに引っかけ、天使は空中で急きゆう制せい動どうを掛かけた。

　弾丸は全て避よけられてしまう。

「ソレ、ジャマ」

　天使は僕に向けてフックを飛ばしてきた。

　横っ飛びして避けようとしたけれど……フックの鎖が僕の足首に巻き付く。

「……うおっ!?」

　そのまま空中へ引っ張り上げられ、屋上の反対側へと投げ飛ばされた。フェンスに強したたかに背中を打ち付ける。衝しよう撃げきに息が詰つまった。

　取り落としてしまったライフルに天使はフックを引っかけて、屋上から放ほうり捨すてる。牙の並ぶ口元が笑うように歪ゆがんだ。

　隙すきに乗じ、サクヤが大剣を翳かざして突っ込む。

　だが、再ふたたびフェンスにフックを引っかけて、天使は高速移動した。

　サクヤの剣は空くうを切る。

「コイツ、強い……！」

　理り不ふ尽じんな攻こう撃げき力りよくを持つというだけでなく、この天使は戦せん闘とう慣なれしていた。建物などを破壊かいすることよりも、抗あらがう人間をねじ伏ふせることに特とつ化かしてやがる。

　くわっ。天使は口を開いた。

　それと呼こ応おうするように、クマのぬいぐるみのおなかが大きく開く。

　その向こう側に渦うず巻まいている暗あん黒こくから、耳に痛いほどの金きん属ぞく音おんを立てて、フックが放たれた。屋上に並んでいたベンチにかぎ爪が引っかかる。

　魚を釣つり上げるような感じで、次々とベンチを引き上げ、サクヤに放り投げた。

　七つものベンチが回かい転てんしながらサクヤに突っ込んでくる。

　避けられない。瞬しゆん時じに判断したサクヤは、暴ぼう風ふうのように剣を振るった。空中でベンチを両りよう断だん。青いプラスチックの破は片へんが、弾けるように飛び散った。

「……天使は!?」

　ベンチに気を取られた一瞬、天使を見み失うしなった。

　広い屋上に、その姿はない。

　慌あわてて、意い識しきを集中する。天使の放つ《違い和わ感かん》は消えていなかった。

　気持ちの悪い波動は──

「サクヤ、後ろだ！」

　僕が叫さけんだのと、天使が再び現れたのが、ほぼ同時。

　屋上の縁ふちにフックを引っかけ、サクヤの背後に天使は飛び出してきた。

　完全に虚きよをつかれた対天使兵器ルシフエリオンに、天使はフックを飛ばす。

「ツカマエタ」

　サクヤの足にフックの鎖が絡からまり、夜空へと引っ張り上げられる。

　そして──勢いよくコンクリートの屋上へとサクヤの身体が叩たたき付けられた。

「がっ…はっ！」

　床ゆかにヒビが入るほどに強く、サクヤの身体が振り下ろされる。

　幾いく度ども、幾度も、幾度も。

　怒いかりを人形にぶつけている子どもみたいにサクヤを叩き付けた天使は、

「シンジャエ」

　一ひと際きわ大きく、鎖を跳はね上げた。ムチのようにフックをしならせて、屋上のフェンスにぐったりとしたサクヤの身体を飛ばす。

　鋼こう鉄てつの柵さくに、サクヤは頭から突っ込みそうになった──

　その直前、僕は屋上の床を蹴けっていた。自らの身体をクッションにして、サクヤを受け止めようとしたんだ。意識せずとも、身体が勝手に動いていた。

　なにが、どうなったのかわからない。

　凄すさまじい速度で突っ込んでくるサクヤを、胸で抱だき留とめようとして。

　しかし、止まらずに僕の身体ごとフェンスに突っ込んだ。

　鋼こう鉄てつの柵がひしゃげ、僕たちの身体はビルの屋上から放り出されそうになる。

　そして、気がつけば、地上一〇階で宙ちゆうづりになっていた。

　左手でフェンスを摑つかみ、もう片方の手でサクヤの腕を摑んでいる。対天使兵器ルシフエリオンの身体は完全に宙に浮ういており、僕が手を放せば三〇メートル下の地じ面めんへと落らつ下かしてしまう状態。吹ふき抜ぬけた夏の夜風が頰を撫なで、背せ筋すじに寒気が走った。

「サクヤ！　しっかりしろ！」

　声を掛けたけれど、返事はない。対天使兵器ルシフエリオンは気絶したように目を閉とじている。

　屋上に降おり立った天使は、ゆっくりと近づいてきた。

　慌ててサクヤを引き上げようと、腕に力を込こめる。しかし、フェンスに激げき突とつした時に、筋すじでも違えたのか、腕に力がこもらない。彼女を支ささえてやるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　思いだしたように背中や腕から金色に輝かがやく光の粒つぶが弾はじける。

　遅おそいんだよ、早く癒いえろ！

　怒ど鳴なろうと思ったけれど、声にはならなかった。

　ひゅどっ。

　重たい音を立てて、フックが僕の身体に突つき刺ささったんだ。背せ中なかから侵しん入にゆうした鋭いかぎ爪は、脇わき腹ばらから顔を出している。肉を引っ張られるような猛もう烈れつな痛みに、手のひらに込めていた力が緩ゆるみそうになる。

　牙の並ぶ口を広げて、天使はにんまりと笑った。

「オトシチャエ」

　ひゅどっ。ひゅどっ。ひゅどっ。

　続けざまにかぎ爪が僕の身体に突き刺さる。鋭えい利りな金きん属ぞくが生き物のように蠢うごめいて、僕の内ない臓ぞうをかき回す。

「く…そぉ……」

　強い目眩めまいがした。一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば、全身の力が抜けてしまいそうだ。

「ヒソカ……」

　弱よわ々よわしい声が聞こえた。

　ぐったりとしていたサクヤが、薄うすく目を開いた。

　そして、辛つらそうな息の下、彼女は不ふ敵てきに笑ったんだ。

「手を、放していい……。私の身体は、強きよう化かされてるから……。こんなところから落ちたぐらいじゃ……死なない。私を、見くびらないで……」

　その言葉で、覚かく悟ごが決まった。

「……わかった。手を放すよ」

　僕は、手から力を抜いた。

　フェンスを摑んでいた、左手を放す。

　僕とサクヤは、地上一〇階の空中へ投げ出された。

　瞬しゆん時じに身体に突き刺さっていたフックの鎖くさりを左手で摑む。手が外はずれないように鎖の穴に指を入れて、しっかりと握にぎりしめた。

　右手は、もちろんサクヤを摑んだままで。

　僕たちはフックにぶら下がる格かつ好こうになった。

　天使はかぎ爪を僕の身体から外そうとする。

　しかし──

「放すかよ！　落ちるときは一いつ緒しよだ！」

　僕は鎖に懸けん命めいにしがみついた。

　天使は僕たちを振ふり落とそうと、フックを跳はね上げた。

　凄すさまじい力で、僕とサクヤの身体が空中に持ち上げられる。

　その瞬間を、待っていた。

　全身の力を振ふり絞しぼって、サクヤの身体を振った。屋上へ向けて、対天使兵器ルシフエリオンを放ほうる。

　闇やみ夜よにスカートを翻ひるがえし、彼女は屋上へ着地した。

　満まん身しん創そう痍いの状じよう態たいでも、サクヤの目は死んじゃいない。

　むしろ、怒いかりの炎ほのおに燃えていた。

　大剣を翳かざし、滑すべるように天使へと迫せまる。

　天使はもがくように翼つばさをはためかせた。フックを飛ばし、フェンスに絡める。再び高速移動してサクヤの攻撃を避よけようとしたんだ。

　その際、伸ばされていたフックは、全てクマの体内へと引きずり込まれていく。

「お嬢じようちゃん。きみは天使なのに、近くで見ても可愛かわいいね」

　天使の目の前に立った僕は、軽かる口くちを叩たたいた。

　驚おどろいたように、天使は碧あおい目を見開く。

「放さないって言ったろ？」

　僕はずっと、フックにしがみついていた。だから、鎖が引き戻されるのと一緒に、天使に引き寄せられたってワケだ。

　腰こしに隠かくしていた拳けん銃じゆうを引き抜き、牙の並んだ天使の口に突っ込む。

「この距きよ離りなら、外さない」

　続けざまに、引き金を絞る。

　石せつ膏こう像ぞうが割れるように、天使の顔にヒビが入った。

　天使は顔を押さえる。

　時間が逆ぎやく戻もどりするように、顔に入った傷は修しゆう復ふくされたけれど。

　天使の動きが、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

「ハァァァァァァァァァ────ッ[image: !!!]」

　裂れつ帛ぱくの気合いが響ひびき渡わたり──ザンッ！

　太刀たち筋すじは見えなかった。

　ただ、そこには、鋭い一いち撃げきを繰くり出した直後の対天使兵器ルシフエリオンの姿があった。

　素す早ばやい動きを物語るように、一瞬遅おくれて、長い黒くろ髪かみとスカートがゆっくりとサクヤの周りで踊おどる。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォ──……!!

　天使は悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげ、輝かがやく結けつ晶しようになって消えた。

「天使には、その声がお似に合あいだね」

　僕は思わず膝ひざをついた。身体中から癒いやしの力を持つ光の粒が吹き出している。

　やれやれ……。不ふ死じ身みってだけで、超ちよう人じんじゃないんだよ。ムチャさせないで欲しいもんだね……。

「あんな天使、たいしたことなかったな」

　強つよ気きなことを言っていたけれど、サクヤは剣を杖つえのようにしていた。身体を支ささえていられないようだ。

　指し摘てきされる前に、ふん、とサクヤは鼻を鳴ならした。

「少し疲つかれているけれど……戦える。問題ない」

　意い識しきを集中させてみる。《違和感》は感じなかった。今のところ、天使は出現していないようだ。

「にゃみちゃんの部屋に戻もどらないか？　作戦を立て直そう」
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　事じ前ぜんに無む線せんで連絡をしておいたせいか、マンションの一〇階に着くなり、にゃみちゃんは出で迎むかえてくれた。

「おかえりなさいませ、ひぃセンパイっ。おつかれさまで、」

　嬉しそうに小走りに近寄ってきたにゃみちゃんは、サクヤを見て絶ぜつ句くする。驚おどろくのも無理はない、たった三時間ほどでサクヤはボロボロになっていたんだ。

「……とりあえず、中へ入ってください。ご報告もありますので」

　表情を引き締めたにゃみちゃんは、僕たちをリビングへ行くように促うながすと、自分は別べつ室しつへと姿を消した。

　部屋に入った途と端たん、サクヤは堪こらえきれなくなったようにソファに身体を預あずけた。立っているのも辛つらいんだろう。

　ほどなく、戻ってきた《世界樹アンダーワールド》の手には救きゆう急きゆう箱ばこがあった。立ち上がろうとしたサクヤを、にゃみちゃんは手で制せいす。

「お待たせしました。あ、有あり栖す川がわセンパイは、そのままで結けつ構こうです。応おう急きゆう処しよ置ちしかできませんが、手て当あてをします」

「どうして、そんなこと……私はあなたに嫌きらわれていると思っていた」

　サクヤが訝いぶかしげに眉を顰ひそめる。にゃみちゃんは猫目で対天使兵器ルシフエリオンを見つめ、

「ええ、キライです。ですが、好き嫌いを言っている場合じゃないことぐらい、私にだってわかります。傷を診みせてください」

　意外なほど手て際ぎわよく、にゃみちゃんはサクヤの太ももにできた傷口を消しよう毒どくしはじめる。

「ひぃセンパイ。このままご報告をしてもよろしいですか」

「お願いするよ。なにか、わかったかな？」

「そちらのモニターをごらんになってください」

　リビングにある大きなモニターには、相変わらず街の地図が表示されている。その上に、今はいくつもの赤い点が追加されていた。

　これは天使が出現した地点を示しているんだ。

　天使の出現は、《夜や間かんの方が出現率が高い》などの法ほう則そくがあるものの、基本的に予よ測そく不ふ能のうとされている。一いちノの瀬せ一いつ佐さ直ちよく属ぞくのジエータイの研けん究きゆう班はんが躍やつ起きになって法則を探さがそうとしているけれど、見つからないぐらいだからね。

　でも、今夜は違う。

　今夜の天使はアダムが意い図と的てきに出現させているんだ。なんらかの法則性を見いだすことができるんじゃないか──そう思って、にゃみちゃんの協力を仰あおいだ。

　しゅるしゅるとサクヤの脚あしに包帯を巻きながら、にゃみちゃんは口を開く。

「現在、一五体の天使が出現しています。それらの出現には、いくつかの特とく徴ちようがあるみたいです。まず一つ目は──民みん家かを避さけていること」

　テーブルに手を伸のばして、にゃみちゃんはノートパソコンを操そう作さした。

《倉そう庫こ（早はや瀬せ商しよう事じ所しよ有ゆう）》《パチンコ店駐ちゆう車しや場じよう》など……僕たちが戦った順に、どんな場所で戦せん闘とうが行われたか一いち覧らん表ひようが現れる。

　再び、サクヤの手当に戻りながら、

「天使の出現箇所は人ひと気けがない場所ばかりです。もちろん、すぐ近くに民家はありますが……、住じゆう宅たく街がいの真ん中に現れたことはありません」

「なるほど……続けて」

「えっと、手が放はなせないので、《Ｔａｂキー》を押おしてもらえますか？」

「わかった」

　言われた通り操作をすると、画面の表示がパラパラと切り替かわっていった。

　太ももの手当を終えたにゃみちゃんは、今度は肩かた口ぐちにできた打だ撲ぼくを手当しようとする。

　サクヤは痛みに顔を顰しかめつつ、

「そこには包ほう帯たいを巻かないで、腕が動かせなくなる」

「わかりました。痛み止めを打つのはいいですか？」

「……お願いする」

　救急箱の中から、にゃみちゃんはアンプルと注ちゆう射しや器きを取りだした。慣なれた手つきで薬やく液えきを注射器に吸すい取っていく。

「ずいぶん、手慣れてるね。看かん護ご師しさんでも目指してるの？」

「うふふ。ありがとうございます。《マジカルナース☆にゃみすけ》とお呼びください」

「マジカルナース☆にゃみすけ」

「すみません。ごめんなさい。呼ばないでください。……こういったことが得とく意いなのは、《吸血鬼》だからですよ」

「ああ、そうか。僕以外の人間の血を吸った時は……」

「はい。当然、止し血けつが必要になります。親友のリスカ娘むすめから血をわけてもらっていたときは、いっぱい手当をしました。だから、上じよう手ずになったんですよ」

　そう言って、にゃみちゃんはちょっぴり切なげに微笑ほほえんだ。吸きゆう血けつ行こう為いがエスカレートしすぎて、彼女はその親友を殺してしまったらしい。それを気にしているのかもしれない。

　吐と息いきと共に笑顔を消して、にゃみちゃんはサクヤの肩に注射器を近づけた。

「ちょっとチクッとします」

「う……うんっ」

　怯おびえたように頷うなずいたサクヤは、子どもみたいにギュッと目を閉とじる。どうやら、注射はちょっと苦手らしい。

　手て際ぎわよく痛み止めの注射を終えたにゃみちゃんは、チラッとモニターを見た。画面には街まち中じゆうに散らばった天使の出現ポイントと、出現の順番が同どう時じに記しるされている。

「報告を続けます。二つ目の特とく徴ちようは──天使は常つねに遠く離はなれた場所に出現する、ということです」

「それは僕も感じていた」

　天使を倒たおした後、次の天使が出現する《違和感》を感じて、その場所へ急行するわけだけど……毎回、次の出現場所は凄すさまじく遠かった。東西南北、縦じゆう横おう無む尽じんに神かみ代しろ市しを走り回らされる羽は目めに陥おちいったんだ。

　この二つの特徴を総そう合ごうすれば、アダムの目もく論ろ見みが透すけてくるね。

　彼は、《夜明けまで、街を守りきれば勝ち》なぁんて言っていた。

　だが、アイツは初めから、本気で街を壊こわす気なんてないんだ。

　もしも、本当に街を壊すつもりだったら、住宅街のド真ん中に天使を出現させるべきだ。そうするのが、一番被ひ害がいが大きくなる。けれど、アダムは町外はずれのビルの屋上だの駐車場だの、人じん家かから少し離れた場所に──天使と戦って倒せと言わんばかりの場所に天使を出現させていた。

　加えて、アダムは遠く離れた場所に、天使を出現させている。おかげで、僕たちは街中を駆かけずり回ることになったんだ。

　つまり、アダムの目的は──なんてことはないね。

　あのサド野郎は、僕たちが足あ搔がく様さまを眺ながめて楽しんでやがるんだ。

《サクヤを僕の手で殺せば、ゲームから降おりられる》と言ってたけど、僕がサクヤを手て放ばなすだなんてヤツは端はなから考えちゃいない。

　度たび重かさなるバトルによって、サクヤを少しずつ傷つけ、体力を削けずり取り、やがて力ちから尽つきることを狙ねらっているんだろう。

「最後に三つ目の特徴があります。これは良い傾けい向こうと言えるかもしれませんが──天使は必ず一体ずつ現れてます。同時に二体が出現した例は、今夜に限りありません」

《今夜に限り》とにゃみちゃんが注ちゆう釈しやくをつけたのは、普段だったらそういう事態があり得えるからだ。

「ふむ……」

　アダムになんらかの意い図とがあってそうしているのか、それとも《出現させられる天使は一体だけ》というのが彼の能のう力りよく的てき限げん界かいなのかはわからない。でも、確かに、それは朗ろう報ほうかもしれないな……。

　数少ない材料を元もとに、ロジックを組み立てていく。

　僕たちが取るべき行動はなんだ？　最も有ゆう効こうな手しゆ段だんとはなんだ？

　傷ついた指先に絆ばん創そう膏こうを貼はってもらったサクヤは、にゃみちゃんにお礼を言いつつ、

「ヒソカ。対たい策さくを考えるのは、あまり意味がないと思う。ＡＲＩＣＥでも、天使の出現に法ほう則そく性せいがないか研究が行われたが成果が得られなかった。だからこそ、対天使兵器ルシフエリオンは、一いつ刻こくも早く天使を発見し、一秒でも早く倒すための技ぎ術じゆつを磨みがいていったの」

「ごめん。ちょっと黙だまっててくれないか」

　サクヤの言葉を制して、モニターに映うつし出された地図を睨にらむ。

「えっと……にゃみちゃん。この地図に、神代市の人口密度や重じゆう要ような施し設せつなんかのデータを重ねられるかな？　ついでに、ウチの学校の生徒が住んでいる家の箇か所しよも」

「はい。可能です。以前、ひぃセンパイに言われて、似にたようなデータを作りましたから。でも、そのノートで処しよ理りするのは面めん倒どうですので……ちょっとだけお待ちください」

　にゃみちゃんは救急箱を抱えたまま、リビングを飛び出していく。コンピュータが山やま積づみになっている部屋に向かったようだ。

　三〇秒もしないうちに、地図にさまざまな情報が加わっていった。

　ほぼ同時に──心しん臓ぞうが摑つかまれるように鼓こ動どうが跳はね上がった。強い悪お寒かんと、吐はき気けを感じる。《違和感》だ。まもなく天使が出現しようとしている。

　目を閉とじ、神しん経けいを研とぎ澄すます。

　気持ちの悪い波動を受け止め、おおよその距きよ離りや方角に見当をつけていく……

　リビングに戻ってきたにゃみちゃんが、心配そうな声をあげる。

「ひぃセンパイ、どうしたんですか？　なんだか顔かお色いろが優すぐれないです」

「……うん。もうじき天使が出現する」

　立ち上がったサクヤは、太もものホルスターから大剣の柄つかを引き抜いた。

「なにをぼーっとしている!?　行くぞ！」

「…………サクヤ、行かなくてもいいよ」

　目を開いた僕は、モニターに映し出された地図を眺ながめた。人口密度、クラスメイトの家、街の運うん営えいに重要な施設などのデータを総そう合ごう的てきに見み比くらべる。

　そして、決めた。

「この天使は、倒さない」

「な、なにを言ってる？　放置しておいたら、街が破は壊かいされてしまうでしょう？」

「そうだろうね」

「だったら……！」

「でも、大した被ひ害がいにはならない」

《違和感》は北の方から漂ただよってきていた。市街の北側には高級住宅街が広がっていて、いくつものお屋や敷しきがある。片かた桐ぎり凪なぎ紗さの家があったのも、その辺あたりだ。人口密度は少ない。被害が出たところで、お金持ちのお屋敷が一いつ軒けん失われるだけだろう。

　無理して倒さない方が得策だ。

　アダムの狙ねらいは、サクヤだ。彼女を戦わせることで消しよう耗もう摩ま滅めつさせ、力尽きることを狙っている。

　だったら僕は──サクヤを温おん存ぞんさせてもらうとしよう。

　にゃみちゃんが示しめしてくれたデータと僕が持つ《違和感》を感じ取る能力によって、天使による被害を、ある程度事前に予よ測そくすることができる。その予測に従したがい、倒すべき天使を取しゆ捨しや選せん択たくする。天使を倒すのは、街に大きな被害を及およぼす可能性があるときだけに限げん定ていするんだ。

　もちろん、街に被害が出るのは喜ばしいことじゃないけれど、サクヤを失うしなってしまうことの方が大きな損そん失しつだからね。《肉を切らせて骨ほねを断たつ》……いや、《腹はらを背せに代かえる》って感じだ。

　ついでに言うなら。

　この策さくには、もう一つ利り点てんがある。

　アダムは、今のところ《天使を一体ずつしか出現させていない》。同時に二体の天使は現れないんだ。

　ということは、天使を倒さずに放ほう置ちすれば──一体の天使が出現している時間を長くしてやれば──次の天使が現れるまでの時間を稼かせぐことができる。

　アダムの言葉を信じるなら、このゲームは夜明けまで逃にげ切きれば勝ちとなる。

　ならば、時間稼かせぎは有ゆう効こうだ。時間稼ぎをすることで、夜明けまでに現れる天使の総数を減へらすことができるんだからさ。

　僕にとって街は、あくまで《指し標ひよう》に過ぎない。卒業の日まで学校というシステムが円えん滑かつに機能してくれることを示す《尺しやく度ど》に過ぎないんだ。

　ぶっちゃけた話、学校の維い持じに必要ない部分がいくら壊れようと構わないんだよね。

　街を少し犠ぎ牲せいにするだけで、多くのメリットを得られるなら──僕は、躊躇ためらわない。

「ヒソカっ！」

　サクヤも《違和感》を感じ取ったのか、焦あせったような声を出した。

　ソファに座ったまま、笑顔を作る。できるだけ、優やさしい声で語りかけた。

「心配しなくてもいいよ。この天使は、倒さなくても平気だ。街にはほとんど被害はないと思う。それよりも、きみは身体を休めることに専せん念ねんしてよ。被害の大きくなりそうな場所に出現した天使は倒してもらうことになるからさ」

　しかし、サクヤの反応は苛か烈れつだった。鋭するどく僕を睨にらみ付け、痛むはずの足でフローリングの床を強く踏ふんだ。

「休む？　そんなことできるわけない！　今まさに天使が出現しようとしてるのに！」

「僕の話、聞いてなかったの？　街にはほとんど被害は……」

「《ほとんど》ってことは、被害が出るんでしょう!?」

「無む視しできる程てい度どだ」

「……私は、無視できない！　もういい！　私一人で倒す！」

　堪こらえきれなくなったようにサクヤは駆かけ出した。にゃみちゃんの部屋を飛び出していく。

　慌てて、僕も後を追った。

「おい、待てよ！　サクヤ！」

　サクヤの手を摑むことができたのは、にゃみちゃんのマンションの前だった。……普段なら、走るサクヤに追いつくことなんて、できるはずないのに。傷を負っているせいか、走る速度すら落ちているのかもしれない。

　月つきに照てらされたエントランスに僕たちは向かい合う。

「……どうして、おまえはあんな提てい案あんをした？」

「決まってるだろ。きみのためを思って提案したんだ」

「そんなの嬉うれしくないっ」

「嬉しいとか、嬉しくないじゃなくて……このペースで戦い続けてたら、いつかサクヤはやられてしまう。それが、わからないわけじゃないだろ？」

「そんなことはない。私は大丈夫」

　サクヤは、強い口く調ちようで言い切った。だが、それは根こん拠きよのない反はん論ろんだ。ボロボロの状態のくせに、どうして大丈夫だって言い切れるんだよ？

「あのさ、言っておくけど、きみの力を過か小しよう評ひよう価かしたから、あんな提案をしたんじゃないよ。きみの力は理解した上で、街を維い持じするために最も効こう率りつ的てきな方法を考えたんだ」

「……効率？　そんなのは、求めてないっ！」

　くそっ。イライラするな……。サクヤに反論されるたびに、胸の奥がざわつく。

　必死に気持ちを落ち着けつつ、優しい声で語りかける。

「忘れたわけじゃないだろ？　きみと僕は、《契けい約やく》を交わしている。世界を救すくうために、僕たちは恋をする。その代わりに、きみはこの街を守る。そんな《契約》を──

　僕はきみの望み通り、恋愛をしている。世界を救うための、恋をしてる。だから、きみも僕の言うとおりにしてくれないか？」

　僕を真しん剣けんな顔で見つめていたサクヤは、強い口調で答えた。

「うん。わかっている。私たちは、契約をしてる。世界を救うために、おまえと私は恋をする。その代わりに、私はこの街を守る。そんな、《契約》を──」

「だったら──」

「だからこそ──！」

　サクヤは一歩近づいてきた、吐と息いきが掛かりそうなぐらいの至し近きん距きよ離りで見つめ合って、

「私に、この街を守らせて！」

「え……？」

「やるからには、完かん璧ぺきに守りたいの！　私はなにも壊こわされたくない！　一人だって、悲しませたくない！」

　対天使兵器ルシフエリオンは月の輝かがやく夜空を見上げた。彼女の瞳ひとみはまるで、街中を見み渡わたすかのようなものだった。

「この街には《くらすめいと》が住んでる。みんな、バカみたいなことですぐに大おお笑わらいするけど……すっごくイイヒトだ。それに、私には《ご近きん所じよさん》だってできた。ゴミの出し方だって知らない私に、いろいろ教えてくれた。天使に襲おそわれても、頑がん張ばって暮くらしてる人たちにも会った。肉親を亡なくしているのに、みんな必死に笑ってた。……あまり関係ないけど、美味おいしいプリンのお店だって見つけた。あれが潰つぶれたら困る。だから、その、えっと……！」

　溢あふれ出る気持ちに口が追いついてないみたいだ。けれど、懸けん命めいに対天使兵器ルシフエリオンは言葉を紡つむぐ。

「私は世界中を転てん戦せんしてきたから、一つのところにとどまった経けい験けんがない。だから、こんな生活は初めてなんだ。おまえを殺すために仕方なくすることになった暮らしのはずなのに……なんだか、壊したくないの！」

　サクヤの瞳は、どこまでも真まっ直すぐで。

「天使が出てくるんでしょう？　このままじゃ街が襲われてしまうんでしょう？　私が勝たなければ、みんなが悲かなしむんでしょう？」

　その精神ロジツクは、ひたすらに真っ直ぐで。

「ならば──私は負けない！」

　彼女の言葉は、子ども向けヒーローの理り想そう論ろんみたいに、無む根こん拠きよで非ひ論ろん理り的てきだった。

「だから、ヒソカ。私に、街を守らせて」

　しかし、それゆえに強い意志を感じた。

「……この街にとって、きみは必要なんだ。万が一にでも、失うわけにはいかない」

　僕の反はん駁ばくは、実に簡かん単たんな方法によって無む効こう化かされてしまう。

　いつも無表情だったサクヤが、

　すごく不ぶ器き用ような笑顔を浮かべたんだ。

「だったら、おまえがサポートして。私とヒソカは、一いつ緒しよに街を守ってるんだから」

　サクヤは大剣の柄つかを操作して、刃やいばを出現させた。

《違和感》の漂ただよってくる方向へ、鋭い視し線せんを向ける。

「さあ、天使のところまで連れていって。おまえが案内をして、私が倒す。それが私たちのやり方でしょう？」

「…………」

　サクヤは──この街を守るための《手て駒ごま》。

　対天使兵器ルシフエリオンの使し命めい感かんを利用して、

　相そう思し相そう愛あいとなり世界を救えるかもしれないという希望エサを与あたえて、

　騙だまして、偽いつわって、弄もてあそんで、苦くるしめて、欺あざむいて──ボロボロになるまで使い切る《道どう具ぐ》。

　にゃみちゃんや一ノ瀬一佐、さつきちゃんや高たか天まが原はらセンパイ、死んでしまった《転校生トランスフアー》の女の子たちと同じ──《協力者》の一人に過ぎない。

《道具》に意い志しなんていらない。

　僕の言うとおりに従ってくれればいいんだ。

　頭では、そんな風に考えているのに、思考とは裏うら腹はらに、僕はバイクにまたがった。

　彼女を戦わせることは得とく策さくではない。理屈ではわかっているのに、自じ家か撞どう着ちやくに陥おちいった言葉を掛けてしまう。

「……案あん内ないする。乗ってよ」

「平気。自分で走れる！」

　対天使兵器ルシフエリオンは放たれた矢のように、自らの足で跳ちよう躍やくした。大地を蹴けり、凄すさまじい速度で走っていく。

　慌あわててエンジンをふかし、彼女の後を追う。

　併へい走そうしながら、声を掛けた。

「……そんなに速く走れるのに、さっきはどうして僕に追いつかれたんだ？」

　サクヤは走りながら、ふん、と鼻を鳴らす。

「おまえが、追いかけてくると思ったからっ」

　そしてまた一つ、僕は矛む盾じゆんを犯おかしてしまう。

　くそっ……。どうして、サクヤの言葉が嬉しいんだ？　なんで僕は、彼女の行動に、こんなに喜びを感じてるんだよ？
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　夜や間かん外がい出しゆつ禁きん止し令れいが出ているために、夜の道どう路ろを走る車は限かぎられている。

　ジエータイの装そう甲こう車しやによる巡じゆん回かい、パトカーの警けい邏ら、外出許きよ可か証しようを持った輸ゆ送そうのトラック、そして、禁止令を無視して遊びに繰くり出だした若者の車やバイク──そんなとこだろう。

　しかし、今夜は、原付の一台だって走っていなかった。一いちノの瀬せ一いつ佐さがきちんと止めてくれたおかげだろう。

　ありがとうございます、絢あやさん。

　口の中で感謝の言葉を呟つぶやきつつ、アクセルを全ぜん開かいにする。

　一〇〇……一一〇……スピードメーターが震ふるえながら右に傾かたむいていく。

　家々から漏もれる灯あかりも少なく、対たい向こう車しやもない。ゴーストタウンみたいな街。ビデオを早回ししたように背景が後ろへすっ飛んでいった。前髪が風にはためいて、痛いくらいだ。ゴーグルを着けてなければ、目を開けているのも辛つらいだろう。

　こんな速度で走っているのに。

　タンデムシートに座っているサクヤは平へい然ぜんとしてた。いや、平然とってのも違うね。静かに熱い闘とう志しを燃もやして、虚こ空くうを睨にらみ付けている。

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……！

　バイクの右側の空間から、天使の慟どう哭こくが聞こえた。

　切れかけの蛍けい光こう灯とうみたいに、天使の姿が瞬またたくように現れる。人間らしい白い肌はだを持っており、彫ほりの深ふかい顔は間違いなく美女のそれだった。ヴィーナス像みたいなプロポーションを白い布ぬのみたいな服に包つつんでいる。天使を廃はい業ぎようしても、モデルとしてもやっていけそうだね。その背中に翼つばさが生はえておらず、両りよう腕うでが鎌かまになっていなければ。

　天使のお姉さんは、金色の瞳ひとみで僕たちに慈いつくしむような視線を向けると──ゆっくりと夜の闇やみに溶とけるように消えてしまった。

「最さい新しん型がた、なのかな。こんな天使ははじめてだよ……」

　息ができないくらいの風を浴あびながら、独ひとり言ごちる。

　この天使は、光こう学がく迷めい彩さいでも装そう備びしているのか姿を消すことができた。

　しかも──僕はスピードメーターに一瞬だけ目を落とす。

　針はりは一二〇キロ近くを差している。

　この天使は、高速度で飛行することができたんだ。

「逃げてばかりじゃ埒らちがあかない！」

　タンデムシートから怒ど鳴なるサクヤに、僕も怒鳴り返す。

「立ち止まってたら、やられる一方だったろ！」

「うるさいっ！」

　忌いま々いましげにサクヤはうなった。この天使に対し、彼女は一度も攻こう撃げきを当てることができなかった。逆ぎやくに幾いく度ども斬きりつけられてしまったんだ。

　一いつ旦たん、離り脱だつさせるつもりでサクヤをバイクに乗せて走り出したら天使は追つい撃げきしてきて──今に至いたるってワケだ。

　天使の放つ波動──《違和感》が、急きゆう速そくに迫ってくるのを感じた。

「しっかり摑まってろ！」

　気持ち悪い感覚だけを頼たよりにハンドルを切り、バイクのテールを振った。

　天使の攻撃がアスファルトを抉えぐる。

「ヒソカ！　おまえは、あの天使が見えるの!?」

「見えないよ！　感じ取ってるだけだ！」

「……ふん、ナマイキだ。私には天使がいることしかわからないのに」

　天使を避よけながら、国道からバイパスへと入った。市し街がい地ちへと続く有ゆう料りよう道どう路ろだ。

　料金所を突とつ破ぱし、そのままの速そく度どで走行を続ける。

　天使もぴったりと付いてくる。

　と、なにを思ったのか、サクヤがタンデムシートで立ち上がった。

　バックミラー越ごしに後ろを見る。

　高速で流れていく景け色しきの中、サクヤは凜りんと立っていた。バランス感覚が優すぐれているためか、荒あれ狂くるう風に揺ゆるぎもしない。

「見えないのなら、もう見るのはやめる」

　大剣を片手で翳かざし、もう片方の手を僕の肩に置いた。

　そして、サクヤは瞳を閉とじる。

「おまえが、タイミングを教えて」

「責せき任にん重じゆう大だいだね……」

「もし、タイミングを間違えたら……ヒソカを斬るっ！」

「……せめて運転中に斬るのはやめてくれよな」

　憎にくまれ口と軽口の応おう酬しゆう。

　なぜだろう。ピンチのはずなのに、それすらも今は心地ここち良よかった。

　高速度で走行を続けながら、僕は神経を研とぎ澄すませる。

　天使の放つ気持ち悪い感覚を、懸けん命めいにたぐり寄せた。

　天使は僕たちを追つい尾びしながら、空中で右に左にと蛇だ行こうしている。

　そして──突っ込んできた！

「サクヤっ！　右だ！」

「────フッ！」

　バックミラーの中、サクヤは大剣を振るった。

　ギィンッ！

　刀同士を斬きり結むすんだみたいに、車体の右側で火花が散ちった。

　ガギッ！　ギンッ！

　襲いかかってくる天使の攻撃を、次々とサクヤは撥はね返す。

　僕の指示で、サクヤが攻撃をする。

　僕が目となり、彼女が剣となって、

　街を守るために凶きよう悪あくな天使に抗あらがう。

　ただの《道具》でしかなかったはずの対天使兵器ルシフエリオンと、

　ずっと憎にくみ続けてきた殺すべき対たい象しようであるオメガ。

　まるきり正反対。うち解とける可か能のう性せいなど皆かい無むの存そん在ざいであったはずなのに。

　その瞬間、確かに、

　サクヤと僕は、見えない《なにか》に結ばれている気がした。

　天使の気配が大きく離はなれる。

　僕たちの反はん撃げきに驚いたように、大きく距離を取った後で──

　今度は左側へと移動した。

「次は、左から来る……」

　天使の放つ感覚が一瞬だけ揺ゆらぎ、

　突とつ如じよ、凄すさまじい速度で迫ってくる。

「サクヤ、今だ！」

　──ザッ！

　斬ざん撃げきの音が、微かすかに耳に届く。

「やったか!?」

「ダメ！　浅あさい!!」

　サクヤはそう叫んだけれど、多少のダメージを与えることができたようだ。天使はバイクから引き離されるように、後ろに下がった。

　だが、それも一瞬のこと。

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……!!

　悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげ、猛もう烈れつな勢いで天使は加速する。走行する僕たちを追い越し、遥はるか前方で滞たい空くうした。

　彼ひ我がの距離は二〇〇メートルほどだろうか。

　明めい滅めつするように半はん瞬しゆんだけ、天使は美しい姿を現して、

　刹せつ那な──猛もうスピードで突っ込んできた。

　透とう明めいな天使の放つ波動が、爆ばく発はつ的てきな速度で近づいてくる。

「突っ込んでくる！」

　バックミラーの向こう側、サクヤは瞳を開いていた。

　真っ直ぐに前方を見み据すえている。

　恐おそらく、その黒こく瞳どうには、天使が映っているんだ。

　僕の声を通じて──感覚を通して──見えないはずの天使を、サクヤは感じている。

　タンデムシートに立つサクヤは、大剣を両手で構かまえた。

　スカートがマシンガンみたいな音を立てて風にはためく。

　禍まが々まがしい造ぞう作さくの黒こく刃じんを翳かざしたまま、ゆっくりと腰を落とす。

　その瞳が、

　強い決意の光に揺らめいて、

「参まいる────！」

　サクヤは跳ちよう躍やくした。

　交こう錯さくの瞬間、僕はバイクを倒す。天使の下をすり抜ける。

　急ブレーキを掛けて、単たん車しやを横に滑すべらせた。

　タイヤの焦こげる臭においと弾はじけ飛ぶ火花に包まれながら、振り返りざまに見たのは──

　漆しつ黒こくの風。

「ハ────ッ！」

　高速度で黒こく衣いの少女が宙ちゆうを舞まい、黒刃が空気を切きり裂さいていく。

　ドンッ！──離れている僕にもわかるほどの確かな手て応ごたえ。

　勢いを殺すために幾度も宙返りをして、サクヤはアスファルトの上に着地する。

　ランディングのポーズのまま数メートルほど滑り、硬こう質しつなブーツから火花が散った。

　わずかに遅れて、身に纏まとうスカートと、束たばねた黒髪が風をはらんで美しく広がる。

　永遠にも似た一瞬の静せい寂じやくが流れて──

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使の慟哭が轟とどろいた。

　光の結けつ晶しようをまき散らし、天使は消え去る。

　煌きらめく光の粒を背に立ち上がり、血を払うように大剣を振るったサクヤの姿は、

「ははっ……参ったな……」

　ゾクゾクするぐらいに、格かつ好こう良かった。

　頰が緩ゆるむのを感じながら、倒れた単車を起こす。カウルやタンクが傷だらけになっていたけれど、ガソリンが漏もれたりはしていなかった。エンジンも動いてる。コイツもずいぶん酷こく使ししちゃったから、全てが終わったらメンテナンスに出してやらなきゃいけないね。

「ヒソカ、早く街へ戻ろう。ここはもう神代市の外でしょう？」

　サクヤに言われて気付いた。天使とチェイスをしているうちに、風かぜ原はら市しまで来てしまったようだ。

「そうだね、急ごう。乗ってく？」

「…………うん」

　ちょっとだけ躊躇ためらったようだけど、サクヤは頷うなずいた。

　彼女をタンデムに乗せ、来た道を戻っていく。バイパスを逆ぎやく走そうすることになっちゃうけど、対向車がいないから関係ないだろう。

　そんなことよりも、気になるのはサクヤの状じよう態たいだ。

　戦せん闘とう中ちゆうのサクヤは気が張っていたためか凜りんとしていたけれど……その反はん動どうが出たみたいにぐったりしていた。僕の肩にしがみつき、背中に頭をつけてる。息が荒あらくなっており、微かに額ひたいに汗あせをかいていた。

　口に出しては言わないけれど、相当に辛つらそうだ。太ももに巻いた包帯にも血が滲にじんでる。先ほどの戦闘で新たな傷も負ってしまった。

　できることなら、このまま休ませてやりたい。連戦させるのは危険だ。

　だが、街を犠ぎ牲せいにするような策さくをサクヤは許さないだろう……

　ハンドルを握にぎりながら、思考を巡めぐらせる。

　実を言えば、プランがないわけじゃなかった。このくだらないゲームを終わらせる簡単な方法を、一つだけ思いついている。

　だけど、その策は、サクヤにさらなる負ふ担たんを掛けてしまうものなんだ。

　それでいて、絶対に成功すると言い切れない内ない容ようだった。もし失敗すれば、取り返しのつかないことになるかもしれない。

　だからこそ、提てい案あんしなかったんだけど──

「ヒソカ、暗くらい顔してる」

　後ろからサクヤの忌いま々いましげな声が聞こえた。

「私を信じてないでしょう？　悪いけど、絶対に負けないから。おまえが死ぬ前に、私が死ぬわけない。ヒソカを殺すことが、私の使し命めいなんだから」

「負けるだなんて思ってないさ……」

　ふと思い立って、尋たずねてみた。

「あのさ、サクヤ。……僕のこと、信じられる？　僕は信じるに足たる人間かな？」

　突とつ然ぜんの問いに、サクヤはきょとんとしたように目を見開いたけれど、気持ち悪いとでも言いたげに、ちょっぴり舌を出した。

「おまえのことなんか、信じられるワケがない。ヒソカは、いつもヘラヘラ笑ってて軽けい薄はくだし。ウソばっかり吐つくし、軽口ばかり叩くし、イジワルばっかり言う。最さい低ていで最さい悪あくのヤツだ。そして、なにより、おまえはオメガだからなっ。ヒソカのコトなんて、これっぽっちも信用できない」

「おいおい、ひどい言い草ぐさだね……」

　しかし、ぷいっと横を向いて、

「ヒソカのことを信用できるとしたら、それは一いつ緒しよに戦っているときだけだ。街を守ってるときのおまえは信じられる」

「どうして？」

「どうしてって……それは、その……街を守るときのヒソカはすごく真ま面じ目めだから」

　……真面目、だって？　そんなのは信用に足る理由になるんだろうか？

　サクヤは横目でチラッと僕を見た。ミラー越しに目が合うと、照れくさそうに僕の背中に隠かくれてしまった。

「ふん。ヘンなことを聞くなっ！　おまえなんか、やっぱり信用できないっ！　前を向いて運うん転てんしろ！　バカッ！」

　背中を強く叩かれて、思わず息が詰まる。

　市のシンボルマークが描えがかれた標ひよう識しきが後ろへ流れていった。僕たちを乗せたバイクは、神代市へと戻ったんだ。

　アクセルをふかしながら──ふいに。

　顔に感じる冷たい春はる風かぜの中に、夏の匂いを感じた気がした。心地よい風が頰ほおを撫なでて吹き抜けていく。

　その風が、懐かしい光景を想い出させてくれた。

　あれは中学生の頃、僕と〝あの人〟は一緒に街を守るようになっていて──







　僕が助けてあげた男の子は、目が見えないみたいだった。

　女の子みたいな綺き麗れいな顔に薄うすい色のサングラスを掛けている。レンズの下の瞳は閉じたままだ。手には白い杖つえを持っていた。

　小学生……だろうか、僕と同じ中学生には見えなかった。茶色のニット帽ぼうと同どう系けい色しよくのコートを着てる少年は、僕の手をギュッと握にぎりしめる。

「あのっ……ありがとうございますっ。おかげで助かりましたっ」

「別に……お礼なんて言われる筋すじ合あいはないよ。たまたま通りがかっただけだからさ」

「そんなことないですっ。助けてもらえなかったら、今いま頃ごろ死しんじゃってました」

　傍かたわらには倒とう壊かいしたコーヒーショップの残ざん骸がいがあった。少年はこの中にいたんだ。確かに、死んでしまってもおかしくなかったろう。

　僕の顔を見る代わりなのだろうか？　小さな手のひらでペタペタと僕の頰ほおを触さわりながら、

「せめて、お名前を聞かせてくださいっ」

「名乗るほどのものじゃ……」

　そのとき、遠くからパトカーのサイレンが聞こえてきた。天使が現れたっていう通つう報ほうを受けて駆けつけてきたのかもしれない。

「僕、行かなくちゃ。それじゃ」

　盲もう目もくの少年を置いて、僕は駆け出した。

　すると、男の子は両手を大きく振って、

「ありがとうー！　ありがとうー！」

　胸の奥がこそばゆくって。なんだか熱くなって。すごく嬉しくって。

　僕らしくないな、なんて、思わず苦く笑しようしてしまう。

　人ひと混ごみを搔かき分わけながら、駅前通りから路ろ地じ裏うらへ駆け込むと〝あの人〟が待っていた。

「見つかったら面めん倒どうだから、走りましょ」

「うんっ」

　ポリバケツを飛び越えながら、薄うす汚よごれた路地裏を駆け抜ける。その汚きたなさ加か減げんがスパイ映画のワンシーンを思い起こさせて、ちょっぴり胸が躍おどった。

「よく助けられたわね」

〝あの人〟の言葉に、そっぽを向きつつ、

「……偶ぐう然ぜんだよ。たまたまお店に飛び込んだら、あのコがいたんだ。天使に建物が壊されちゃって潰つぶされそうだったんだけど……間かん一いつ髪ぱつで机の下に男の子を引っ張り込めたんだ」

　喋しやべってるうちにだんだんヒートアップしてくる。

「隙すき間まなんて三〇センチぐらいしかなくて、もうダメかと思ったんだけどさ。そこで、あなたが天使を殺してくれたから崩ほう壊かいが止まって……」

「脱だつ出しゆつできたのね。ごめんね、攻撃に手て間ま取どっちゃって」

「まったくだよ」

　路地裏に停とめていたバイクに、〝あの人〟はまたがった。僕もタンデムシートに飛び乗る。

　二人乗りのバイクが壊れかけた街を走る。

「街を守る気分は、どう？」

「…………最さい悪あくだね。あなたに無む理り矢や理りやらされてるとしか感じないよ」

「そのわりに嬉しそうよ？」

「そんなわけないだろ」

　僕はそっぽを向いた。

　滅めつ亡ぼうに向かう人類。狂くるってしまったセカイ。壊こわれ果はてた僕。

　だけど、頰に感じた風は、とても心地よかった。

「あなたに殺してもらうほかないから……これからも付き合うよ。一緒に街を守る。だから……次はもっと早く天使を倒してよねっ」

「あら？　私を頼たよってくれるの？　嬉しいな」

「……勘かん違ちがいしないでよね。あなたの天使を殺す力はホンモノだから。僕が信じるのは、それだけだ」

「ふふっ、今はそれだけでいいわ。任まかせといて。きみの大事なものを、もう壊させはしないからね」

　軽く振り返った〝あの人〟は、微笑ほほえみながらウィンクした。

　刺し客かくのくせに馴なれ馴れしくて。

　いつも僕を子ども扱あつかいして。

　やっぱり、僕は〝あの人〟のことが大だい嫌きらいだったけれど。

　そのウィンクは、なんだか心こころ強づよかった。

「大事なものなんて、ないよ」

「だったら、作っていけばいいわよ。大切な、なにかを」

　これが、〝あの人〟と出で逢あって三週間目の出来事。

　恋に落ちるなんて思ってなかったけれど、




　少しだけ、なにかが変わりはじめていた。







　あまり鮮せん明めいとはいえないセピア色した想い出に、懐なつかしさと切なさを感じる。そして、それと同時に微かすかなデジャ・ヴュを覚おぼえた。

　鏡に映うつしたように立場は逆だったけれど、今の僕とサクヤは、記憶の向こう側にいる僕と〝あの人〟みたいで──

「ねえ、サクヤ……」

　知らず、呼びかけが口を突ついて出ていた。

「きみは、大切なものをたくさん作っていたんだね。僕の知らない間に」

「知らない間？　なにを言ってるの？」

　タンデムシートから、サクヤは返事をする。

「私が大切だと思えるものをたくさん作れたのは……全部、おまえのせいだ。ヒソカが『戦いしか能のないきみには苦痛だろうけど、普通の女子高生の生活を送ってもらう』なんて言い出したのが始まりでしょう？」

　サクヤの口く調ちようは責めるようなものだったけれど、

「全部、おまえのせいなんだからっ」

　どこか、温かさを帯おびていた。

　苦笑を浮かべつつ、僕は振り返る。記憶の中の〝あの人〟と同じように、ゴーグル越しにウィンクしてみせた。

「頼みがあるんだ。この街を守るために、僕を少しだけ信じてみないか？」




　　　　[image: ]




　僕の人生において、その後の三〇分ほど焦しよう燥そうに満ちた時間はなかった。

〝あの人〟を探して、渋谷の街を彷徨さまよっていた頃と匹ひつ敵てきしていたかもしれない。

　心臓を摑まれたような気分のままで、僕は神代市を駆け回ったんだ──







　　　ＳｕｂｔｅｘｔⅢ──現在







　神かみ代しろ市しで行われている戦せん闘とうをよそに、夜の海はひたすらに静かで、穏おだやかだった。

　寄せては返す波なみ打うち際ぎわを、青白い月光が照らし続けている。

　法ほう衣いを着た少年──アダムは堤てい防ぼうに足を組んで座すわっていた。

「今度は手こずっているようですね……」

　天使と対天使兵器ルシフエリオンが戦っている気け配はいが、街の北きた側がわから漂ただよってくる。戦闘は三〇分以上続いていた。それだけ苦く戦せんしているのだ。

「……そろそろ対天使兵器ルシフエリオンも限げん界かいということでしょうか……」

　潮しお騒さいに包まれながら、少年は手のひらを上に向けた。拳こぶしを軽く握にぎり、ゆっくりとほどくと──手の中にペンダントが生まれていた。銀色のペンダントヘッドが月光に煌きらめく。

　アダムは、ロケットを開いた。

　中には古ぼけた写真が入っていた。幼おさない少女がやんわりと微笑ほほえんでいる。

　彼には写真を持つような趣しゆ味みは元もと々もとなかった。地上の習しゆう慣かんに毒どくされた写真の中の少女に、無理矢理押しつけられたのだ。

　そう、あれはちょうど今のような、穏やかな夜の海うみ辺べでの出で来き事ごと──




　幼い少年と少女が向き合っている。年の頃は一〇歳ほどだろうか。二人とも、宗しゆう教きよう画がの中の天使のように美しい容よう姿しをしていた。

　さざ波の音に消えてしまいそうなほど小さな声で、少年は問とう。

「本当に行くの？」

「ええ、行くわ。わたしたちの《神の計画アポカリプス》を実じつ現げんするために……」

「…………」

「やだ、そんな顔しないでよ。わたしたちは、天使……人類にとっては神の使いなのに」

「だけど、ボクたちは人間になるんだろ。世界最初の人類に」

「そうね……。新たな世界を作るため、世界で最初の恋をする──わたしたちは、そのために作られた」

「もしも、ボクたちが、恋をしなければ？」

　少年の問いに、少女は小さく笑った。

「始まる前から、世界は終わる」

「世界は恋で繫つながっている」

「だから、世界を続けるには、恋をしなくてはいけないのよ」

「残ざん酷こくだね」

　少女は少年の手にペンダントを握らせた。

「持っていて。地上ココでは、恋人の写真を持つという習しゆう慣かんがあるみたい」

「きみとボクは、恋人同士じゃないよ」

「だけど、恋をしなければいけないかもしれないでしょう？……じゃ、わたしは行くわ。地上ココで、少しだけ頑がん張ばってみる」

「ボクも、もう少ししたら行くよ」

「ええ、それまでは、さよなら──アダム」

「さよなら──イブ」




　堤防に腰掛けたまま、アダムは写真の中の少女を見つめていた。この写真を託たくされた当初は意味がよくわからなかったけれど、今では写真を託されて良かったと思っていた。

　再び手を閉じて、ペンダントを消けそうとする。

　──タンッ！

　乾かわいた銃じゆう声せいが波打ち際に響ひびいた。

「……くっ」

　少年の肩から鮮せん血けつが飛び散る。その手から、銀色のペンダントが滑すべり落ちた。

「ようやく、見つけたよ。最初の人類アダム」

　誰すい何かせずとも、声の主ぬしが誰だれだかわかった。

　ゆっくりと堤防の上に立ち上がる。

　最初の人類は、最後の人類と向かい合った。

「ようやく来ましたか──最後の人類オメガ」

















scene4

　ラブレター　──Cryin' in the Rain──















　未いまだに──わからないことがある。

　僕は、いつ〝あの人〟と《恋こい》に落ちたのだろう。

〝あの人〟のことを、愛あいしはじめたのだろう。

　初めは、妙みように馴なれ馴れしい《刺し客かく》としか思っていなかった。

　だけど、やがて一いつ緒しよに街まちを守るようになって、ケンカをして、笑い合って……

　気が付けば、僕と〝あの人〟の間に、《想いの繫つながり》が生まれていたように思う。

　そんなココロの繫がり──《絆きずな》




　それこそが、あるいは《恋》の始まりだったのかもしれない。




　　　■五月一三日（水）　午前三時二一分■




「よく来ましたね──最後の人類オメガ」

　アダムの肩かたから、癒いやしの力を持つ光の粒つぶが弾はじける。この少年は、僕と同じ不ふ死じ身みの身体からだを持っているんだ。

　鉛なまり弾だまがはき出され、傷きず口ぐちが癒いえていく。

　完全に修しゆう復ふくされてしまう前に──

　タンッ！　タンッ！　タンッ！　タンッ！　タンッ！　タンッ！　タンッ！

　続けざまに拳けん銃じゆうを撃うった。足、腕うで、胴どう体たい、満まん遍べんなく鉛弾を撃ち込んでやる。

　必要以上に近づいたりはしない。彼が妙みような力を持ってるってわかってるからね。

　マガジンを交こう換かんしながら、膝ひざを突ついたアダムを見下ろした。

「一いち応おう、種たね明あかしをした方がいいかな？」

　興きよう味みはなさそうだったけれど、無む視しして続ける。

　僕の考えたプランは、策さくと呼ぶには恥はずかしいようなものだった。

　僕は、アダムが天使を出現させるようすを見ている。天使が出現する《空くう間かんの切れ目》のようなものを、自分自身で作り出さなきゃいけないんだ。

　すなわち、彼は天使が出現する場所に、行く必要がある。

　ということは。

　天使が出現する場所を予測し、先回りをすればアダムに遭そう遇ぐうできるということだ。

　アダムが天使を出現させるのには、いくつかの法ほう則そくがあることがわかっている。

　特に重じゆう要ようなのは──

《天使は常つねに遠い位置に出現すること》

《天使は人じん家かのすぐ近くには出現しないこと》

　──この二つだ。

　二つの法則を利用して、僕は天使の──いや、アダムの出現箇か所しよを絞しぼり込んだ。

　全身から金色の光を弾けさせながら、アダムはニヤリと笑う。

「なるほど……。対天使兵器ルシフエリオンが三〇分以上同じ場所で戦い続けているのは……」

「そう、天使を倒さないようにしてくれとサクヤに頼たのんだんだ」

　天使は常に遠い位置に出現する──おかげで僕とサクヤは、街まち中じゆうを走り回される羽は目めに陥おちいった。だが、このルールは裏うらを返せば、《天使が現れた箇所の近きん隣りんには、次の天使が現れない》と言える。

　天使を倒さずにおけば、次の天使が出現するゾーンを狭せばめることができるんだ。

　タンッ！　タンッ！　タンッ！

　リズムを取るみたいに、三発弾丸を撃ち込んで、

「サクヤは今、街の北側で戦ってくれている。サド野や郎ろうのきみのことだから、街の南側を次の出現ポイントにするだろうと思ったら……案の定だね」

　海は街の南側に広がっている。見事に街の反対側だ。

「そして、もう一つ。きみは、人じん家かのすぐ近くには天使を出現させなかった。この法則によって、さらに出現ポイントを狭せばめることができるんだ」

《街の南側》に当たりをつけた僕は、にゃみちゃんに連れん絡らくを取った。《周囲に人家のない、アダムが天使を出現させそうなスポット》を全すべてリストアップしてもらい、しらみつぶしに回った。

　アダムを見つけるのに、三〇分も掛かかってしまったってワケだ。

　このゲームを終わらせるには、アダムを直ちよく接せつ叩たたくのが早い。それはわかっていた。

　しかし、この策には多大な危き険けんが伴ともなう。

　サクヤに、天使を引きつけ続けてもらわなくちゃいけないからだ。

　しかも、僕がアダムを見つけられるとは限かぎらない。天使の出現場所に、彼が事じ前ぜんに待たい機きしているという希望的観測を前ぜん提ていとした策だしね。

　見つけられなければ、残るのはリスクだけ。

　だからこそ、このプランの実行を躊躇ためらっていたんだ。

「さすがに天使の一員らしい律りち儀ぎさだ。でも、律儀さってのは、僕は美び徳とくじゃないと思ってるんだよ。裏をかかれやすいだろ」

「あくまでもゲームのつもりでしたからね……攻こう略りやくの余よ地ちを残しておいたんです」

「そんな格好で言っても、遠とお吠ぼえにしか聞こえないね」

　僕の言葉が悔くやしかったのだろうか、身体中を撃たれながらもアダムは立ち上がった。

　血にまみれた指先で、自らの唇くちびるをなぞる。

「《対天使兵器ルシフエリオンをあなたの手で殺す》という勝利条件も与えていたのに……一いつ顧こだにしませんでしたね。実につまらない」

「僕がサクヤを殺すだなんて思っていないだろう？　本気でサクヤを殺させたかったら、街を破壊し、人々を殺すべきだ。僕がいうのもなんだけど……きみがやっていることは、とてもヌルいね」

　マガジンを素す早ばやく交換し、続けざまに引き金を絞しぼる。

　今度はアダムは膝を突かなかった。身体から血液と光の粒を噴ふき出したまま、冷たい瞳で僕を見つめている。身体にめり込んだ弾丸が排はい出しゆつされた。堤防の上に落ち、涼やかな金属音が響く。

　彼の視線を真っ直ぐに受け止めて、僕は問うた。

「アダム。きみの本当の目的はなんだ？　なぜ、こんな茶ちや番ばんを仕組んだ？」

「……ボクの目的は、あの対天使兵器ルシフエリオンを戦わせることですよ。戦わせ、戦わせ、戦わせ、追いつめて、追いつめて、追いつめて、そして──」

　そこで、アダムは言葉を切った。

　月明かりの下、潮しお騒さいが僕たちを包む。

　原げん初しよと終しゆう末まつ──アダムとオメガ。相あい反はんするが故ゆえに、どことなく似通った僕たちの間を、潮風が吹き抜けた。

　ふいに、アダムは笑みを浮かべる。

「──苦しみの中で、死なせたかったのです。ただ、それだけのこと」

「サクヤを殺したいだけなら、もっと有効な方法がある。なぜそれを採らないのかって聞いているんだけどね？」

「言ったでしょう？　ボクはあなたが嫌いなんです。……個人的な理由ですけどね」

「僕を苦しめたい……そんなくだらない理由で、こんなまだるっこしいコトをしたっていうのか？　信じがたいね」

　僕の問いに、アダムは答えなかった。

「今日のところは、あなたの勝ちということにしましょう。ご褒ほう美びに、猶ゆう予よをあげますよ。しばらくの間、かりそめの平へい穏おんをあなたにあげましょう」

「いらねえよ」

「猶予は必要ないですか？」

「おまえの許きよ可かなんていらないって言ってるんだ。僕は、卒業の日まで無ぶ事じに過すごしてみせるさ」

「それは、愛する人のためにですか？　それとも……サクヤのために、ですか？」

「…………」

　無む言ごんのまま、拳けん銃じゆうをアダムに向けた。引き金を引き絞しぼる。

　弾丸が当たる前に、月光に溶とけるように、少年の姿すがたは搔かき消えた。後に残されたのは、さざ波の音だけ──ではなかった。

　堤防の上に、キラキラと輝かがやくものを見つけたんだ。手に取ってみる。

　それはペンダントだった。ロケットの中に、写真が入っている。

「これは……？」

　幼い少女の姿が写っていたんだけど、見覚えがある気がする。

　このコって、なんだか、すごく──……

「って、こんなことしてる場合じゃない」

　ペンダントをポケットに放り込むと、堤防から飛び降りた。まだ天使の気配がする。サクヤは天使を引きつけ続けてくれてるんだ。

　こんな僕を、信じて──







「ハ────ッ！」

　サクヤが大たい剣けんを振ふるい、最後の天使が倒たおされた。

　断だん末まつ魔まの悲鳴をあげることなく、天使は輝かがやく結けつ晶しようとなって消える。

　サクヤは大きなお屋や敷しきの広大な庭──その片かた隅すみで戦っていたんだけど、天使を斬きり終えた直後、

「つ、疲れたぁ～……」

　彼女には珍めずらしく、情けない声を出した。芝しば生ふの上にペタンと座すわり込んでしまう。

「おつかれさま」

「……約束通り、私は天使を引きつけた。で、おまえの方は、どうなの？」

「僕もバッチリだよ。やっぱりヘンな天使がもう一体いた。《違い和わ感かん》をほとんど感じなかったけど……いつも通り腕を与えたら帰ってくれたよ」

　サクヤはへたり込んだまま、なるほどと頷いた。

「天使を産うみ出す天使なんて聞いたことがないけど……かなり上じよう位いのヤツだと思う。最上位の天使は、逆ぎやくに《福ふく音いん》が弱まるって教わったから」

　ピガッ──ポケットの中で小型の無線機が喚わめいた。無線機を耳に当てると、にゃみちゃんの心配げな声が流れてくる。

『こちら、にゃみです！　ひぃセンパイ、応おう答とう願ねがいますっ！』

　スイッチを押して、話をする。

「にゃみちゃん、どうしたの？　どうぞ」

『よかった……ご無事だったんですねっ！　私は心配しすぎて死んじゃいそうでしたっ！　どうぞー』

「僕は不死身だから、心配することないってば」

『それでも心配なものは心配なんですっ。それがオンナゴコロというものなのですっ』

「……よくわかんないけど。今夜は、ありがとう。もう全部終わったよ」

『そうですか……。それはよかったです……』

　無む線せん機きからあからさまな安あん堵どの声が漏もれてくる。本当に心配してたみたいだね。

「にゃみちゃんにも、すごく頑がん張ばってもらったね。このお礼はするよ。なにか僕にして欲しいことあるかな？」

『えっと……あの…その……それじゃですね……一度でいいですから、私と《夜明けのモーニングコーヒー》を飲んで頂いただけないでしょうか？　ひぃセンパイ、私の家に遊びに来ることはあっても、一度もお泊とまりは、』

「モーニングコーヒー？」

　ふむ……？　少し考えた僕は、頷うなずいた。

「わかった。そんなことでいいんだね」

『いいんですか？　やったぁ！　すごく、うれしいですっ！　いっぱいいっぱいご奉ほう仕ししちゃいますっ！　そりゃあもう、一晩中ですぅっ！』

「じゃ、いつにする？　日曜の朝に喫きつ茶さ店てんで待ち合わせるのがいいのかな？」

『…………』

「ん？　にゃみちゃん、どうしたの？」

『ひぃセンパイのバカっ！』

　ピガ[image: ][image: ][image: ]っ──耳に痛いノイズを残して、無線がいきなり切れた。

「……って、なんで僕がバカなんだろうな？」

　肩を竦すくめながら、無線機をポケットに戻した。サクヤは相変わらず疲つかれ切きったようにへたり込んでいる。

　と、そのとき、お屋敷の人だろうか。遠くから怒ど声せいが飛んできた。

「コラー！　誰かいるのか！」

「ヤバっ！　サクヤ、逃げるぞっ！」

「……うんっ！」

　手を差し出すと、サクヤは素直に僕の手を摑つかんだ。彼女を立たせてあげる。

　僕たちは、二人並んで逃げ出した。

　手を握ったままだったのは、いわゆる不ふ可か抗こう力りよくってヤツだ。




　　　■五月一三日（水）　午前三時四七分■




　深夜の街は、闇やみに沈しずんでいた。

　夜や間かん外がい出しゆつ禁きん止し令れいが出ていることに加え、ほとんどの家が雨戸やカーテンを閉しめ切きってるせいだ。《天使は灯あかりが漏もれている家を狙ねらってくる》という噂うわさが流れて、分ぶ厚あつい暗あん幕まくが飛ぶように売れた時じ期きがあった。結局、それはデマだったんだけど、その頃の名残なごりで光を漏らさないようにしてる家が多かったりする。

　静せい寂じやくに包まれた夜の底で──

「ヒソカっ！　おまえがちゃんと運転しないからでしょう!?」

「僕のせいじゃないよ！　勝手にバイクがケムリを噴ふき出したんだって！」

　僕とサクヤはケンカをしていた。

　戦せん闘とう服ふくに身を包んだままサクヤは、腕組みをしながら怒おこったような息を吐はく。

「やっぱり自分で走って帰ればよかった。おまえに乗せてもらうなんてことせずに」

「おいおい、その言い方はひどいね。激しいバトルの後で疲れてるだろうと思って、気を遣つかってやったってのに」

「おまえに気遣われなくちゃいけないほど、私は軟なん弱じやくじゃない」

　僕を睨にらみ付けようとしたサクヤが、プッと噴ふき出した。

「ヒソカ。ひどい顔してる」

「え、なんかついてる？」

　手でゴシゴシこすって見ると、ススみたいなものが顔にこびり付いてる。

「ああ、きっと、さっきバイクがぶっ壊こわれた時に……」言いながらサクヤを見て、僕も笑ってしまった。

　サクヤの顔も《泥どろ棒ぼうヒゲの生はえたパンダ》みたいな感じで黒くなっていたんだ。

「きみも人のこと言えないよ」

「ま、まさかっ、私にもっ……笑うなっ」

　怒いかりの表情を浮かべたけれど、

「……ヒソカっ。その顔でこっちを見るなっ」

　すぐに噴き出してしまう。声を立てることなく、口元を押さえて肩を震ふるわせるだけだったけど、確かにサクヤは笑っていたんだ。

　僕たちは、お互たがいの顔を見て笑い合った。

「ちょっと顔洗あらって行こうか」

　すぐ近くにある公園へとサクヤを連れていった。僕のウチの近所にあるものよりも大きくて中央に立りつ派ぱな噴ふん水すいが設しつらえられている。

　噴水は止められていた。南なん京きん錠じようがついた鉄製のフタをこじ開けて、電でん源げんを入れる。白い噴水がライトアップされ、涼すずやかな音を立てて水が噴き出した。僕たち以外誰もいないような闇に包まれたセカイに、そこだけ明るさが灯ともったような。

　噴水の水を手で受けて、顔を洗おうとしたら──ザバザバザバっ！

　水音が聞こえた。スカートの裾すそが水に浸つかるのにも構わず噴水の中に入っていく。

「お、おい！　サクヤっ！」

　汚れた顔を上に向け、まるでシャワーを浴びるようにサクヤは水を浴びた。

「ヒソカ。おまえも来い」

「ちょっ、引っ張るなって！　うおっ!?」

　僕は頭から噴水にダイブしてしまう。

　なにすんだよ！　文もん句くを言おうと顔を上げて、思わず息を飲んだ。

《雨に唄うたえば》のワンシーンみたいに腕を広げて、サクヤは降ふり注そそぐ水を全身で受け止めていた。気持ちが良さそうに目を閉とじている。

「気持ちいいよ……」

　キラキラと輝く水を纏まとった彼女の横顔はとても綺き麗れいで、なんだかドキッとしてしまった。

　マネしてみろ、とでも言いたげにサクヤは視線を投げてくる。

　サクヤにならって水を浴びてみた。水は冷たかったけれど、激はげしいバトルの後の火ほ照てった身体にはちょうどいい。

「本当だ。気持ちいいね……」

　サクヤは薄うすく目を開いて、僕のようすを黙だまって眺ながめていたけれど、満足げに小さく頷うなずいた。再び顔を上げ、噴水のシャワーを浴びる。

「きみって、こんなハッチャケた行動を取るタイプじゃないと思ってたんだけど」

　僕の問いにすぐには答えなかった。冷水を浴びているからだろうか。サクヤは肩を上下させている。昂たかぶった気持ちを抑おさえているようにも見えた。

　ふいに、サクヤが吐と息いきを漏もらした。

「とても、気分がいいの」

「気分がいいって……天使を退しりぞけることができたから、かな？」

「それもあるけど……」

　なにかを言いかけたけれど、ふん、と小さく鼻を鳴らして言葉を飲み込んだ。

　あるけど……なんだって言うんだよ？

　答えの代わりに、サクヤは自分の顔の横辺あたりに軽く手をあげて、

「ヒソカ。おまえも手を出して」

　言われるままに手のひらを向けると、

　パンッ──ハイタッチをしてきた。

　打ち鳴らされた手と手から水すい滴てきが跳はねて、スパンコールみたいに鮮あざやかに煌きらめく。

「街を守れて、よかったな」

　水みず飛沫しぶきを纏まとわせたまま、サクヤは真ま面じ目めな顔して僕を見上げた。

　彼女がなにを言おうとしたのか。どんなことを感じているのか。僕にはわからない。

　だけど、サクヤの視線を真っ直ぐに受け止めた僕は、別のことに気付いた。

　サクヤの瞳ひとみ。黒こく瞳どうに宿る光が、変化しているような気がする。

　出で逢あった頃、サクヤの瞳はあまりにも冷たかった。《殺さつ意い》と《使し命めい感かん》によって、研とぎ澄すまされた刃やいばのように無む機き質しつに輝いていた。

　今もサクヤの視線は冷れい淡たんなものだったけれど──《冷たさ》の中に、微かすかに違う感情が交まざっているように見えたんだ。

　恋人を見つめる甘あまやかさでもない。

　友達に向ける優やさしさでもない。

　もっと別の──温あたたかな光。

「ヒソカ？　なにをぼーっとしている？」

　サクヤが困こまったような声を出した。

　その言葉で、我われに返った。って、おいおい。この状じよう況きようは……どうなんだろうね？

　激しいバトルの後、深夜の公園で二人。

　煌きらめく噴水の水を浴びながら、思いっきり見つめ合っちゃうなんてさ。これが映画だったら、間違いなくキスに突とつ入にゆうする場面シーンだろう。もちろん僕は、そんなハリウッド的お手軽な精神構造はしてないから、雰ふん囲い気きに流されたりはしないけどさ。

　なんだか照れくさくなって、軽口を叩いた。

「その戦闘服いいなあと思ったんだよ。水に濡ぬれると特に」

「え……？」

　自分の服を見下ろしたサクヤは、慌あわてて胸むな元もとを隠かくした。水に濡れて胸元が透すけてしまっていたんだ。

「へ、変なこと言うなっ！」

「隠しちゃうのか。もったいないな。すごく色いろっぽくてドキドキしたのに」

「そっ……それは、もっと見せれば私を好きになるかもしれないってこと？」

「あるいは、そうかもしれないね」

　胸元で腕を組み頰を染めていたサクヤは、「うう……ううう……っ」

　恥はずかしそうにうなりながら、胸の前で組んでいた腕をほどこうとした。

　うわ、しまった。サクヤの性せい格かくを忘れてた。まさか真まに受けるとは思わなかったよ。今さら『うっそぴょーん』なんて言えないし。

　焦あせりまくる僕をよそに、サクヤは息を止め、ギュッと目をつぶった。

「…………っ！」

　胸を隠していた腕を、一いつ瞬しゆんだけほどく。

　けど、すぐにバッと音が出そうな勢いで腕を元に戻した。耳の先までピンク色に染めて、僕の顔を覗のぞき込む。

「ど、どう……？　好きになった？」

「えっと、その、もちろん、うん、なんていうか………………………ごめん。冗じよう談だんだよ」

「……なっ!?」

　真まっ赤かだった顔がスーッと青くなり、すぐまた朱しゆに染そまった。この赤さは、恥ずかしいからじゃないよね、たぶん。

「ヒソカっ！　おまえは斬きるっ！」

　シュピン──！

　サクヤは凄すさまじい速度で大剣を出現させた。

「悪かった、謝あやまるよ」

「うるさいうるさいうるさいっ[image: !!!]　そういうウソは、だっ、ダメなんだからっ！」

　片手で胸元を隠したまま剣を振るった。

　見事に身体を刺さし貫つらぬかれ、僕は激しい水音を立てて倒れ込んでしまう。

　なにも心臓を一ひと突つきにすることないだろ──と言いたかったけど、今回に関しては変な軽口を叩たたいた僕が全面的に悪いよね。黙だまっておくことにしよう。

　ザブザブと水を蹴け散ちらしてサクヤは噴ふん水すいから出ていく。だが、水からあがったところで、

「言い忘れてたことがあった」

　振り返らずに声を掛けてくる。

「ヒソカ。おまえはイヤなヤツだ。だけど、相そう思し相そう愛あいにならなくちゃいけない。だから、プレゼントを用意した」

「プレゼント？」

「そう。師し匠しようから、アドバイスをもらったの。さっきみたいな冗じよう談だんを言うヤツにはあげたくないけどっ！」

「またかよ……」

　師匠っていうのは、我が校の生徒会長。高たか天まが原はらＡはじめのこと。恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しやを名な乗のる高天原センパイを、サクヤは恋愛の師匠だと思いこみ信しん奉ぽうしているようだ。迷めい惑わくなことに。

「直ちよく接せつ渡わたすのは…その…どうもアレだから」

「アレ？」

「ぐ……っ」言葉を詰つまらせたサクヤは、吐はき捨すてるように「クッキーを渡した時に思い知った。手渡しはすごく恥ずかしい。だから、師匠に託たくしておいた。潔いさぎよく受け取ってっ」

　プレゼントね……。高天原センパイの入れ知ぢ恵えだ。どうせロクなもんじゃないだろうな。

「それじゃ、また明日……学校で」

　去ろうとするサクヤに、僕は声を掛けた。

「待ってよ、サクヤ」

「なに？」

「どうしてさっきハイタッチなんてしたの？」

「別に。意味はない。……昔むかし、戦友とも同じことをしていた。それだけ」

　濡れたスカートを蝶ちようのように翻ひるがえして、サクヤは夜の帳とばりへと跳ちよう躍やくした。

　水に打たれながら、僕は夜空を仰あおぐ。

　なんだか気持ちが良かった。僕たちはうまくいっている。素直にそう思えたから。

　天使の脅きよう威いに晒さらされた街は暗く沈んでいたけど、おかげで星がとても綺麗に見えるね。

「これからもよろしく頼むよ、サクヤ」




　　　　[image: ]




　このとき、僕は、

　いったいなにを信じていたんだろう。





　　　　《温かさ》が引き金となって、ココロが《冷たさ》を取り戻していく。






　全ては──全ては幻げん想そうに過ぎないのに。





　　　　恒常性ホメオスタシスを維持するためのシステムが作動する。






　幻想は──幻想でなくちゃ、いけないのに。





　　　　オメガ椎堂密が、椎堂密オメガであるために。

　　　　既すでに死んでいる僕が、生きていくために。

　　　　壊れ果てたセカイで、ただ愛を貫つらぬくために。






　それなのに、僕は──




　　　■五月一四日（木）　午後八時一七分■




　僕は《人じん命めい》に優ゆう先せん順じゆん位いを付けている。

　僕の目的は《学校を卒業すること》であり、あくまで《街を守ること》は手しゆ段だんに過ぎない。だから、学校の維い持じに必要な人命を優先的に助けるのは当然のことだろう？

　具ぐ体たい的てきに言うなら、

１、《クラスメイト》、《協力者》

２、《桜さくらヶが丘おか高こう校こうの生徒》

３、《教きよう師し》《生徒の親しん族ぞく》

４、《街の維持に必要な職業の人々》

５、《その他の市民》

　こんな順番になるかな。

　もちろん、来らい夏かと妹の微かすかはランキングのさらに上位に位置している。この二人はなにがあっても助けようって決めてるんだ。危険に晒さらすつもりすらない。

　あ、ちなみに。

　睡すい眠みん薬やくを飲ませて横浜に避ひ難なんさせていた来夏と微は、ちゃんと無事に戻ってきた。目を覚ました幼なじみは「うわーん、眠っちゃったよ！　風邪薬飲んだせいかな!?　てゆーか、大事な話ってなんだったの!?　今度はちゃんと聞くから教えてー！」なんて喚わめきまくってて、誤ご魔ま化かすのに一苦労だったけどさ。ともあれ、さつきちゃんには感謝しなきゃいけないだろうね。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

《全ての人は平びよう等どう》《人の命を選ぶなんて傲ごう慢まんだ》なぁんて言う人もいるかもしれない。

　だけど、逆に問といたいぐらいだね。

　本当に、全ての人は、平等なのか？

　答えは否いなだろう。誰だって、自分が愛いとしい。そして、赤の他た人にんよりも、自分に関かかわる人の方が大切なはずだ。《人類皆みな平等》なんて、単なる標語キレイゴトに過ぎないよね。

　僕は生きているだけで、地球上の全ての人類を危き機きに晒している。それがわかっていて、なお生き続け──卒業の日に〝あの人〟に再び巡めぐり逢あうと決めている。

　そう決意した瞬間──全人類に犠ぎ牲せいを強しいると決めた時じ点てんで、自分を偽いつわるのはやめた。傲慢だろうが残ざん酷こくだろうが、僕は選ぶ。人の生命を選せん択たくする。全てを守るなんて所しよ詮せんは無む理りだから、僕は僕の望むものを優先的に守ると決めたんだ。

　とはいえ──

「犠牲がないに越したことはないんだけどね」

　翌日の夜。天使の現れる予よ兆ちよう、《違和感》を覚おぼえる方向へ、自転車を走らせていた。いつもならサクヤが一いつ緒しよに駆かけているところだけど、今夜は僕一人で。

　僕がレーダーとなりサクヤが天使を屠ほふる──いつも通りの方法で天使を倒していた時、新たな《違和感》が弾はじけたのを感じたんだ。だから、僕一人で天使を追い払いに向かっているというわけ。

　サクヤが来る以前は、同時に天使が現れた場合、片かた方ほうを見捨てなくてはいけなかった。必要な生命を選び取る必要に迫せまられたんだ。判断を誤あやまって、ウチの学校の生徒に死者が出てしまうことも少なくはなかった。

「選ぶ必要がなくなったのも、サクヤが来てくれたおかげだよな」

　夜風を切って自転車を走らせる。心なしか、踏ふみ下ろすペダルも軽いような気がした。

　急な坂を立ち漕こぎで一気に駆け上がり、天使の発はつ生せい場ば所しよへと急きゆう行こうする。

《違和感》は公園から漂ただよってきていた。奇くしくもそこは、昨日の夜、サクヤと噴ふん水すいの水を浴びた公園だ。

　オオオオオオォォォォォォォ──……

　天使の慟どう哭こくがビリビリと鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　白大理石でできたような美女像──ただし顔面が熱ねつした蠟ろう人にん形ぎようみたいに溶とけてる──が、腕を横に広げた。

　空気を切きり裂さく音と共に高速度で錆さびた鉄板が打ち出され──噴水が粉こな々ごなに砕くだかれる。水が勢いよく噴き出した。

　いつも通り、お引き取り願うとしようかな。腰こしに隠かくしていた拳けん銃じゆうを抜ぬこうとしたとき、

「た、助けて！」

「立てよ！　早く逃にげるんだ！」

　悲ひ鳴めいが聞こえた。壊れた噴水の陰かげから、ウチの学校の制服を着た男女が飛び出してくる。

　見み覚おぼえのある顔じゃなかった。だが、二人がどんな関係なのか想そう像ぞうに難かたくはないよね。

「夜間外出禁止令が出てるのに……デートとは感かん心しんしないな。気持ちはわかるけど」

　学校の生徒は守るべき優先順位が高い。助けてあげなきゃいけないだろう。

　言い訳わけするみたいにココロの中で呟つぶやいて、二人の元へ駆かけつけようとした。

「な、なにをしてるんだ、きみっ！　天使に襲おそわれるぞ！」

　後ろから声を掛かけられた。制服を着た警けい官かんが駆けつけて来たんだ。新しん米まいなのだろうか年ねん齢れいは僕とあまり変わらない感じ。足の震ふるえが止まらないらしく、腰ひもや手て錠じようの鎖くさりがカチャカチャと鳴なる音が聞こえた。

　面倒だな……舌打ちしながら、抜きかけていた拳銃を腰に戻もどす。

「は、早く逃げなさいっ！」

　僕を押しのけ、警官はホルスターから拳銃を抜いた。夜よ空ぞらに向けて空くう砲ほうになってる最初の一発を撃うつ。

「止まれ！　とととっ、止まらんと撃つぞ！」

　天使相手に威い嚇かくが効きくわけないだろ。邪じや魔まなんだよ。イライラしながら警官を睨にらんだ。

　天使はゆっくりと空中を漂ただよい、逃げようとする男女に迫る。

　このままでは、二人は殺されてしまう。

　今すぐにでも助けなくてはいけない。

　しかし──思わず足が止まってしまった。

　すぐ目の前に警官がいる。拳銃や不ふ死じ身みの身体を見られたら後あと々あと面めん倒どうだ。口くち止どめの方法がないわけじゃない。しかし、学校の生徒に比くらべて、警官が相手じゃそういった細さい工くが面倒なのも事実だった。

　一瞬だけ、僕はためらってしまったんだ。

　その刹せつ那な、

　オオオオオオォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が一ひと際きわ大きく慟哭した。二人に向けて、錆さび付ついた鉄てつ板ぱんを飛ばす。

　高速度で飛ひ来らいした鉄板は、男子生徒のすぐ横の地面に突き立った。

　このままじゃ二人は殺される──！

　脳のう裏りによぎる迷まよいを吹き消し、拳銃を抜いた。背を向けている警官の首くび筋すじに向け、思い切り台だい尻じりを叩たたきつける。

「が……っ!?」

　悲鳴にもならない呻うめき声をあげて、警官はその場にくずおれた。

「二人とも、早く逃げろ！」

　抱だきしめ合うようにうずくまる男女に向けて、そう叫さけんだ。大地を蹴けって駆け出す。

　天使に襲われていたカップルは、僕にすがるような顔を向けてきた。

　僕が逡しゆん巡じゆんしていたのは、時間にして数秒のことだったろう。

　天使は──そして残ざん酷こくな神は、その刹せつ那なすらも見み逃のがしてはくれなかった。

　オオオオオオォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使は鉄板の雨を降らせた。

　とっさに少年が恋人の身体を庇かばう。

　ギン！　ギン！　ギン！　ギン！　ギン！

　激はげしい金きん属ぞく音おんが響ひびき、噴水が、ベンチが、ブランコが、粉こな々ごなに破は壊かいされた。

　そして、凶きよう暴ぼうな破壊力を持つ鉄板の一枚が、愛し合う二人を襲った。

　鉄板の直ちよく撃げきを受け、制服を着た二人の身体が紙かみ細ざい工くみたいに宙を舞まう。

　地面に叩きつけられた時、少年の顔──その首は胴どう体たいから離はなればなれになっていた。

　彼は死んだ。瞬時にそう判断して、僕は女子生徒の方へと駆かけ寄よった。

「おい、きみ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　破は裂れつした水道管から、激しく水が降り注いでくる。冷たい水を浴びながら、女の子の身体を抱き起こして……僕は思わず顔を背そむけた。

　彼女の胸に深々と鉄板が刺ささっていたんだ。

　制服が鮮あざやかな赤に染まっている。この血の色は肺はいがやられた証しよう拠こ。

　恐らく致ち命めい傷しようだ。もう、助からない。

　心しん臓ぞうが摑つかまれたみたいに、一瞬だけ痛んだ。

　大きく息を吸すって、吐はいて──動どう揺ようするココロに再さい起き動どうを掛ける。外科医のように落ち着いた精神で、少女を見やった。

　ショートカットの可愛かわいい女の子。制服の首くび輪わについたドッグタグには《ＹＵＭＩ　ＳＨＩＲＡＳＥ》の刻こく印いんがあった。一年生らしい。

　血を吐きながらも、ユミさんは問うた。もがくように手を宙にさまよわせる。

「…は……無ぶ事じ？　わたしを庇って……」

　途と切ぎれがちな言葉だけど、愛する人の安あん否ぴを気き遣づかっているのだとわかった。

「目が見えてないのか」

「霞かすんで……よく見えないの……」

　恋人の首は苦く悶もんの表情を浮かべたまま、壊れた噴水が作り出す泥どろ水みずに浮かんでいる。それを横目に僕は答えた。

「ああ、彼は無事だよ。元気だ」

「……よかった……」

　女の子はそう呟くと、大量の鮮せん血けつを吐いた。胸の傷口からも血が流れ続け、泥水を赤く染めていく。激はげしい痛みに少女は顔を歪ゆがめた。

　気きの毒どくに……気の毒？

　いや、気の毒だとは思わない。単純にユミさんたちが死ぬ順番だった。《死し亡ぼうフラグ》が立ったってだけだ。いくら泣いても、こぼれたミルクは元には戻らない。ならば無む駄だな感情は抱いだくだけ損そんだ。

　苦悶の表情のまま、彼女は口を開いた。

「わ、わたし……死ぬの……？」

　きみは死ぬよ。もう助からない──そのセリフを飲み込んで、

「死ぬわけないさ。大丈夫だ」

　鮮血で真っ赤に染まった唇くちびるを震わせて、少女は呻うめいた。右目から、降り注ぐ水とは違う温あたたかな雫しずくがこぼれ落ちる。

「死にたくない……。死にたく…ないよ……！　ようやく……幸せになれると……思ったのに……まだデートも……してないのに！　イヤだ怖こわいよ……死にたくないよ……っ」

「悪いけど……」

　肩を竦すくめながら、ココロの中で続ける。

　──きみの人生ドラマに興きよう味みはないよ

　オオオオオオォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が空に向けて慟哭した。

　雲くもが裂さけ、切れ間から光が降り注いでくる。破壊の限かぎりを尽つくした公園を、天使は《回収》しようというんだ。

　この光の中にいたら、僕まで天に召めされてしまう。《回収》されても復ふつ活かつできるけど、いろいろ面めん倒どうなんだ。

「お願い……助けて……」

　死を怖がるユミさんを落ち着けるように、その身体を抱きしめた。彼女の顔を僕の胸に押し当て、目め隠かくしをする。

　僕は優やさしく──銃じゆう口こうを突き付けて、

「ごめんね。もう時間切れだ」

　タンッ──少女の頭を撃うち抜ぬく。

　女の子の身体が、バネ仕じ掛かけの人形みたいに跳はね上がり、それきり動かなくなった。

　絶ぜつ命めいした少女の両目を閉じ、身体を恋人の元へと運はこんであげる。

　死んでしまえば、もはやこれは《シラセ　ユミ》ではなく、ただの肉にく塊かいだ。だが、最低限の手向けをしてあげる程度の正常マトモな精神は僕だって持ち合わせているんでね。

　二人の身体を寄より添そうように横たえて、急いでその場から離り脱だつする。

　神こう々ごうしさすら感じさせる光の中、ゆっくりと公園の残ざん骸がいが空へと昇のぼっていった。

　殺されてしまった二人も、寄り添ったまま天空へと吸い込まれていく──

　そのようすを、見つめ続けていた。

　二人の姿が見えなくなるまで。

　悲しみも感じない。憎ぞう悪おも、憤ふん怒ぬも感じない。ココロは、凪ないでいた。

　なぜなら、これが普通だから。

　サクヤのおかげで格かく段だんに被ひ害がいは減へったけれど、本来はこれが僕たちの現実リアルだ。あまりに、ありふれた《日常》なんだ。

　だから、嘆なげかない。苦く悩のうなんてしない。

　雲の切れ間が閉とじ、天使が光の中へと吸い込まれていく瞬間に、

「ヒソカ……」

　声を掛けられた。顔面を蒼そう白はくにさせたサクヤが、身体を震わせている。

「やあ、サクヤ。そっちはどう？」

　彼女はなにも答えなかった。

　破は裂れつした水道管から水が溢あふれ、大地を打つ音だけが僕たちの間に流れる。

　唇を微かすかに震わせていたサクヤは、血を吐くような口く調ちようで尋たずねてきた。

「どうして……撃ったの？」

「……見てたのか」

　何なに気げない調子で答えて、肩を竦める。返り血にまみれたシャツを見下ろして、

「汚よごれたから、顔を洗わせてくれないかな」




　　　■五月一四日（木）　午後八時三三分■




　夜の公園で、煌きらめく水すい滴てきに打たれながら、見つめ合う──シチュエーションは先日と同じと言ってよかった。

　しかし、《本ほん質しつ》はあまりにも異ことなっている。あたかも《生せい者じや》と《死し者しや》のように、両者の間には深い溝みぞが横たわっていたんだ。

　公園は原げん形けいを止とどめないほどに壊こわされ、破は裂れつした水道管から水が噴ふき出し続けている。僕たちを照てらしているのは、横よこ倒だおしにされて明めい滅めつしている街がい路ろ灯とうだけだ。

　降ふり注そそぐ水に打たれながら、サクヤは僕を睨にらみ付けていた。出で逢あったばかりの頃のような完全な無む表ひよう情じようで。その瞳ひとみに宿やどった光も刃やいばのように冷たい。

　戦せん闘とう服ふくに身を包つつんでいるサクヤは、僕の首くび筋すじに大剣を突き付けて、

「どうして、彼女を殺した……？」

　サクヤは今にも斬きりかかってきそうだった。彼女を落ち着けるように、できるだけ冷れい静せいな声で語りかける。

「殺したとは人聞きが悪いね。撃うつ瞬しゆん間かんを見ていたんなら、サクヤにもわかっただろう？　あの娘こはもう助からない。だから、トドメを刺さしてあげたんだよ」

「でも……だからといって……！」

「きみは知らないかもしれないけど、天から放はなたれる光に包まれて空へ昇のぼっていく間、人は死ねないみたいなんだ。天使に《回収》されると、僕の身体の治なおりが悪くなるってのも関係があるかもしれないね。ま、なんにせよ、瀕ひん死しのまま《回収》されると長い間苦しむことになる。だから、殺してあげた方が彼女のためなんだよ。違ちがうかい？」

　言葉を失ったようにサクヤは唇をわななかせた。しかし、剣を握にぎり直し、僕の首にさらに刃を押しつけて、

「そもそも、どうして二人を助けられなかった!?　おまえは天使が現れる予よ兆ちよう……《福ふく音いん》を感じてすぐに、ここへ向かった。十分に間に合ったはず！」

　どうしても僕をワルモノにしたいみたいだね。ため息いきを吐つきつつ、顎あごでしゃくるように気絶している警官を指さし示しめした。

「あの警官に邪じや魔まされたんだよ。不ふ死じ身みのカラダを見られたくなかったから、二の足を踏ふんだ。それが理由さ」

　刃が首の皮ひ膚ふを破やぶって食い込んだ。鋭するどい痛みを感じる。

「保ほ身しんを優ゆう先せんさせたの……!?」

「ま、平ひらたくいえばそうなるね。ただ、ここで警官にバレるのは、街を守る上でもマイナスになると思うよ。《違い和わ感かん》を感じ取る能のう力りよくは、サクヤより僕の方が上だ。僕たちは二人揃そろってこそ、最大限の力が発はつ揮きされる。そうだよな？」

　答えは返ってこなかった。構かまわず続つづける。

「レーダー役の僕が警察に目めを付つけられて、動きづらくなったら……街を守る上で確かく実じつにマイナスだ。だから、警官を気絶させなくちゃいけなかった。時間を食くったせいで二人が死ぬことになったのは、申し訳ないと思う。でも、責められる謂いわれはないね」

　怒いかりを抑おさえきれないのか、サクヤの身体は小こ刻きざみに震えていた。

「ひょっとして、怒おこってるの？　なんで怒ってるのか、わからないね。僕は初めから、こういう人間だった。きみだって、わかっていたはずだろ？」

「…………」

　やっぱり、なにも答えない。

　やれやれ、ヘソを曲げちゃったみたいだね。彼女はこういう効率を重視した考え方は嫌いみたいだから無理もないけどさ。

　ま、いいや。僕が取るべき手段は一つだ。

　首に食い込む刃を指先で逸そらして、笑顔を浮かべた。悪あく徳とく商しよう人にんみたいな作り笑いを。

「サクヤ。僕は間違っていないハズだよ」

　ゆっくりとサクヤに近づく。

「僕たちは今まで、ほぼ完かん璧ぺきに街を守りきってきた。だけど、それは運が良かったんだ」

　サクヤに向けて歩ほを進める。煌きらめく水すい滴てきが彼女の震える白い肩で弾はじけていた。

「これは仕し方かたがないことなんだ。僕たちがいくら力を合わせても、いくら力を振ふり絞しぼっても、完全に街を守りきることなんて不ふ可か能のう。どうしても犠ぎ牲せいは付きまとうんだよ」

　僕とサクヤの間には、微かながらも《仲なか間ま意い識しき》みたいなものが生まれている。ならば、僕が取るべきは《挑ちよう発はつ》や《強きよう制せい》、ましてや《脅きよう迫はく》ではない。

《懐かい柔じゆう》だ。

　サクヤの白い頰にそっと触ふれた。キスをするみたいにサクヤの鼻先に顔を近づけて、

「ねえ、サクヤ。僕たちはうまくやれている。これからも、今まで通りやっていこう。きみが街を大切に思い始めているのは理解してるよ。だけど僕のやり方もわかって欲しい」

　サクヤは僕を見上げて、黙だまっていた。

　水滴が、彼女の頰を流れていく。それはまるで涙なみだが零こぼれているみたいに、見えた。

　サラサラ──降りしきる人じん工こうの雨あめが僕たちの体温を奪うばっていく。

　どれほどの時が経たっただろうか──

　ようやくサクヤが口を開いた。

「おまえの言うことは……正しいのかもしれない。間違っていないのかもしれない」

「そうだろう？　だったら、」

「でも……！」

　サクヤは僕の手を振り払った。一いつ層そう鋭するどい眼まな差ざしで睨にらみ付けてくる。

「おまえは、間違ってる！」

「……どこが間違ってるって言うんだよ？」

「おまえにとって、学校は大事なものなんだろう？　この街を守りたいんだろう？」

「そうだよ」

「だったら……どうしてそんなに平へい然ぜんとしていられる！　なんで笑っているの!?」

　あまりにも激はげしい口調だった。仮か面めんのような無表情が崩くずれ、サクヤは苦しそうに──いやとても悲しそうに顔を歪ゆがめていた。

　どうして彼女が悲しむんだ？　悲しむ理由がどこにある？

「引き金を引くときも、そう。おまえは、なにも感じてないみたいな顔してた」

　サクヤは悔くやしげに拳こぶしを握りしめて、

「どうして、そんな顔していられるの……？　おまえは、必死に街を守ろうとしてたくせに……！　守ろうとしている大切なものが壊されたのに！　街を守っているおまえは真しん剣けんだったから、だからこそ私は──！」

「だったら、どんな顔してりゃイイって言うんだよ？　きみは」

　サクヤの言い草が、ひどく癪しやくに触さわった。

「涙でも流せば気が済すむのかい？　はっ、くだらないね」

「くだらない……？」

「そうだよ。そんなの意味ないだろう？　そんなことしたって、死んでしまったあの二人は、戻って来やしないんだ。僕はそんな無む駄だなことはしたくない。というか、きみだってそうだろう？　対天使兵器ルシフエリオンのきみは、民みん間かん人じんの犠牲よりも天使を倒すことを優ゆう先せんしろと教わったはずだ。それと同じだよ」

「おまえと一緒にしないでっ！」

　鋭く叫んで、サクヤは大剣を振るった。僕の胸を分ぶ厚あつい刃が刺さし貫つらぬく。

　剣に串くし刺ざしにされたままの僕を、サクヤは冷たい瞳で見つめた。

「やっぱりおまえは……オメガだったのね」

「……え？」

「オメガなら……オメガらしくしていればいいのに！」

　言葉の意味がわからなかった。

　サクヤは初めから僕がオメガだとわかっていたはずだ。《オメガなら、オメガらしくしていればいい》だって？　なんだよ、それ。

　質しつ問もんする前に、サクヤは大剣を抜いた。支ささえを失って、僕は泥水の中に膝ひざをつく。

　悔くやしげに僕を一いち瞥べつすると、踵きびすを返した。濡ぬれたスカートを翻ひるがえし、夜の闇へと逃にげ込むように去っていく。

　胸の傷口から金色に輝く光の粒が噴き出してくる。傷つけられた組織が再生していった。そのようすを見下ろしながら──僕は嗤わらった。

「《懐かい柔じゆう策さく》は失しつ敗ぱいだったな……」

　すぐに傷が完全に癒いえ、跡あと形かたもなくなる。

「最近、なんだか仲が良かったように感じたけど……、気のせいだったみたいだね」

　先日の夜──あの時も同じような星空の下。

　僕たちはこの場所で見つめ合っていた。

　そのとき感じた《気持ちの繫つながり》

《仲間意識》──《絆》のようなものは、幻まぼろしにすぎなかったということなのだろう。

　というか、そもそもサクヤにとって僕は《抹まつ殺さつすべき対たい象しよう》でしかなく、僕にとってサクヤは《街を守るための道具》にすぎないんだ。ココロを通わせる可能性などない。その必要性もないじゃないか。

「なにをくだらないことを考えてたんだろうな、僕は……」

　自分の甘あまっちょろさに反吐へどが出るね。

　冷たい水に打たれながら、立ち上がった。

「ま、世界滅亡を止めるためには、僕と愛し合うしかない。サクヤが《取とり引ひき》を破は棄きすることはできないんだ」

　生さい殺さつ与よ奪だつ権けんは僕が握にぎっている。解かい放ほうなんかしてやるものか。

「きみには、これからも街を守ってもらう。《力》を利用させてもらうよ、サクヤ」

　これでいい。これでいいんだ。揺らぐな。




　　　■五月一五日（金）　午前八時二四分■




《愛と真心を届ける♡高たか天まが原はら急きゆう便びん》

「……なんだこれ？」

　翌よく朝あさ。昇しよう降こう口ぐち。下げ駄た箱ばこの前。

　下駄箱のフタを開けた僕は、固かたまった。

　高天原センパイの顔がプリントされた防ぼう水すい加か工こうの包みが、中に押し込められていたんだ。

　嫌いやな予感がしたから、見なかったことにしてゴミ箱に放り込もうかと思ったんだけど──そこで想おもい出した。

　サクヤは照てれたような調子で言ってたっけ。

『おまえにプレゼントがある』

「センパイ経けい由ゆで届けられたプレゼントってことか……」

　高天原センパイ率ひきいる《恋れん愛あい成じよう就じゆ生せい徒と会かい》は、ラブレターなどを代だい行こうして渡わたすというサービスも行っているんだ。

　仲なか違たがいする前に送られたプレゼントが今届くってのは、なんだか気まずい気もする。

　とはいえ、そのままにしておくわけにもいかないので包みを開けてみた。

　中には手紙が入っていた。購こう買ばいに売っている《恋愛成就生徒会御ご用よう達たし・ラブレター用よう便びん箋せん》に、几き帳ちよう面めんな、しかし、ちょっぴり丸っこい文字が書かれている。







　好き合うには《らぶれたー》を送るのがいいと知った。だから、送ってみることにする。

　でも、私は、らぶれたーというのを書いたことがない。だから、変なことが書いてあっても笑うな。笑ったら怒おこる。斬きる。

　それにしても、どんなことを書いていいかわからない。「好きな気持ちを書けばいい」と言われたけど、そんな気持ちになったことはないから、書きようがないんだ。

　だから、おまえの《いいところ》を書こうと思う。ヒソカに《いいところを見つけて、好きになっていこう》と言われて以来、少しずつ見つけられるように頑がん張ばってるんだ。

　箇か条じよう書がきにしてみる。




○椎し堂どう密ひそかのいいところ。

・おまえはイヤなヤツだ。でも、ときどき優しい。

・プリンフェスタに連れてってくれた。また行きたい。

・街の人たち。特に学校のクラスメイトたちのことを、とても大切に思ってるみたいだ。

・いつもふざけたり、はぐらかしてばかりいるけれど、街を守るときのヒソカは真剣だ。




　こんなところだろうか。

　ヒソカのことを、まだ好きになってはいない。そう思う。おまえなんかをすぐに好きになれるはずがないからだ。

　でも、最近は共に戦う《仲間》だと思えるようになってきた。おまえはオメガだけれど、街を守りたいって気持ちは本物みたいだから。

　実じつをいうと、私は今まで《平和》って意味が、よくわからなかった。なにを守っているのか、よくわからなかった。だけど、おまえやクラスメイトたちと生活をはじめて、ようやくその意味がわかったような気がする。

　守るものがあるのは、とてもいい。おまえと街を守る日々は、充じゆう実じつしていると思う。

　約やく束そくだから、街を守ってやる。

　そうして、少しずつヒソカのいいところを見つけて、好きになっていこうと思う。

　おまえも私を好きになれ。

　以上で、らぶれたーを終わる。




追つい伸しん　師し匠しように《記き念ねん日びは大事にしろ》といわれた。だから、ぷれぜんとを用よう意いした。

　オメガを見つけてから一か月が経たった。せっかくだから今日を《一か月目の記念日》にしようと思う。一緒に入っているものは記念品だ。大切にしろ。


五月一三日　有あり栖す川がわ咲さく夜や









「箇条書きはないだろ……」

　包みの中を探さぐってみると、小さな犬のぬいぐるみが出てきた。どうやら手作りのようだ。

「センスのないプレゼントだね……。サクヤらしいけど……」

　下駄箱に背を付けて、天てん井じようを仰あおいだ。

　ガンッ──拳こぶしで下駄箱を殴なぐりつける。

　サクヤとの間に、《想いの繫がり》を感じた。街を守る仲間としての《絆》を確かに感じたんだ。それはとても心地良くて、サクヤがいれば卒業の日を迎むかえられるような気分にすらなっていた……。

　しかし、それは幻まぼろしだった。

　勘かん違ちがいでしかなかった。

　所しよ詮せん、僕とサクヤは相あい容いれない存在であると、僕は再さい認にん識しきさせられたのだ。

　だけど、だけど、だけど──

「サクヤも僕と同じように感じてたのか？」

　彼女も僕と同じように《絆》を感じはじめていたっていうのかよ？

　サクヤが一いつ生しよう懸けん命めいに書いたであろうラブレターを握にぎりしめ、大きくため息を吐く。

　胸がズキズキと痛んだ。

　サクヤを《契けい約やく》で縛しばり付けていることも、

　瀕ひん死しの女の子にトドメを刺さしたことも、

　間違っているとは思わない。

〝あの人〟に再び巡めぐり逢あうためならば、なんでもするって決めたんだ。多くの人間を犠ぎ牲せいにして、セカイを壊し続けて──それでも卒業の日を迎むかえると決めたんだ。

　僕は間違ってなんか、いない。

　そのはずなのに──

　どうして裏うら切ぎったような気分なんだ……？

　どうして罪ざい悪あく感かんを感じてるんだ……？

　どうして、胸が痛いんだよ……？







　　　ＳｕｂｔｅｘｔⅣ──三年前







　渋しぶ谷やの駅前には、荒こう野やが広がっていた。

　アスファルトが吹ふき飛び、黒っぽい地面が剝むき出しになっている。

　建物の瓦が礫れきすらも天使に《回収》されて失われていた。

　忘れ物のように残された街がい頭とうビジョンの残ざん骸がいが、かつての栄えい華がを物語っている。

　中学三年の春休み──高校に入る準じゆん備びをしているはずの時間を、僕は渋谷の街まちで過ごした。

　壊こわれ果てた街を幽ゆう鬼きのように彷徨さまよい続けたんだ。







〝あの人〟の姿すがたを探さがして──







　そして。

　砂さ塵じんが舞まう荒あれ果てた大地に、それを見つけた。

　クレーターみたいに抉えぐれた地面を素す手でで搔かき分け、半なかば埋うまっていたそれを掘ほり出だす。ボロボロになった指先が癒いえるのも待たず、ただ硬かたい地面を搔き続けた。

「う……ぁ……！」

　それを手に、僕は呻うめいた。

〝あの人〟の使っていた拳銃は、天使との激はげしい戦たたかいを物語るように無む惨ざんにひしゃげていたんだ。

　息ができなかった。鼓こ動どうが早はや鐘がねのように打ち続ける。強い目眩めまいが襲おそう。苦しかった。心臓を取り出して握にぎり潰つぶしたいくらいに、苦しかった。

　知らず、涙なみだが零こぼれてくる。

　なぜだかわからないけれど、右目からだけ熱い雫しずくが流れ落ちてきた。まるで、おかしくなってしまった僕のココロを象しよう徴ちようするみたいに。

〝あの人〟の銃じゆうを強く胸に抱きしめて、僕は片かた目めだけで泣き続けたんだ。




　それ以来、僕は〝あの人〟を探すのをやめた。




　──約やく束そくするよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満まん開かいの桜さくらの下で




〝あの人〟と交わした約束を信じて、

　ひたすらに、卒業の時を待ち続けることにした。

〝あの人〟と再び巡り逢うためならば、僕はどんなことだってすると決めた。

　ありとあらゆるものを利用して、騙だまして、偽いつわって、弄もてあそんで、苦しめて、欺あざむいて──ボロボロになるまで《道具》として利用してやろうと決めたんだ。




〝あの人〟が生き返らせてくれた《椎し堂どう密ひそか》という存在は、







　あの瞬間──もう一度、死んだ。










　死ななくちゃ、生きていけなかったんだ。

















scene5

　壊れていくセカイで、恋をする方法。















　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満開の桜の下で




　この言葉が、今も僕を、縛しばり続けている。




　　　■五月一五日（金）　午後八時二一分■




　サクヤが消きえた。

　僕の前から姿すがたを消してしまった。

　と、いっても、今日一日学校に来こず、彼女の住むアパートの部屋に行ってもいなかったというだけだけどね。

　顔を合わせていない時間は、正しよう味み二四時間ってところだろう。

「どこに行ったんだろうね。本ほん格かく的てきにヘソを曲まげちゃったってところかな」

　月の輝かがやく夜。白い砂すな浜はま。暗い海。

　微かすかな海うみ鳴なりの音に耳を澄すましながら、オバケ灯とう台だいの台だい座ざに腰こし掛かけた。制服のポケットから新しん品ぴんのタバコとライターを取り出す。

「ま、いなくなったところで、大して困らないんだけどさ……」

　タバコの銀ぎん紙がみを破やぶいて、一本取り出した。

　僕はタバコを吸すわない。

《死にたい死にたがり》だった中学生の頃ころは、吸っていたんだけどね。どっかの学者がタバコを《緩かん慢まんな自じ殺さつだ》なんて評ひようしてるのを聞いて吸いはじめた。ニコチンの毒どくでオメガの不ふ死じ身みの肉体がガン化してくれたらいいと思ったからさ。

　だけど、〝あの人〟に言われたんだ。

　──タバコ、似に合あわないよ？

　それきりやめてしまった。

　でも、今夜はまた吸いたい気分になって久ひさしぶりにタバコを買かったんだ。もちろん高たかい税ぜい金きんのかかる正せい規き品ひんではなく、いわゆる《闇やみタバコ》。ビンボーな高校生らしく、ね。

　タバコをくわえて、ふと思った。

　なんでタバコなんて吸いたい気分になったんだろうな。

　サクヤが見あたらなかったから、夜の街まちを一人で巡じゆん回かいしていたんだ。自転車を漕こいでるうちに、妙みようにタバコが吸いたくなって、人ひと気けのない浜はま辺べへやって来たってわけ。

　ピンッ──涼すずやかな音を立ててライターを開く。この音が気に入って、かつてはコイツを愛あい用ようしてたんだ。

　海風を防ふせぐように手て庇びさしをして、ライターを擦こすった。久しぶりに使ったからか、火が点つきづらいようだ。イライラしながら何度も繰くり返すと、ようやく点いてくれた。

　タバコに火を点ける。紫し煙えんが立ち上り、懐なつかしい匂においが鼻先をくすぐった。

　大きく煙を吸い込んで肺はいに送り込み──

「ゲッホゲホガホ！」

　思いきりムセた。

　昔むかしからこうなんだ。不死身なせいか、いくら吸っても身体が慣なれることがなかった。毎回《初めてのタバコ》を味わうことになる。それでも昔は平気な顔して吸ってたんだけど。

「やっぱマズいな……」

　二ふた口くち吸っただけのタバコを投げ捨てた。ついでにパッケージごと、買ったばかりのタバコも握にぎり潰す。

「くそっ」

　悪あく態たいを吐つきながら、コンクリートの台座の上に横たわる。そこにあるはずのオバケ灯台は《回収》されて既すでに無なく、頭上には綺き麗れいな月夜があるばかりだった。

　認みとめたくないけれど……

　酷ひどくイライラしていた。

　そもそも苛いらつく要よう素そなんてないはずだ。

　天使に襲おそわれ助かりそうにない女の子に、トドメを刺さした。それをサクヤに見られてしまい、責められた。

『どうしてそんなに平然としていられる！　なんで笑っているの!?　オメガなら……オメガらしくしていればいいのに！』

　そんなセリフを最後に、サクヤは姿を消した──ただ、それだけのこと。

　間ま違ちがったことはしていない。

　責められる謂いわれはないと思う。

　それなのに……イライラしてる。心しん臓ぞうを取り出して握り潰したくなるようなイヤな気分が、刻こく一いつ刻こくと強くなっていく。

　罪ざい悪あく感かん。不ふ安あん感かん。寂せき寥りよう感かん。自じ己こ嫌けん悪お──そんなネガティブな感情が、胸の中でグルグル渦うず巻まいていた。

「しっかりしろよ……椎し堂どう密ひそか」

　サクヤがどんなに傷きずつこうが、関係がない。彼女は天使を殺すための《力》として利用するだけの存そん在ざいなんだ。

　それに、サクヤがいなくなったところで昔に戻もどるだけだ。いくつもの絶ぜつ望ぼうを前に立ちつくすことしかできない。いくつもの悲ひ哀あいを前に、悲しむことすらできない──あの頃に。

「昔に、戻るだけなんだ」

　呟つぶやきが潮しお風かぜに解とけて消えたとき、背せ筋すじに気持ちの悪い感覚が駆かけ抜ぬけた。続いて感じる悪お寒かん。魂たましいを引きずり出されるような吐はき気け。これは《違い和わ感かん》。天使が出現する前ぜん兆ちようだ。

　弾はじかれるように立ち上がった。

　今はサクヤがいない。

　僕がなんとかしなくちゃいけないんだ。




　　　■五月一五日（金）　午後八時四〇分■




　この街にも人生ドラマが溢あふれている。

　恋こいする人の何気ない一言に揺ゆれ動いたり、

　我わが子の成長に感動したり、

　泣いたり笑ったり、

　人間の数だけ、物語が紡つむがれている。

　だけど、僕はそんなものに興きよう味みはなかった。

　僕にとって《住民》は、街を構こう成せいする一いち要よう素そに過ぎないんだ。機械の整せい備び工こうが、歯車の来らい歴れきに想おもいを馳はせたりしないだろう？　たぶん、それと同じだ。クラスメイトたちが笑っているのを眺ながめるのは好きだけれど、深ふか入いりしたいとも思わない。

　しかし、そう考えていても不ふ可か抗こう力りよく的てきにドラマに触ふれてしまうことがあった。

　海うみ沿ぞいにある半はん壊かいした一いつ軒けん家やに、浅あさ野の敬けい吾ごくんと妹の由ゆ梨り香かちゃんっていう兄妹が住んでいた。兄が中学一年で、妹は小四だ。

　二人の両親は二年前に天使に《回収》されてしまった。僕が駆かけつけたときには、全すべてが終わっていたんだ。

　以来、兄妹はたった二人で生せい活かつしている。両親との想い出が残る壊れかけた家を自分たちの手で直して、そこで生きていくことに決めたんだ。

　幼おさない兄妹の二人暮ぐらしは決して楽ではないだろう。このご時じ世せい、同じように親を失った子供がたくさんいる。命いのち綱づなである生せい活かつ保ほ護ごの金きん額がくも年ねん々ねん減へっていて、食事にも事こと欠かくことすらあるらしい。でも、懸けん命めいに笑いながら、二人は肩かたを寄せ合って暮らしていた。

　天使に襲われていたのは、そんな二人の住む家だった。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ！」

　幼い妹が壊れかけた家の前で泣きじゃくっていた。少女を睥へい睨げいするように、上じよう空くうには白い怪かい物ぶつ──天使が舞まっている。

　その天使の顔を見て、背筋が粟あわ立だつのを感じた。ムンクの叫さけびみたいな歪ゆがんだ顔ではなく、とても綺き麗れいな女性に見えたんだ。

　高位の天使ほど、人間に容よう姿しが近づく。つまり、目の前にいる天使は、凶きよう悪あくな力を持っていることになる。

　天使の攻こう撃げきを受けたのだろう。辺あたりには氷こおりの柱はしらが幾いく本ほんも突つき立っている。もう五月だってのに、周囲は真ま冬ふゆのように寒さむかった。

　近きん隣りんに住む人たちは、幼い兄妹を置いて逃にげたようだ。人ひと影かげは見あたらなかった。天使が出現した場合は、なにを置いても逃げるのが鉄てつ則そく。責めることはできない。誰だれだって自分の身が可愛かわいいしね。

　オオオオオオオォォォォォォ──…

　天使が悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげ、白い翼つばさをはためかせた。

　シャラン──涼すずやかな音が辺あたりに響ひびいたかと思うと、鋭するどいつららが降ふり注そそぐ。

　横よこ殴なぐりの雨みたいな勢いで飛来した氷の杭くいは、兄妹の住む家の屋根に巨きよ大だいな穴あなを開けた。

「お兄ちゃんっ！」

　由梨香ちゃんは家の中に駆け込もうとした。それを押おしとどめて、

「兄さんが中にいるのか？」

「わたしをかばって……家の中に……！」

　しゃくり上げながら、妹は懸けん命めいに訴うつたえる。

　妹を庇かばって兄が犠ぎ牲せいになる、か。ありがちな悲ひ劇げきが展てん開かいされたわけだ。

　二人の住んでいた家を見やる。天使によって半はん壊かい状じよう態たいだった家は、さらに蹂じゆう躙りんされ原形をとどめていなかった。中に人がいるとしたら、もう、既すでに、

「わかった。僕が助けに行ってくるから。きみは離はなれてるんだ」

　お兄さんは死んでるよ。

「絶対に助けてくるからね」

　妹は希き望ぼうに満ちた表情を浮かべた。胸の痛みを感じつつ、壊れかけた家へと駆け込む。

　内部は酷ひどい有あり様さまだった。

　機き銃じゆう掃そう射しやを受けたみたいに、壁かべや屋根に穴が開き、ガラスが飛び散っている。折おれた梁はりや柱、そして大おお振ぶりなナイフみたいなつららが畳たたみの上に突き立っていた。ゆっくりと全すべてが凍こおり付いていく。

　無む理りだ。生きている人間なんていない。

　見た瞬しゆん間かん、そう思うほどの惨さん状じようだった。

　諦あきらめて脱だつ出しゆつしよう。そう思った刹せつ那な──

「……うぅ」

　消え入りそうなほどに呻うめき声が、僕の耳に届とどいた。木材の軋きしみや、飛ひ来らいする氷の音に紛まぎれて微かすかに──でも、確たしかに。

　まだ、生きてる……？

　折れた梁を飛び越こえ、氷に覆おおわれた畳を踏ふみつけて、家の奥おくへと入っていく。

「どこにいる!?　返事をしてくれ！」

　声は聞こえなかった。

　くそっ。どこにいるんだよ？　さっき聞こえたのは空そら耳みみだったのか？

　焦あせりながら、倒たおれたタンスを乗り越えようとしたところで、

「…………………………………………うぅ」

　もう一度、呻き声がした。今度は聞き逃のがさなかった。声は家の奥、キッチンの方から聞こえてきた。

　所々に穴が開き、波打つようになってる廊ろう下かを渡わたり、傾かしいだドアを蹴け破やぶった。漂ただよう冷気をかいくぐってキッチンに飛び込むと、

　そこにお兄ちゃんがいた。

　倒れた冷れい蔵ぞう庫この隙すき間まに、瘦やせた身体が潜もぐり込んでいる。そのおかげで天使の放つ攻撃から身を守ることができたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　冷蔵庫にはハリネズミみたいに、氷の杭くいが突つき立っていた。そのようすに背せ筋すじが冷たくなるのを感じながら、冷蔵庫を押しのけて、

「…………っ！」

　思わず、息を吞のんだ。

　まるで磔はりつけにされたキリストみたいに、腕うでや足に氷の杭が突き刺さっていたんだ。完全に貫かん通つうし、つららの先せん端たんは床ゆかにまで達している。

　縫ぬい止とめられ、逃げられなかったのだろう。

　失しつ血けつと寒さによって、少年の唇くちびるは紫むらさき色いろに変色していた。痙けい攣れんするみたいに震ふるえている。

　でも、致ち命めい傷しようはない。

　彼は生きてる──助けられる！

「逃げるぞ。少しガマンしてくれ」

　彼を縫ぬい止めている足のつららに手を掛かけて、一気に引き抜こうとした。

「ぅあああああああああッ！」

　苦く痛つうに満ちた悲鳴をあげる。血で指が滑すべってしまって引き抜けない。あまりの冷たさに、手の感覚が瞬またたく間に麻ま痺ひしていく。

　痛みのあまり、少年は涙なみだを流しながら、

「もう、いいです……。ぼくはもう……」

「黙だまれ。きみはまだ助かる」

「あなたまで危険に……」

「黙ってろよ」

　お兄ちゃんを縛いましめていた氷のナイフを──

「きみが死んだら、妹が一人になっちゃうだろう!?　僕はきみを助けたいんだよ！」

　──力ちから任まかせに引き抜いた。

「これで動けるはずだ。行くぞ！」

　腕に氷の破片が突き立ったままの少年の肩を支えて立たせようとしたとき、

　オオオオオオオォォォォォォ──…

　すぐ近くで、天使の慟哭が轟とどろいた。

　顔を上げると、目の前に天使がいた。

「うそ、だろ……？」

　破れた壁かべから天使が中に入ってきたんだ。

　天使の攻こう撃げきにより壁や天てん井じように大きな穴が開いていて、その向こうに星空が見えた。

　夜空に浮かぶ白はく亜あの怪物は、壊れかけた室内で翼つばさを広げた。周囲に霜しもがおりて、一瞬で白く染そめあげられていく。身を切るような冷気が、僕の頰ほおを撫なでた。

　天使は優やさしく翼をはためかせて、

　シャラン──氷の杭を飛ばした。

　とっさに少年の身体に覆おおい被かぶさる。

「ぐああああああああああああああ[image: !!!]」

　背中に幾いく本ほんものつららが突き刺さった。痛みというより熱さが、身体の中で弾はじける。

　その直後、傷きず口ぐちの凍こおり付く硬こう質しつな音が、僕の背中で弾はじける。引きつるような痛みに、呻うめき声を堪こらえられなかった。

　防ふせぎ切れなかったつららがかすめたらしく、少年の足にも傷がついた。痛みに耐たえきれず、そのまま彼は気き絶ぜつしてしまう。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん……っ！」

　遠くから妹の叫さけび声が聞こえてくる。

「くそっ……」

　だから、知りたくないんだ。これだから、人々の事情なんて知りたくないんだよ。

　不必要に感情移入してしまう。

《大切》だと思ってしまう。

　この《セカイ》に大切なものを増ふやしてしまったら、きっと僕は、

　世界を滅ほろぼしつつある僕は、

　耐えられるはずがない。

「助けてあげられないみたいだよ。ごめん……」

　オメガの力によって、背中の傷が癒いえていくのを感じる。だけど、傷口が凍り付き、すぐには動けなかった。ただ、少年に覆い被さっていることしかできない。

　オオオオオオオォォォォォォ──…!!

　無む慈じ悲ひな天使はもう一度、翼を広げた。

　周囲に風が渦うず巻まき、無む数すうの氷ひよう柱ちゆうが発生する。

　僕は襲おそってくるであろう痛みと、生まれるであろう《悲ひ劇げき》を前にして、為なす術すべ無なく天使を睨にらみ付けることしかできなかった。

　しかし、その刹せつ那な──ドンッ！

　重い音が轟とどろいた。天使が縦に両断される。

　内側から崩ほう壊かいするように天使が白く輝く粒つぶになって弾はじけた。

　煌きらめく光の欠片かけらを纏まといながら、舞まい降おりてきたのは、大たい剣けんを構かまえたサクヤだった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、制服のスカートと、黒くろ髪かみが風をはらんで美しく広がる。冷気をはらんだ靄もやが、サクヤの周囲で踊おどるように舞った。

　その光景に──ちょうど一か月前。

　サクヤと初めて出で逢あった時のことを思い起こしながら呟つぶやいた。

「……遅おそいんだよ」




　　　■五月一五日（金）　午後九時十五分■




　酷ひどい怪け我がをしていたけど兄の敬吾くんは命に別べつ状じようはなさそうだった。応おう急きゆう手て当あてをし、救急車を呼んでやった僕は、サクヤの手を引いてその場を退たい散さんすることにした。

　サクヤは黙だまって付いてきた。砂すな浜はままで彼女を引っ張っていく。

　月明かりの下。辺あたりに人ひと気けはない。潮しお騒さいと海うみ風かぜが、僕たちを包んだ。

「ヒソカ……」

　戸と惑まどったような声をあげたサクヤに、

　振ふり向きざまに、拳けん銃じゆうを突つき付けた。

「今までどこにいた？」

　なぜだろう。激はげしい怒いかりを感じていた。

　胸の中にわだかまっていたモヤモヤを、怒りと名付けただけなのかも知れないけれど。

　サクヤの顔を見た瞬間に、カッとなったんだ。人気のないところまで銃を抜ぬかなかった自じ制せい心しんを褒ほめて欲ほしいぐらいだね。

　額ひたいの真ん中に銃口を突き付けられたサクヤは、怯ひるんだような表情をした。でも、それは銃を怖こわがったというよりも、僕の行動に驚おどろいたからのように見えた。

　その証しよう拠こに、彼女の瞳ひとみは銃ではなく僕の顔に向けられている。

「サクヤ、答えろ。今までなにしていた？」

　一瞬だけ、サクヤは言い淀よどむようなそぶりを見せたけれど、消え入りそうな声で呟く。

「……おまえに、会いたくなかった」

「だから、学校に来なかったのか？」

「そう。支し度たくをして家を出たけど……」

　サクヤは制服を着ている。そのまま学校に来ないでほっつき歩いてたんだろう。

「勝手なマネはしないでくれよ。間に合ったから良かったようなものの、危あやうく犠ぎ牲せい者しやが出るところだった。街の人間が減へれば、それだけ《街》の存そん続ぞくが困こん難なんになる。あんな兄妹がいなくなったところで、大たい勢せいには関係ないだろうけどね」

「…………」

「僕に会いたくないなら、それで構かまわない。僕をいくら嫌きらいになろうと、構いやしない。だけど、勝手に消えたりするな！　街を守るためには、きみが必要なんだ！」

　ジャキッ──拳銃の撃げき鉄てつを起こした。

「サクヤ……きみは、僕のものなんだよ！」

　彼女はなにも答えなかった。

　どれほどの時が経たっただろうか。

　幾いく度ども波音がさざめいて、

　幾度も海風が吹ふき抜ぬけて、

　サクヤは口を開いた。

「やっぱり、わからない」

「わからないって、どういう意味だよ？」

「ヒソカに会いたくないって思ったのは、おまえのことがわからなくなってしまいそうだったから……」

　サクヤは恋をしようとしている。懸けん命めいに僕の《いいところ》をかき集めて、僕を好きになろうとしているんだ。

　僕は、それを、知っている。

「ヒソカ。おまえはチグハグだ。私と恋れん愛あいをするつもりなんでしょう？　それなのに、どうしてこういうことをするの？」

　額に突き付けられた銃口に、サクヤは一瞬だけ視し線せんを向けた。

「それにヒソカは《僕をいくら嫌いになろうと、構いやしない》って言った。おまえは、本当にそれでいいの？　嫌いになったら困こまるんじゃないの？」

　強い潮しお風かぜが、見つめ合う僕らの間を駆かけ抜ぬけた。サクヤの髪かみが揺ゆれる。

「まるで──私に嫌って欲しいみたい」

　どくん、と鼓こ動どうが強まるのを感じた。

「おまえはいつもそうだ。すごく優やさしかったかと思うと、急にイヤなことを言ったり」

「そんなことは……」

　ない、と言いたかったけれど、言葉が続つづかなかった。

「それだけじゃない。街を守るときも、そう。冷たいことを言っていたかと思えば、さっきみたいに必死に守ろうとしてみたり……」

「黙だまれ」

「おまえのことがわからない。本当のヒソカはどれなの？　優しく笑ってるときのヒソカ？　冷たいことを言ってるヒソカ？　人が死んでも笑っていられるヒソカ？　それとも、必死に街を守ろうとしているヒソカ？」

「黙れ黙れ黙れッ[image: !!!]」

「私はおまえのことが知りたいんだ！」

　同じくらい強い口く調ちようで、サクヤも言葉をぶつけてきた。ココロの奥おく底そこを覗のぞき込もうとするように、僕を真まっ直すぐに見つめる。

　やめろ。そんな瞳で見るな。

「本当の僕が知りたいのか？　だったら、教えてやるよ！」

　ココロの中を覗こうとするな。

「きみのことなんて、どうも思っちゃいない。僕にとって必要なのは、天使を殺す《力》なんだよ！　優しい言葉を掛かけたとしたら、それはきみを利り用ようするためだ！」

　本当の僕……本当の僕は……！

「それに、僕の目的は、学校を卒業することだけだ。街の人間は、あくまで学校生活を維い持じするためのパーツにすぎない。歯車が壊こわれたところで、悲かなしみなんか感じない。いくら死のうが構いやしない！　僕はオメガだ！　そういう最低の存そん在ざいなんだよ！」

　辛つらそうに僕を見つめていたサクヤは、ふいに驚おどろきの表情を浮かべた。

　ゆっくりと首を横に振って、

「今の言葉は、ウソだ」

「……やめてくれよ。人の気持ちを決きめつけるな！　勝手なことを言ってると本当に撃うち殺すぞ！　できないと思ってるのか!?」

　額に銃口を押し当て、引ひき金がねに指を掛かける。

　それでも、彼女は恐おそれなかった。

「だったら──」

　銃を押しのけるように、一歩近づいた。

　僕の頰ほおに指をのばし、そっと拭ぬぐう。

「だったら──どうして、泣いてるの？」

「…………え？」

　気が付けば、僕は泣いていた。

　自分でも意い識しきしないうちに、涙なみだを零こぼしていたんだ。頰ほおを熱あつい雫しずくが伝っていく。

　なんで、涙が──？

「苦しいの？」

「……苦しくなんかない」

「それじゃ、悲しいの？」

「……悲しくなんかない。そんなくだらない感情は、とっくの昔むかしに捨すてたんだ」

「でも、おまえは泣いてる」

　右の瞳からだけ、涙が零れてくる。左の頰は乾かわいたままだ。片かた目めだけで泣いてるなんて、僕はどこまで壊れてるんだろうね──自分を嗤わらおうと思ったんだけど、お得とく意いの作り笑いができなかった。

　涙が溢あふれて、止まらなくて。

　胸の中をいろんな気持ちが渦うず巻まいている。

　いくつもの死を目の当たりにしてきた絶望とか──サクヤが来てくれた時の喜びとか──来らい夏かたちクラスメイトの笑顔とか──〝あの人〟の言葉とか──舞まい散ちる桜さくらの花びらとか──死んでいった友達の顔とか──サクヤを失うしなってしまうのではないかと思った恐きよう怖ふとか──サクヤと一いつ緒しよに街を守れて楽しかったこととか──いろいろな気持ちがココロの中でグチャグチャになってる。

　わからない。

　わからない。

　わからない。

　僕自身のことなのに、わからない。

　チグハグで、ジグザグで、グチャグチャだ。

　理り解かい不ふ能のうで意い味み不ふ明めいなまま、片目から涙をこぼし続けている。

　胸が痛い。張り裂さけそうだ。

「ヒソカ……っ」

　困ったような声を出して、サクヤはそっと銃を押しのけた。

　なすがままに、銃を降ろす。

「な、泣きやんで」

　制服の袖そで口ぐちで、サクヤは僕の涙を拭ぬぐった。

「泣いてなんかいない」

「泣いてるじゃないか……すごく、辛つらそうに」

　辛そう……？　辛そうな顔してるのか？

　僕は辛いのか？

「困った……。こういう場合はどうしたらいいかわからない。訓くん練れんでは教わっていない。お願いだから泣きやんで」

　バカの一つ覚おぼえみたいに、サクヤは袖で涙を拭う。何度も。何度も。

「……ごめん」

「……どうして謝あやまるんだよ」

「ヒソカを好きになるために、おまえのことを知ろうってずっと思ってた。でも、」

　サクヤは懸けん命めいに僕の涙を拭いながら、

「殺すことしか教わらなかったから……世界を滅ほろぼす運命を背せ負おった者の気持ちなんて、考えたことがなかった。ヒソカのことを理り解かいしようなんて、思わなかった」

　やめてくれ。

「おまえも苦しんできたの？」

　やめてくれよ。

「辛い想いをしてきたの……？」

　他人に僕の気持ちがわかるはずがない。

「わかってやれなくて、ごめん」

　理解されるなんて、気持ちが悪いんだ。

　頭では、そう思っているのに、

　ココロの底ではサクヤの言葉が嬉うれしかった。

　心地ここちよさを感じていたクセに、必死に断たち切ろうとしたサクヤとのココロの繫つながり──《絆きずな》を再ふたたび強く感じた。

〝あの人〟を失ってから、ずっと張りつめていたものが軽くなったような気すらした。

　同時に、気付いた。

　チグハグさの理由に。

　流れてる涙のワケに。

　僕の本当の気持ちに。

　街の人たちや、クラスメイトのことを、

　そして、サクヤのことを、僕は──







《大切だ》って叫びたかったんだ。







　ただ、それだけのことなんだ。

　グダグダと思い悩なやんでイラついていたけれど、結局はとても単たん純じゆんなことだったんだよ。

　しかし、単純だけど、それを口にすることができなくて苦しんでいたんだ。

　僕は、オメガだから。

　みんなを苦しめてしまう存在だから。

　苦しめてしまうことがわかっているのに、

〝あの人〟に会うためだけに、生き続けると決めたから。

《大切だ》って言えなかった。

　だから、クラスメイトの笑いの輪わから一歩引いてた。良よい雰ふん囲い気きになったらわざと軽かる口くちを叩たたいた。向けられる好こう意いは全すべて無む視しした。

　幸せを増ふやしてしまったら、壊こわせなくなってしまうから。そうせざるを得えなかったんだ。

　サクヤのことも、同じだろう。

　彼女と一緒に街を守れて幸せだった。

　サクヤが感じていた以上に、充じゆう実じつ感かんを覚えていた。たった一人で全てを抱かかえて戦ってきたから、特にそう思う。

　サクヤのことを《大切だ》と感じた。

　これは恋じゃない。きっと愛でもない。

　だけど、サクヤに共に街を守る仲間として、《絆》を感じたんだ。

　だからこそ、サクヤとの関係を壊そうとした。サクヤが傷つくことを承知で、わざとひどいことを言ってのけたんだ。

　涙を拭い続けてるサクヤの手を取って、

「もういいよ」

「でも……」

「すぐに復ふつ活かつするから、少しだけ泣かせてくれないか」

　腕を握にぎったままサクヤの肩に額ひたいをつけた。

「う……あぅ……えーっと……」

　困ったように硬こう直ちよくしていたサクヤは、ぎこちなく僕の頭を撫なでた。困り果てた末の、彼女なりの慰なぐさめだったのだろう。

　手のひらを通して、サクヤの不ぶ器き用ような想いが伝わってくるような気がする。不思議なことに、そうしていると左目からも涙が溢れてきた。チグハグだったココロが、少しは一いつ致ちしてくれたからかもしれない。

　頰を伝った熱い雫しずくは、月に照らされた白い砂の上に小さな染しみを作った。

　ほどなく、涙は止まった。再さい起き動どうを終しゆう了りようした僕は顔を上げる。

　サクヤは照れくさそうに咳せき払ばらいをして、

「ヒソカ。一つだけ聞かせて。おまえは、この街のこと──みんなのことを守りたいと思ってる？」

　その質しつ問もんに素す直なおに答えるのは、やっぱりためらわれる。だけど、この期ごに及およんでごまかすのは、あまりにも格かつ好こう悪わるいだろう。

　一度だけ、そう決めて、口を開いた。

「……大切だよ。守りたいと思ってる」

「うん。それだけわかれば、今はいい」

　満足げにサクヤは頷うなずいた。

「だったら、私が守ってあげる」

　いつもなら、軽口を叩いて茶ちや化かすところだけど、リアクションがとれなかった。ただ、頷くことしかできない。

「その代わり！」サクヤは、妙みように偉えらそうに腕組みをして、

「おまえも、もっとちゃんと私を好きになるよう努力して。いい？　恋愛ってのは一人でするものじゃないんだからっ」

「…………わかった。できる限り、真ま面じ目めに恋愛をするよ」

「それから、あんまり変なことは言うな。……わ、私だって、不安になるんだからなっ」

「僕は完かん膚ぷ無なきまでに壊れてしまったから、素す直なおな男になんてなれないだろうけど……きみを不安にさせないように努ど力りよくしよう」

「それでいい」

　そこで会話が途と切ぎれた。

　向かい合ったまま見つめ合う僕たちを、さざ波の音が包む。

　二人が出で逢あった夜みたいに、頭上には綺き麗れいな月が輝かがやいている。

　そっと指を伸のばして、サクヤの髪を手ですいた。くすぐったかったのか、むずかるように彼女は首を傾かしげた。

「ねえ、サクヤ」

「……なに？」

　キスするみたいに、サクヤに顔を近づけて、

「もう一度、契けい約やくをしなおそう。僕たちは、一緒に街を守る。そして、恋をする。この《セカイ》を救うために」

「うん。約束だ」

　深く頷うなずいたサクヤに、

　キスをした。

　唇が微かすかに触ふれ合うだけの、口づけ。

　サクヤはポーッと僕を見つめていたけれど、

「にゃっ!?」

　変な声をあげて、僕を突き飛ばした。ゴシゴシと音が出そうな勢いで、唇を拭ぬぐいながら、

「なななっ、なにをするっ!?」

「なにって、キスだよ。知らないの？」

「知ってるけど！　でもっ、なんでっ!?」

　悔くやしそうにサクヤは唇に触ふれる。耳の先まで赤く染まっているのが、薄うす暗ぐらい月明かりの下でもわかった。

「イヤだった？」

　口をあわあわさせていたサクヤは怒ったように拳こぶしを振り上げた。

「そんなの知らないっ！　バカッ！　なんで、そんなことしたんだっ！」

「恋愛に疎うといきみは知らないかもしれないけど、恋人同士が約束ごとをするときはキスをするものなんだよ。《誓ちかいのキス》ってヤツさ」

「ホントに？」

「ごめん。ウソ」

　ザフッ──！　目にも止まらぬ速さで、大剣が僕の胸を貫つらぬいた。

　激はげしい痛みを感じて、砂の上に倒たおれ伏ふす。

「そっ、そういう冗じよう談だんはやめてって言ってるでしょ!?　おまえなんか大だい嫌きらいだっ！」

　悔しそうに地じ団だん駄だ踏ふんで、踵きびすを返した。

「ど…ドキドキして損そんしたっ！」

　捨すてぜりふみたいに叫んで、走り去っていってしまう。その動きは妙みようにぎこちなくて、ロボットみたいだった。

　砂浜に横たわったまま、僕は目を閉じた。

「たぶん………………ウソじゃ、ないよ」

　自分でも、なぜキスなんかしたのかよくわからなかったけれど──理由を付けるとしたら、やっぱりそれは《誓いのキス》だろう。

　サクヤと前向きに恋愛をしてみよう。

　僕を好きになろうと真っ直ぐに想いをぶつけてくる彼女に、向き合ってあげよう。

　これ以上、サクヤを傷つけないように、せめて僕が今感じている《大切さ》には素直になろう。確かに、そう思ったんだ。




　そのときは──




　　　■五月一五日（金）　午後一〇時十三分■




　一時間後。月明かりの下。夜の海。

　僕はまたオバケ灯台の台座に一人で座っていた。片かた膝ひざをついて、漆しつ黒こくに沈む夜の波なみ間まを眺ながめながら、小さく歌を口ずさむ。

〝あの人〟が好きだった曲を。

「Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたのいない明日を」

　サクヤのことは《大切だ》と思う。サクヤが気になる存在になりつつあるのも事実だ。

「The sun is lost. A Star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　だけど、僕には〝あの人〟がいる。

　ココロの底そこから、愛する人がいるんだ。

「A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　サクヤのことを、好きになることはない。

　利用して、最後に裏うら切ぎる。そのことに変わりはない。

「I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　だけど、だけど、だけど──

　卒そつ業ぎようの日ひは、あまりにも遠くて。

「I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる」

　まるで自分に言い聞かせるみたいに歌を唄うたい終えた僕を、海風と潮しお騒さいが包んだ。

　なんだか寂さびしい気分になって、夜空を仰あおぐ。

　星の瞬またたく空に向けて呟つぶやいた。

「ねえ……どこにいるんだよ？　早く僕を殺しに来てよ……。じゃないと、僕は……」

〝あの人〟の返事はない。

　ただ、耳の奥で静かに優やさしい声がリフレインし続けている。




　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満まん開かいの桜さくらの下で







　　　ＳｕｂｔｅｘｔⅤ──現在







　廃はい墟きよとなった横浜の街まちが、夕ゆう闇やみへ沈しずんでいく。

　街がい灯とう代がわりなのか、街のあちこちから火の手が上がった。燃もえだしたドラム缶かんから黒こく煙えんが立ち上り、黄昏たそがれ色いろの空へと溶とけていく。

　そのようすを、眺ながめている影かげがあった。

　燃え落ちて支し柱ちゆうだけとなり、太いワイヤーが空むなしく垂たれ下がった横浜ベイブリッジ。その鉄てつ骨こつの上にアダムが座すわっていた。

「♪ Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたのいない明日を」

　小さく歌を口ずさむ。

　タイトルは《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

「♪ The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　眼がん下かに広がる横浜の街から、遠く銃じゆう撃げきの音が聞こえてきた。ビルの残ざん骸がいだらけとなった市し街がい地ちに乾かわいた破は裂れつ音おんが断だん続ぞく的てきに響ひびき渡わたる。横浜に住む者たちが、争あらそいあっているのだ。

　この壊こわれ果てた横浜の街には、現在、ほとんど天使は出現していなかった。

　廃はい墟きよの中で生きる者たちは、新たな秩ちつ序じよを作り、滅ほろびと共きよう存ぞんしている。破は滅めつの中を生きている。硝しよう煙えんと刃やいばと血と悲鳴に満みたされた街で、懸けん命めいに《人生ドラマ》を演えんじているのだ。

　そんな銃声を遠く聞きながら、アダムは恋こいの歌を唄うたう。

「♪ A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　彼が知っている歌は、これだけだった。

　この歌を教えてくれたのも──イブだ。







　あれは、四年前のことだったろうか。

　オメガとなった少年と一緒に、イブは街を守っていた。

　一人になったイブにアダムは近づいていく。

　イブは、少年を見てクスッと笑った。

「ヘンな格かつ好こうね」

「仕方がないだろ？　ボクは地上ココじゃ目立つんだからさ」

　アダムは茶色のニット帽ぼうを取った。銀色の髪かみがこぼれ落ちる。ついでに、薄うすい色のサングラスと盲もう人じん用ようの杖を捨てる。見開いた瞳ひとみは、血のように赤かった。

「オメガは、ずいぶん喜んでいたみたいだね。ボクを助けることができて。……ボクは、死なないのに」

「いい傾けい向こうよ。密ひそかくんは、この世の全すべてを無む意い味みなものだって思い込もうとしていた……。大切なものなんてないって、思い込もうとしていたんだもの」

「ねえ、イブ。オメガと恋こいに落ちることなんて、できるの？」

「さあ、わからないわ。でも、あのコを癒いやしてあげることならできると思う」

「きみは甘あまいね」

「きみがクール過ぎるのよ。子どものクセに」

「ボクたちが作られたのは同どう時じだ。きみがボクよりも早く地上に堕おりてしまっただけで」

「ふふっ、そうだけどね」

　別れた時よりも、オトナになってしまったイブは小さく歌を口ずさんだ。

「♪ Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたのいない明日を」

「きみが歌を唄うなんて……初めて聞いたよ」

「イイ曲でしょう？《Loves, so that want to kill.殺したいほど愛してる》。地上ココで覚おぼえたの」

「会わないうちに、きみは変わっていくね」

「そんなことないわよ」

　イブの微かすかな歌声が、壊れかけた街に響ひびき渡わたった。







「♪ I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　歌を唄いながらアダムは、横浜の街を眺ながめ渡した。

　銃じゆう撃げき戦せんはなおも続いているようだ。一つ、また一つ。命が失われていく。見えずとも、感覚的にアダムにはそれがわかった。命が消える瞬しゆん間かんに、いろいろな想おもいが吹ふき出す。廃はい墟きよとなった横浜に暮くらす者にも、恋人や親おや兄きよう弟だいがいただろう。仲間がいただろう。守るべき《日常》があっただろう。

　そんな掛かけ替がえのないものへの《想い》が、《破滅》によって踏ふみにじられ、火花みたいに弾はじける。

　そのようすを──神は見ている。

　ただ、黙だまって眺ながめている。

　最初の人類となることが決定づけられた少年は、切なげに微笑ほほえんだ。

「オメガ……。あなたの胸に宿やどるイブとの美しい想い出が……。

　あなたが、今、サクヤに感じている温あたたかい気持ちが……。

　全てが、誰だれかの手によって、作られたものだと知ったら……。

　あなたは、どうしますか？」




♪ I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる







　　　エピローグ







　次の月曜日。教室。自分の机つくえ。

「おいおい、サクヤ……冗じよう談だんだろ？」

「冗談じゃない。せっかくプレゼントしたんだ。二人が出で逢あって一か月目の記念品なんだから、文もん句くを言わずにつけて」

　登校してくるなり、隣りん席せきのサクヤと言い合いになってしまった。

　内容は、サクヤがラブレターと一いつ緒しよに送ってくれたプレゼントについて。

「なんつーか……僕とはキャラが違ちがうっていうか……かなり抵てい抗こうがあるんだけど」

「ごちゃごちゃうるさいっ。真ま面じ目めに私と恋れん愛あいすると言った。あの言葉はウソなの？」

「ウソじゃないけどさ……」

「だったら、つけて！　さあ、早くっ！」

　サクヤがくれたプレゼント。それは単なる犬のぬいぐるみだと思っていた。しかし、違ったようだ。

　桜ヶ丘高校の制服には首くび輪わがついていて、そこにドッグタグがぶら下がっている。当初はその奇き抜ばつなデザインが物ぶつ議ぎをかもしたようだ。しかし、《世界滅亡カーテンコール》がはじまった今では個こ体たい識しき別べつに使えるという理由から誰だれも文句を言わなくなった──って、そんな経けい緯いは今は関係なくて。

　女の子の間では、お気に入りのマスコットに取り替かえるのが流行はやっていたりするんだ。

　で。サクヤのプレゼントは、ドッグタグ代わりにつけるマスコットであったらしい。

　なんで犬なのか聞いてみたら、

「ドッグタグの代わりにつけるものだから」

　そんな驚きよう愕がくの返へん事じが返ってきた。よもや、ダジャレとわ。

　不ぶ細さい工くな犬のぬいぐるみ（拳こぶしぐらいの大きさがある）を、ジッと見つめていた僕は……深いため息を吐ついた。

「わかった。つけるよ。だけど、今日一日だけだからね」

「それで構かまわない。これは記念だから」

　真面目な顔してサクヤは頷うなずいた。

　やれやれ……。仕方ないな……。

　首輪からドッグタグを外し、犬のぬいぐるみをぶら下げた。

「似に合あってる。可愛かわいいと思う」

　満足げな表情でビシッと親おや指ゆびを立てるサクヤに、「そりゃどうも」と返事をする。

　こんな格好はクラスメイトに見られたくないね。今日一日、教室の隅すみっこで大人おとなしくしていることにしよう。特に来らい夏かには絶対に見つかっちゃいけない。見られたらなに言われるかわかったもんじゃ、

「おはよう、ひーちゃん、ぎゃー！」

　いきなり教室に入ってきた来夏に見られた。そして、叫さけばれた。

「なにつけてんの！　ひーちゃん！」

「犬のマスコット。ドッグタグだけに」

「……さっぶー」

　うわ。僕が滑すべったみたいになってる！

　と、片方の眉まゆだけつり上げた怒いかりの表情にチェンジした来夏は、僕に詰つめ寄よってきた。

「どうしたの、それ！……まさか、有あり栖す川がわさんにもらったんじゃないよね!?」

「そのまさかだよ」

「ひどいよ、ひーちゃんっ！」来夏はダンッと机を叩たたいて、「私がヒツジのマスコットあげたときはつけてくれなかったのに！」

　来夏はドッグタグの代わりにヒツジのマスコットをつけている。

「なんで有栖川さんのはつけたの？」

　その問いにサクヤが答えた。

「決まってる。ヒソカと私は、恋に落ちなくてはいけないからだ。これはその一いつ環かん」

　サクヤはもう一つ、犬のぬいぐるみを取り出した。それを自分の首にぶら下げて、

「おそろいだ。ペアルックというのは、愛し合う男女の究きゆう極きよくの服ふく装そうだそうだ。これでまた親しん密みつになれるなっ」

　えー、このドッグタグにはさらなる秘密がありまして。好き合っている二人がペアのドッグタグをつけると、さらにラブラブになれるんだそうだ。無む論ろん、この噂うわさを作ったのは恋愛原理主義者・高たか天まが原はらＡはじめなんだけどね。

　騒さわぎを聞きつけたクラスメイトたちが、無む責せき任にんにはやし立てはじめる。

「おおー、痴ち話わゲンカだ！」「三角関係というヤツですな！」「やれやれー！」「来夏っち！　頑がん張ばれー！」「そこだー！　押おし倒たおせー！」「誰でもいい！　密を殺せ！」「つか、みんなで殺やろう！」「殺れ殺れー！」

「有栖川さんにも可哀かわい想そうな事情があるらしいから、今までガマンしてきたけど……」

　ズビシっとサクヤを指さして、来夏は宣せん戦せん布ふ告こくするみたいに言った。

「……もう、頭来たっ！　絶対に負けないからねっ、有栖川さんっ！」

「ってか、来夏。なにムキになってるんだ？」

「うっさい！　鈍どん感かんは黙だまってて！」

　僕の腕うでを引っ張って、来夏は思いきり引き寄せた。それを見たサクヤのオデコに、ピキッと四つ角が走る。

「……ヒソカを離はなして」

「やだもん！」

「《これ》は私と恋愛してるの。来夏さんには渡わたせない」

「私だって渡せないよ！」

　サクヤまでムキになって、僕の腕を引っ張りはじめる。しかも、全力で。

「痛たた！　痛いって！　腕がもげる!?」

　クラスメイトたちは手を叩いて、騒さわぎはじめる。世界が滅めつ亡ぼうに向かっているのも忘れて、みんな楽しそうな笑顔を浮うかべている。笑って、笑って、笑っている。

　と、そんな喧けん噪そうを引き裂さいて、

「あはははは！　ついに本気になったようだな、萌ほう月づき！　有栖川！」

　大だい音おん声じようが響き渡った。

「その勝負、この高天原Ａが預あずかった──！」

　ガシャン！　教室の窓を突つき破り、高天原センパイが飛び込んでくる。

　また僕の苦手な騒さわがしい展てん開かいになりそうだね。隙すきを見て、脱だつ出しゆつするとしよう。

　とはいえ──クラスメイトたちと一緒に騒いでいる対天使兵器ルシフエリオンを眺ながめる。

　ふいに、サクヤと視し線せんが重なって、

　彼女は小さく微笑ほほえんだ。

　僕も笑顔を返す。いつもの作り笑いじゃなくて、きっと綺き麗れいに笑えているだろう。

　僕は、小さく肩かたを竦すくめた。

「ま……少しだけ付き合ってやるのも、悪くないかもしれないね」




　　　　[image: ]




　僕たちのラブストーリーは、続いていく。

　殺すために恋をして×死ぬために愛し合う

　これは、世界を救うための恋物語。


【卒業まで　残り２９６日】









　　　あとがき







　お久しぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚えておいて頂いただけると嬉うれしいです。




　今のところ『殺×愛─きるらぶ─』シリーズは巻ごとに作品の雰ふん囲い気きが変わっております。前巻『殺×愛２─きるらぶ　ＴＷＯ─』はラブコメ色が強かったですが、一いつ転てん『殺×愛３─きるらぶ　ＴＨＲＥＥ─』はアクションシーンが多めとなっておりますです。お読みになった方、いかがだったでしょうか？　楽しんで頂けてたら、とても嬉しいです。楽しんで頂けなかった方は……えっと、その……見捨てないでやってください（雨に濡ぬれた捨て犬のような瞳ひとみで）。

　さてさて。今回は謝しや罪ざいしなければならないことがあります。

『殺×愛─きるらぶ─』は、この本が発売された五月現在もドラゴンマガジンで大だい絶ぜつ賛さん（希望）連載中なのですが、掲けい載さいされる際、タイトルと一緒に日付が記き載さいされています。龍りゆう皇おう杯はいに参加した第０話が《四月一三日》、連載第一回が《四月一八日》といった感じですね。短編の後ろにくっついている【卒業まで　残り○○日】という表示は、桜さくらヶが丘おか高こう校こうの卒業式の日である《三月二〇日》を基き準じゆんにして計算されています。

　この日付は物語の進行に合わせて作られた、通つう称しよう《殺×愛カレンダー》を元に決められているのですけれども……毎回、決定にものすごく手て間ま取どっているんです。

　なぜかって？　それはね、風見は計算が苦手だからっ（ダメすぎる）。

　私と同じく、数字を見ると目眩めまいがするという超ちよう絶ぜつ敏びん腕わん眼鏡めがねっ娘こ担当編集者Ｋさんと一緒に、「風見さーん☆　日数計算が合いませーんっ☆」「翌よく日じつにずらしたら、どうでしょう？」「ダメですっ☆　次の日は土曜日っ☆　学校はお休みですー☆」「なんですとー！　土日なんかなくなっちゃえばいいのにっ！」「土日が無くなったら私は困こまりますっ☆　学校五日制を廃はい止ししましょうっ☆　高校生はお休みナシっ☆」「Ｋさんは鬼だ!?」なぁんて喧けん々けん囂がく々がくの議ぎ論ろんを毎まい回かい繰くり広げつつ作中の日付は決められております。

　奇き蹟せき的てきにこれまで日付に関する矛む盾じゆんは出なかったんですが……ついに『殺×愛３─きるらぶ　ＴＨＲＥＥ─』で齟そ齬ごが発生してしまいました。連載第七回＆第八回が収録されておりますが、ドラマガでの初出時とは日付がズレちゃってます。すいませんすいませんごめんなさい。

　って、誰ですか。そんなの気にしたことないよーなんて言う人は？

　ときどきでいいから、日付のことも想い出してください……（涙）。

　では、最後に恒こう例れいの謝しや辞じを。

　眼鏡っ娘担当Ｋさん。通称・キャサリン（あざの耕平さん命めい名めい）。いつもありがとうございますっ。この本の作業のため、休きゆう日じつ出しゆつ勤きんさせてしまいました……。もはや足を向けて寝ねられません。これからは立って眠ねむることにします！

　Ｇ・むにょさん。いつも素す敵てきすぎるイラストをありがとうございますっ！　次こそは、早く原稿をあげますのでっ！（毎回同じコト言っている気がしますけれども……）

　この本の出版に携たずさわった全ての方々！　ありがとうございます！

　そして、本作を手にとってくださった、あなた！　ありがとうございます！　これからも可愛がって頂けると嬉しいですっ！

　なお、殺×愛３の一いち部ぶ記き述じゆつに関しまして、数多くの作家のみなさまに助じよ言げんを頂きました。あまりに多すぎて、お一人ずつお礼を申し上げることができず申し訳ありません。本当に助かりましたっ！　ありがとうございますっ！

　次は『殺×愛４─きるらぶ　ＦＯＵＲ─』で、お目に掛かかることになるかと思います。

　しかも、来月っ!?　今後とも、よろしくお願いしまっす！
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